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我邦は四面海に園まれでゐる關係上、海岸線は頗る長く、各地の海岸に砂濱

が形成され、到る虎に砂丘が發逵し、飛砂や砂丘の移動による被I害は甚だ多

い。就中其の著名な地方としては、太平洋岸に於ては青森、宮城、茨城、千葉

耐奈川、靜岡、宮崎の諸縣、日本海岸に於ては声森、秋田、新潟、石川、鳥取

島根、鹿兒島の諸縣を蕊ぐべきである。

此等の地方は、古くより飛砂と苦闘を級け今日に至ったが、若し共の歴史を

辿る底らぼ幾多特記すべき事蹟を有するを知る。

職って秋田螢林局管内の秋田、山形雨縣下の海岸を見るに、我國有数の長大

なる砂丘を有し、凡そ150粁に及ぶ海岸線は砂濱を爲すが故に，口碑に依れば

地方民は資に古き時代に於て既に施設を行ひし'ものありと傳ぺらる。其の後各

年代に亘って孜盈として倦むことなかりし努力は途に諺をたる黒松砂丘林を造

成し得た。今日砂丘の直接的利用は謂ふに及ばす、保安、術生、産業の助長に

及ぽず之が間接的効果の大なるに至っては、蓋し計数の能く示し得ざる虎であ

る。

然しながら今日と雌も、砂丘地帯の砂防施設は完成したものでは起く、前濱

には未だ飛砂を笹にしつ上ある幾多の荒駿砂地を残し、之が防砂施設を完成す

るに非ざれぱ、内部の森林耕地、宅地、或は利用しつムある砂丘地糯の安全を

保することが出來ない。而も砂丘地の利用は近年頓に進むの外、一方魚附林造

成等か關係より砂防施設の急速完成を期する現況に在る。然るに今日存する荒

應砂地は砂防施設上より観るに最も困難とする箇所であり。困難なるが故に未

だ完成するに至らなかったと硯るも差支ない箇所である。而も其の面積たるや

至國を通するときは慶大なる面積に昇る。

娩近海岸林造成の必要は識者の齊しく認むる虎となり、農業土木事業として

施行せられ、或は補助規則制定となり、且叉災害防止林の造成として實行せら

る上は、寧ろ施行の遅い感あれども國家多事の秋筒ほ敢えて之が質施ぜらる上

は雀だ欧ぷべき所である。

凡そ今日の海岸砂防事業は、學究と經験との二途より進み、雨者相關聯調和

せしむる必要あるは勿論なるが、二者を較慈れぱ理論よりも寧ろ賓地の仕事に

重きを置くべきである。殊に日本海の北部に位する海岸は太平洋或は南方海岸

全
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とは其の性質が著しく異なり、太平洋海岸地方の先進砂防事業を其の儀當･隈む

るには困難なるものあり、日本海岸にありては日本海岸としての施行法を必要

とし、而も同じ日本海に於ても島根、鳥取縣の如き南方海岸と秋田或は山形縣

の如き日本海北部に位する沿岸地方の砂防遥林とは亦自ら異るものがあると考

へる。堂初は標題の如く日本糊上部全般に亘る砂防避林に就き草する豫定であ

ったが、未だ霊さ堂ろものあるを思って之を膳來に譲ることにした。

然し乍ら営地方に於て施行しつ上ある砂防の方法は、以て日本海北部地方に

應用の可能性あるを思ふが故に筆者が秋田、山形雨縣下に於て施行し或は施行

しつ典ある經聡並に過去に於て睡盈繰り返せる失敗の艘驍を赤裸,々に記し、覆

轍の悔愈からしむ･ると共に將來の企識に費し塵いと希ふものである。

、
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第 一章海岸砂丘

1

第一節海濱

1℃海演の形

砂濱の生成には波浪及濯岸流が作用するが故に、砂演は一般に直線叉は弧状

を爲して發逹する。されば地岡を縦〈ときは何れの海岸が砂演を爵すか、一見

して、凡そ想像し得る庭である。

此等の砂濱を形成する砂は何れより來ろかと言へぱ、波浪により海底より運‘

搬され來D、或は海流叉は沿岸流によって蓮綴され來る漂砂である。

沿岸流は海岸に浴ふて蒲る上一種の海流でず風及潮汐等を主因とする。日本：

海北部地方にあっては第二章第七節に述べる溌汐の作用は他の地方に比べ莚だ

小さく従って潮汐に因る浩岸流は考慮の必要なく、漂砂は主として風によって

生ずる流れにより運搬せらる上と云ってよいのである。

風が海より陸地に向って吹く時は海岸線に直角ならざる場合が多い｡此等の
風が海面を掠めて吹く時に、塞氣と海面との摩擦により水分子が風の方向に曳

摺られ遂に流れを超す。その方向は主風に支配さｵL年を通ずる時は大部分は一

定の方向をとるに至る。沿岸流は斯くして起る。

沿岸流が海岸線の鐵入叉は他の沿岸流に會する時は其の速度を減じて漂砂の

一部を沈下堆積牡,しめて砂堤を形成する,。

此の砂堤は水面叉は水面以上に高熊り得頃筈であるが此虚に渡浪の作用が加

はり水面以上にも發逵することがある①。

又砂堤は形によって名繧が異り就中砂汀(Beach)砂噛(SandSpit)鉤歌砂噛

(Ho(jk)閂洲(Bayb,鋤罎欺閂洲(LooIlelbar)トンボロ(TOmbolo)等が其

れである。其の代表的のもの遊岡示すれば次の如し。

秋田、山形雨縣下の砂濱は前記潤頭砂汀の一屑發達して形成ぜるものが大部

分注占あ、其の外山形縣鶴岡誉林署管内の念珠ケ關及白山島にはトンボロ砂發

達すろを見る。男半島首都に當る砂濱は内に八郎潟を抱く複トンボロであ

る。男鹿半島は嘗て島喚であったものが二本のトンポロにより本陸と結びつけ

られたものであって、男鹿半島は其の典型的トンポロなるが故に斯る複トシボ

ロを男鹿式トンボロと稲する。

註（）内数字は末尾引用韮獣表の悉縦にして以下同。

2、秋田、山形縣の砂濱

。

■
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湾頭沙汀 管内秋田山形雨縣下p中秋田縣では山本郡、南秋

田郡、河邊郡、由利郡に、山形縣では飽海西田川の

雨郡即ち莊内海岸には砂濱を形成し、此虎には何れ

も砂丘か發達してゐる。

上記砂濱に就き少し〈詳しく述べるに、先づ秋田

縣の砂濱と言へぱ.北は能代菅林署管内の八森村よ
り南本莊螢林署の金祁町迄、延長質に120kmの

間、僅かに男鹿半島を除けば全部が砂濱であって我

國有数の砂地を爲して居る。其の成因に就き大橋良
一氏(11)の説に從へぱ、此の海岸を堆積及断屑の二

種類に分け得る。即ち八森より能代迄は断層海岸、

能代より新屋間（男鹿牢島を除く）は堆積海岸、新

屋より本莊間は断層海岸、本莊より金浦迄は再び堆

,より能代に至る間の断層海岸は能代より吐き出す砂積海岸に馬する。この八森より能代に至る間の断層海岸は能代より吐き出す砂

礫が多いのと沿岸削摩作用が比較的に進んでゐる爲に新屋以南の断層海岸に較

べ砂演が廣い。殊に米代川は曾ては河口を北方に開き流入せし如く、東雲村の

縣遁以西の低揚地は即ち川跡で、米代川が現在の位置を占むる迄は幾多愛遷の

後砂溌が發逢するに至った結果、陸地となったのである。･今日河口附近に古悪

戸大開濱などの字名のあるものそれを物語るものである。

新屋以北の男鹿半島を中心とする海岸は前述の如く堆穣海岸で、八郎潟を抱

砂騰

一

七

いた複トンボロである。ドンボロの發達の初めに八郎潟は南は土崎附近より北

は淺内沼、或はその附近まで擴がり、'今日の沼澤地は昔の八郎潟の一部と見る

べきであらう。さればこのトン宗口を爲す砂丘地の砂は、大部分米代川と雄物

川との吐き出した砂から成るものである。只男鹿牛島船越町附近の砂は、男鹿

島海岸の岩石が破砕されて出來た砂であると稻される。（10）

－’
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能代新屋間p砂地は秋田縣中最も廣大な砂濱を爲し､全長50km.幅2k.m.乃

至4k.m･を有し、最高63mに及ぶものがある。鉤舩砂臓

文政、天保の頃栗田定之丞、賀藤景林翁等

の心血を注ぎ防砂に努めし砂地も主として

この地帯である。今日見る安定せる砂丘は

往時の業蹟を物語るものに外ならない。

次に新屋より本莊の子吉川に至る間は断

層海岸で殆んど汀線迄三紀屑が迫り、僅か

に狭く堆積砂地を形造ってゐる。調謹線の

下演海岸から飛田騨間の鐵道省砂防施癖也

は一見砂｣宝地の如くに見えるけれども、寶

際は三紀暦上に砂を被り砂丘の如き形を呈

してゐるものである。汽車の窓からも小川

の河口附近にこの暦を見ることが畠来る。

只孑吉川の河口の北岸は米代川と同じ鎌に

手吉川が現在よりも尚北方に口を開い莚ゐ

た時代もあり、比較的廣い堆積砂地を有す

る。現在は此虎は全く陸地となって居るが、

池沼の印が載って居る。、

子吉川以南の本莊町と西目村の海岸は、フ

一

参謀本部の地形圖には川跡を示し

子蕎川以南の本莊町と西目村の海岸は、犬儒氏は堆職海岸に鴎す.と言はれる

けれども、仔細に頑る時はこの海岸も三紀暦或は四紀沖瀧暦上に堆積する砂地

であって､酒田街直の東西に起伏する丘陵は純然たる砂丘ではなく、三紀屑上に
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砂を被ったものであり、叉海渚近くの平低地p下部には沖積の鑿盤或は泥淡

があ.る。子吉川海岸は一隅水量、割合に砂赴が豊富で此礎にも打上げられた

褒状間洲が多く一見純然たる砂演の獄

屑
砂
に
て
れ
て
出
は
再
二
前
し
か
籠
流

見えるのである雨水は凄透し

地下水となり層面に摺って流

來り汀近くで諸所から湧出し

,ゐる雨期は揮交として流れ

で砂丘内部に水溜を造り、或

前砂丘を慨壊をしめたこと一

でない。本縦町海岸には昭和

三年頃迄は汀線の近くに一大

砂丘が築設さ虹であった。そ

てこの湧出水を如何にすべき

ー

f付き十數年来苦心して來たと云ふ｡其虚で昭和八年透水設備として鐵線蛇
を埋めて砂丘内部の水を集め、更に砂丘の下部を潜って汀線近くに透水を放

せしめる如き施設をした。その結果今日は砂丘二重トンポロ

の内部にはあまり水の溜ることがなくなった。

この湧出水は涌田街道附近から表砂を謬透した．

雨水が西面せる奈極の三紀暦或は四紀層に鴬っ

て其の一部が暦而を澪って流れ來り汀線近くに

湧出するものと考へおばならぬ。そればかりで

なく三紀厨にはオルトシユタイン(Ortstein)さ

へある虚があって水の淫透し難いものがある。

本荘海岸には水林の字名のあるのは何故かと

一考するも興味あることだ。水林は今日の謂ふ

水源緬養林の名に相當する名孵で、この海岸は

昔から水に縁故のあったことも窺ひ得るのであ

る。之は前述のや･うな關係によって彦透水が湧

出する爲、水林の名の出たこと典思は#fLる。現

在でも水林の砂地内から湧き出る水を水源とし

て本莊町民の飲料に供されてゐる。

由利郡の西目付は大正三年以来村誉を以て砂

●
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防事業を行ひ、民間事業としては大なる成功を克ち得たものである。葵､功勢

者は何としても村長佐珪木孝一郎氏である。佐奏木氏は率先自ら立って指導し

た。氏は將來秋田縣の砂防史を飾るべき人であると信ずる。

佐詩木氏は昭和八年D二月海岸砂防林に就てと題するパンフレットを出版し

た。是によれば林内に『排水溝を設けること」の一項に「砂地は粘土質よりも

保水力が護く地下水が高く降雨が綾けば林内に瀦水が出來林木が枯死する」と

読いて居る。一艘砂｣湿地糖には水溜の生じ易いことば事鐵である。之は砂地中

に含まれる微細な土粒が水によりて凹虚に蓮ばれ此虐に醗分が飛沫或は吹雪に

混じ飛來して凝固させる作用があるからである。しかし之は位置層理其の箇所

を形成する砂粒との特種の關係を有する場複トンポロ

合であって一般的の現象ではない。砂地含

水分は普通士壊の夫に比べ甚だ少いもので

あることは論のないことである（砂地含水

量に就では本章第七節参照)｡西目村海岸は

前記の如く同じ噸資海岸であ･るとしても特

別の關係を有する爲に國有林にも、西目村

共有林丙にも、湧水箇所が頗る多いのであ

る。本荘誉称署構内の柿栽にば此の關係を

考慮に入れて砂防事業を進めねばならな

いQ

西目村の出戸部落より金ノ浦に至る間は

小さく見る時には断層海岸であって狹少な

堆積砂地を見る。尚南方象潟町と_上濱村秋

田縣醤砂防地とにも、一部海濱を形成ずる

が量に於ては少い。

山形縣に於ては吹浦騨前の日光川の河口

より湯野蓑温泉に至る間は所謂有名な莊内砂丘を形成し、莊内平野と日本海と

の間を劃して百禽石の米産地たる莊内平野の保護壁をなしてゐる。

この莊内砂丘は長さ約40粁､幅員は2粁乃至3粁を有し､高き虚は64mに及ぶ。

長犬なるに於ては我國でも著名なものである。砂丘の略毒中央には最上川が流

れ込み、その北方には日光川涜砂丘遊樅切り日本海に流入する。この外最上川

の支流赤jliは最上川の河口近くに於て最上川に合流して日本海に注いで居た。

しかし最上川の改修工事に附帯して、袖浦村黒森部落より莊内砂丘を權鐵して

』
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直接日本海に流入せしめる計壷の許に､大正八年以降繼績施行中で､掘割の上幅

200間下幅45間深さ砂丘の最高所に於て160尺の豫定であって、近く全川邇水の

運びとなり間もなく完成の豫定である。斯様に山形縣の殆んど全部の河川はこ

の砂丘地に於て流入し山地の砂礫をﾙﾋ虚に運搬し來り、莊内砂丘の前方に絶え
ず砂を堆積してゐる｡最上川の吐出す砂量は上流の地質開係上甚だ多:きを見る。

莊内砂丘は莊内平野の成因と密接な關係を有し、且莊内平野は一の獣屑によ

り陥没し(10)更に隆起して成ったもので西部の断層線は日光川より赤川及大山

川と結ぶ虚にあると稀きれるが心事賃砂丘の底部廷は沖積層或は泥表層が混り、

埋木などの存するのを見ることが出来た。この層は西に向って傾斜じ砂丘の幅

の約三分の二位の附近から沈み汀線近くに於ては海面高約4m.内外の虚に礫混

りの屑を見る。叉砂丘内部、平野部にも4m,内外の地のあるのを見れば之を以

て硯るも隆起したことが判る。然し繭がらとの砂丘の基部は水中、或は沖積に

よる堆積砂地である。莊内砂丘の底部よりは土器の發掘せら奴るものがあり鑑

定によれば二千年内外前のものであると言はる。叉黒森部落の西方より演中部

落東方にかけ南北に走る砂丘列の如き大なる蝿裂がある。之は明治二十七年酒

田地震の際生ぜしものにて此等の關係より震源地は莊内砂丘にあったとの説も

稲へられるのである。上記基部層の傾斜するも此虐に原因するかも知れぬ。、

第二節波の作用

水面に起る起伏の現象を波と呼び、主として風の衝繋或は吸揚の作用に依っ

て起る。一般に代表的波と云ふべき深海に生ずる波の形状は略溌トルコイド曲

線の形をなし(5)明かに傅播して來るものであるが、典の内部の永自鵠は殆ん

ど進行しないで、一箇所に略兵停滞して圓周を廻韓しつ上あるのが一般波浪の

原則である。

然し風に依って生じた風波の場合には、波の峰では水の各分子は前進し、谷

では後退するけれども、前進する力が優勢なるが爲め其の餘力に依って水の分

子駐前進せしめ、此の結果上層の水は風の進む方向に前進する。

海底に在る砂礫は如何程の速さの流れによって蓮搬し出されるかと言へぼ、

山本正夫氏論文より(99)摘録するにオーレン氏の實験式による時は

石の直径(吋)=-通零騨此の式は直径の大蔵る礫には適用出來意いが直径
が箭吋-命吋即ち微砂に属ずる砂は毎秒0峡~08沢位の緩い流れp篇に
も動くとするのである。叉スツヒール氏の.多数の寶聡によって作製した流速と

之によって動かさる人砂礫の大きさの關係表は次の通りである。

一
一
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流速（毎秒米〕砂礫の大さ

0.897小豆犬迄

’0.923 榛賛大迄

1.123鵬卵太迄

2.063普通の砂礫

又フランチウスの作った關係表に依れば

平均流速(mﾉs)砂礫の大さ

0．5”細砂及泥

1．0普通の砂

1．5粗砂

2．0 粘礫叉は堅き粘土

流速2m.内ｸﾄになれば普通の石礫を運搬することになるのであるから、流速

が4m-5mにもなれ‘ば可なり大きな石塊をも動かすことが想像される｡斯くして

海底の砂礫は波或は沿岸流に依って次第に陸地に向って移動し來ろのである。

次に海岸砂防上重要な波は一般的の波ではなく砕渡と謡する特殊の波なので

ある。（5.6.15）即ち海底の深度が淺く蔵島時には海軍摩擦抵抗が急激に増大

する篤め、下部の水分子の漣勤が陰瀧し~F上部の運動の如く速くなく平衡を失

ひ、遂に波の頂が前に緯れ落ちる。此の現象を砕波と言ひ、普通汀に打ち寄せ

る白泡の漂へる波は即ち之である。普這の波が砕波の形飲を呈する時は其の波

頂は著しく高さを婚す。即ち砕波の高さと普通波の高さとの比は1.5-2倍位で

あり、この比が大なれば大なる程水平に及ぼす艇力が増加する。今松尾工學士

わ計算を引用すれば、週期345秒水深100mの時に波高3m.の波が及ぼす水平

屋力の、波の進行と共に鐙化する有檬は次の如くである。

深さ波高水平唾力毎平方米噸

1003.00m．.0．05

503･580．13

304.060.30

204‘500．節

105@341.78q

56．366557

この様底力で蕊ちつけるのであるから汀線に於ける施工は大いに考へなけれ

ばならない。

此の波が砂濱に撃ちつければその力を失ふ迄傾斜面を昇って行く。此時海中

』
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より運んで來た砂を一緒に打ち上げる。しかし引き波に際しても叉砂を海へ引

き下げるのである。

この寄せ波、引き波の両者を較べてみれば、寄せ波は前述の如き波力によっ

て打ちつけ、引き波は主に重力の作用に因って生ずるものである。叉その外引

き波は寄せ波に較ぺ砂中に膠透して滑流となるものがあるから水塗を減ずる。

即ちこの二の力の差の關係によって陸上に砂を残すことになる。そ肌故に波が

荒け鯉ぱ荒い程雨者の差が大きくなる。又魍風が渚に向って吹いて來る時は

引き波の下降すろを妨げる結果、筒雨者の差を大きくする。此外大なる波浪は

その一部が引き波とはならず陸地に於て全く鯵透してしまふものがあ:ろ。此

時は主り一府取り蕊される。砂量が多くなるのである。筆者は此の黙に鑑み汀

線近くに綿柵を設けて砂を溜め一の斜面を造って出來ろ丈け寄せ波と引波と

の差を少くし且つ寄せ波が砂地内に浸入して透水することのないやうにする

必霞のあろを老へ施行しつLある｡猶工事編第二章第七節に於て述べる見込み
である。

第三節砂の成因

砂濱を遥り叉造りつムある互量の砂の成因に就てば意見が腫迂である。然し

ながら砂は本質的には岩石の破砕されたものであることには間趣ひない。今腫

盈たる説を綜合す奴ぱ大鵲次の如くなる。

火山作用により生ぜしもの

海底の浸蝕により生ぜしもの

海岸の浸蝕により生ぜしもの

山地の浸蝕の結果流水により運搬されしもの

火山作用により生ぜしことは當地方は第三紀叉は其の後挺於て盛なる火山活

動のあったことは等しく認められ、火山次が海中に降下したことも首肯巷らる

上麗で、趣い例ではあるが鳥取縣の湖山地方の砂丘は火山次砂だと穂ざれて

ゐる(12)。

海底に於ける浸蝕は海水中に含有する酸素が酸化作用を爲し、硝酸並に多量

の炭酸が海底の岩石に作用して之を溶解及分解するし、水の衝嬢力は絶えず作

用し且つ波動の爲めに水中に混する砂礫か衝突して岩石を破砕する。又海流は

海底を浸蝕し、特に砂礫を流逢する場合には其の作用が大きい。海中に於ける

岩石の破壊並に海底の浸蝕に依って生じた岩片が波浪叉は海流の爲に他物に衝

突するか或は互に摩擦叉は衝突して細粒の砂を形成する。調越線の三瀬鐸より

一
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温海騨淵は蝿俵岩の名勝地とし-こ知られ、車窓より恰も騨俵を堆〈穂を重”し

如き寄岩を見るが､此礎は擬茨港の上に玄武岩が被って居るも‘ので､聴俵砦は
即ち玄武岩である。この渚を見れば節理の護達した玄武岩は割れて海中に塊と

なって縛盈と縛り稜が膳り減り圓〈なり、叉海底の玄武岩の岩盤が破虹虎衣黄

色に擬次岩わ露出してるのを見る。之も海底浸蝕の一例である。海底と同獄に

海岸の浸蝕も著しいものである。海の破壊作用は主として風の爲に海面に起る

波浪に依るも｡ので波浪は絶え余総ての海岸に作用するけれども其の力は時と場

所によって多少異る。波の暴威の例としては､､外國ではアルダーーノ港では嘗

て9睡もある大なる石塊を資に13mの高所に吹き上げ、叉ゼノアの防波堤で

は40錘の大塊を50mの遠方へ飛ばしオランダのエムノラン港では20遮のコン

クリートの大塊を3m5の高さに持ち上げた。次にエゼストンの燈臺にては滿

潮面の上20mの高所にある60唾の縦進物を破壊せしめた。更に記録的の暴威

はスコットランド北端の漁稚ウイツクに於て豹0趣の重き石塊を押し倒したこ

とを報ぜら#'L，我國に於ても之に劣らず北海道留萠港と網走港との防波堤では

一個2000睡の重量を有するコンクリートの大画塊を破壊し、叉昭和三年土佐室

戸崎に近き室津港の防波堤が破壊され350漣の重溌を有するコンクリートの大

破片が約2(hnの遠方へ飛散ぜられた､と云ぶ(161Z)。

斯くの如く波の力は極めて張大であって一平方米に對する波力はメートルを

以て表せる波高に1睡半を乘じたものに近似値になる（15.16.17)。酒田港の波

高は昭和四年一月二日に於ける西北風に際し6m途示した。これから割出せば

先づ9趣となる。

我國に於ける1mgに對する標準波力は大略次の如く見られる(16.17)。

外海に面する港9座-15蓮

外海に近き湾内の港6遮一9睡

内海及湾内の港3廼一6蓮

海岸浸蝕の例は到る虎に見ることが出來るが日本百景の一なる男鹿海岸も一

の好例たるものであって、潜岩の如き明かに波の浸蝕を受けたる海岸の隆起し

たものであることを物語る。叉紀州南牟婁縣木本町の名勝地鬼ケ城も土地の隆

起により浸蝕洞窟が現はれたものである(112)。

波蝕の及ぼす結果は地質、地形により其の進度には大なる相違はあLど一般

,に日本海岸は太平洋岸に較べ浸蝕される度が大きいと総されてゐる。次:に山地

の浸蝕はその原動力により、氷河によるもわく洲水によるもの、額雪によるも
の、墜石によるものム四作用に分ぽることを得る(1)が本邦では氷河の存否に

～
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（

就ても種為論疑せらる典麗であれば、事賃上に於て此虚では氷河作用によるも

のは老へる必要はないが頽雪に因る生産物は相當多い。但し他の作用に較べれ

ば量に於て小さい。されば他の三作用により破砕された岩塊叉は岩屑は流水に

運搬され、下流に下るに從って小さくなり、遂に海に到るのである。犬河の存

する虚殆んど例外なしに砂演の存するに徴しても明かである。管内の例を見る

も米代川､.雄物川、子吉1I1,最上川等の附近は何れも著名な砂丘地を爲す。さ

れば河川の上流の地形、地質、森林朕態等により吐出する砂騒を異にする。管

”

Ｉ

ー

内最上川は

山形縣下殆

んど全部の

流れを集め

て日本海に

注ぎ、而も

上流地方は

一般に地勢

急|唆で而も

花崗岩多く

從って河口

を中心とし

て南北両岸

等坐り割州

琴

篤眞1海岸寝蝕

秋田縣南秋田郡男鹿半島潜岩地方の砂量
a

が著しく多い。叉子吉川腫流域及水量に比べ本莊附近海岸の砂迩が多い。之は

大橋良一氏(11)の説によれば雄物川の上流は元子吉川に合し日本海に流れたも

のであらうとの事である。

以上合せ考へる時は海岸には上記四作用とも相合して砂の生成を意せるもの

であるけれども、現在にあっては山地浸蝕の篠屑物が流水により海中に運搬せ

られたものが最も深い關係を有つものと言ひ得る。

第四節砂の大.きさ

砂とは岩石砕片の細粒のものを云ひ、軍に粒鯉の或範園の砕峠に對して附せ

る名稲に過ぎない°砂の粒裡は本邦農學會に於て定めた所のものに從へぱ2.0

,.m～0.01m,,.であって、これ．より大なる粒座のものは礫、小なるものは粘
土である。即ち粒子の名稲を示せば次の鰯く種ある。
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海岸砂地の砂粒は風力により運搬せ

られ來つたものであるが故に同一箇所

では粒裡が比獅勺揃って居る。管内の

海岸に於ては20m.m～0.25m.m､の粒

裡の砂粒が最も多く占めて居る。次に

管内砂地を組成する砂の粒裡別百分率

直謹(m･m･)|紡子の名稲
上
嘩
唖
唖
下

以
一
一
一
以

、
叩
奉
鮨
、

●
。
●
●
Ｐ

２
２
０
０
０

礫
細
細
微
粘

礫
土細

角
Ｉ
崎
栂
ト
ー
‐

紗
砂
砂
砂

及

～

を示せば、

箇所'4珊重健習『．|鷺溜洲:錨粥劉熱烈下|~備毒
｜
即
唖
”

5‘14

56．3

44．6

29b4

秋田聯
能代

同

本荘
山形縣
西荒瀬

同

西遊佐
昼

嬢者20ケ所測査0,6
の牢均とす。

0.2同､

34.】根跡 1069

37．5

15．7

53‘4

5．8

38．1

6.】

菱沼順治氏調枩0．9
内部砂丘(106）
瀦戸博士憾岸砂

11．1
防編(1)

1－今

前表にも明かな邇り、海岸砂地を織成する砂粒の組成注、各地各衣異なるは

上流地方の岩石、砂粒の新古等により異なり来るのである。

例へぱ茨城縣に於ても村松海岸砂防試駿地の砂は河田氏の調盗の結果(65)は

20m,m.～0,25m.nLの砂粒が大部分で中0.50m.m.～0.25m.m.の者が最も主である

に、同じ茨城縣でも太田砂山は吉井鯨士の調査(125)によれば0･3m.m.～0.1m.m.

の砂が最も多い､叉吹上演(69)では1.00m@m.~0.25m.m_の者が多く、烏取縣の海

岸地方では原氏の調査の結果(12)では1.0m,m～0.25mqm粒撫の砂が多く､新潟縣

岩船及瀬波海岸に於ける筆者調査では1.0m.m,～0.25m.m.のものが88%を占める

を見た｡叉同一地方でも表面の砂は粗く､内部の砂は細い場合が多v,pである。
前記太田砂山に於ける調査に就て吉井博士(125〕も「20cm.以上の深さとなれ

ば深さを増すに従ひ細微土を増す」と述べらる。之要するに引闘沙は砂表面に於

て起るが故に、たとへ前方より飛來する砂があっても、風の弧さによって風選

せられ粒径の大なる砂が鍵る。例へぱ10m/sの風が吹くとき、10m/sでは飛び

得ぬ砂が砂表面に礎ると云ふが如く、下方よりも表面近ぐに粗い砂が残される

のである。但し之は絶對的のものではなく比較的の開係であり、且叉風上面に

於け.る現象で、風下面にあっては斯う云ふことが少い。

同じ地域の海濱に就て見れば汀線に近い厘域と、内部とには直径の小さい砂

が多く、中央部の腫域には比較鉋直經の大きい砂がある。之は主として前述ら

如く風選された結果で諭溌は海から上る砂があるため大小混じて居るが細い砂

b

＝
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も多分に含菫れて居るのである。風に依って運搬される時は小径のものから先

に飛び内部に行って堆積するのであるから、内部の砂は亦小狸の砂が多い。然

るに中央砂地にあって；は海から直接供給さ#1る砂もなく、弧風の際には細い砂

！が順奄腫飛去り結局比岐的粗い砂が鋳ることになるのである。この關係に就て

山本正夫氏が吹上濱に於て調査し林業試験報告(69)に發表せられたのを摘録す

れば即ち次表の如きものである。

簡脈｜理側W･|'W臓曾･|職綴|025M¥|伽考
梅岸

中．央部

移動砂丘 I
2.0寵量による百分率

3‘0

9‘0

3.0

49．0

2‘5

20.0

40.0

19.5

75.0

8.0

69.9

同様の關係は筆者調査諸表に依っても覗ひ知り得るのである。例へは黒松老

齢林、移動砂丘アキグミ植栽地、内部砂地でありハマヒルガホ、裸砂地等は中

央部に位する砂地であつ･とその組成状況を比較すれば前者は後者に較べ細粒の

砂が多いとと堂知る。能代誉林署管内後谷地國有林に於て筆者調査の組成表を

次に掲げる。

移動砂丘上アキグ.ﾐ植栽地
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前記組成に基き各種類の深度1m間の組成を求め再掲すれば次表となる。
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風選による砂粒の選別は舌欣丘や喪立工などの前後に堆積する丘にも現はれ

て來る』此虚に河田氏の村松試験地に於ける調査結果(65)を借りて掲げる。

蓋立工の場合
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舌状丘の場合(ハマゴウ）
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下
風
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一
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６
５
●
心
２
２
３
６

27.1

2．3

５
６
Ｃ
ｅ
７
０
２
２

鍵立工の場合と舌炊丘の場合とを較ぶれば、賛立工は風上風下の雨者間に嚴

然たる相違があるが、舌状丘の場合にはあまり著しい相違はない。之は生立す

る植物の密度及抵抗性が賛立工程大きくないことに原因する。

叉生立する植物D種類に糞っ~L砂地の組成が異なりはせぬかと考へらるが故

に、前述の調交表を通じその平均を求めしに、

．

腱隅:弗摺::佃糊響･賎ご認
粒径別 1,.1,.

4以~上

Incrn・

0.25以下物種類

18．4

29b3

32．2

30．7

34．1

35．7

31．6

30．2

32．7

29，4

25．4

65.0

54.4

53.4

53.4

51も4

49.4

50.1

544

51.6

58.8

58.0

’ ’アキグミ械栽地｜
アキグミ舌飛丘

ヤブーギ舌朕．丘

ツルウメモドキ舌歌丘

裸 砂地

砂草鐵生育地

ハマヱンドウ生育地

ハマヒルガホ生育地｜
シ（生青地

亀欄鱒:’

４
〃
４
２
．
，
盛
る
９
２
Ｊ
Ｂ

Ｏ
１
１
３
３
３
３
１
２
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15.5

13.9
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12.1

10g

lOd7

14o2

12"｜
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７
７
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０
ｑ
ｑ
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跡
一
一
跡

根

根

Oq8

0.6

0.8

0.7

0‘8

1．6

同

一
一
一
一
一

前表に依る時は舌状丘は大凡その組成を同じくし、比較的粗なる砂丘よ

り、自然に發生せる毛上を有する砂地の中に位する裸砂地は､その周園の有

の砂地よりも粗い砂粒が多い結果を示して居る。之は偶然なりとも言へる

ども、有毛地中に黙在する裸砂地は風営り懇〈砂粒の風選張く從って粗い

多く、養分の含有量も少〈、植物發生上各種條件が前者よりも劣るのであ

も老へられ、砂粒の粗いものは植物の發生が遅いことば想像し得られる虚

る。之を逆に植物の種頼と砂の組成に關傑ありと假定すれば砂地の安定と

の組成との間に亦關係を有することになり、砂防施行上参考となるのであ

第五節砂の成分及重さ

砂の化學的成分は其の砂を生じた原の岩石の種類、成分に因って異るべ

のである。例へぼ男鹿半島のトン表ロでも、船越町の附近の砂地は主とし

D成

毛地

けれ

砂が

ると

であ

砂地

ろ。

も
奥
き
て

5

5

Y－
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鹿半島の海岸を形成する岩石の破砕によって成り（10)､雄物川の吐き出した砂

によって出來た天王附近の砂地とは外溌的にも色が異って居る。叉本職握岸

の砂の色と山形縣海岸の砂の色、或は新潟縣瀬波海岸の砂地の色は夫堂多分嘱
異るを見るであらう。然し乍ら岩石の主成分は陸離であり、而も石英は他の鐵

物に較べ風化し難い鍍物であるが故に、砂の大部分は石英であると言っても過

言ではない。同溌に海中の砂と砂丘の砂とを較べれば、砂丘の砂の方が石英の

含有量が多く、同じ砂丘でも古い砂丘程石英の量を掴す次表に於て砂丘外側の

砂より砂丘頂の砂の方が硅酸の少いと云ふのは、砂丘頂には常に新しき砂が飛

び來D砂丘地の砂としては砂丘外側の砂よりも却って新らしい爲である。之に

反して内方低地の砂は古い。從って硅酸の含有量が多い。今原氏の論文(12)中

に掲載されし鳥取砂丘地の砂の成分を示せば、

｜…｡"霞･卜｡""｡s･"｡""砂の種籟Sio2IAl203IFeOIFe90
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湖山砂丘
外側の砂

湖山砂丘
頂上の砂

湖山内方
低地の砂

演城砂脆
外側の砂

演坂内方砂
丘頂上の砂

賀木砂湿
高所の砂

記
露
お
御
妬
哩

●

６

●

●

●

●

０
５
３
９
８
８

８
７
８
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1.4

0.7

1．0

1．6

2．9

1．1
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１
１

3

調
包
龍
妬
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９
９
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９
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９
９
９
９
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同
同
同
同

５
１
６
２

１
３
ｓ
ｏ

２
２
２
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痕跡

同

O‘09

痕跡

３
３
６
４
８

Ｇ

Ｇ

Ｑ

Ｑ

Ｑ
０
０
１
０

４
０
７
３
３

95

615‘970.75
詞

、

｜
I

8．310．79 411
1

４
５|耐|樹

F

11.320.58

.581O･390.701｣.61｜’

備考湖山砂丘の基土をなす火山灰土壌の化蘂成分％

SiOg・・・・38.41AJgO3…25.78FeO．、…..2.10Fe208….4．66

Mn0….…0.74CaO．....･.5.1.8MgO..…．0．48KQO…….･0．51

NagO",.."O;50SO3"".…痩跡Cl･"3…..0.02H20………9．32

灼熱損失量･･･…11.20

石英の多いことは植物の生育上不利であって、彼の内陸の所謂Wandering

flune固定上困難なるも此虚に原因する。河田氏(97)が一植栽厘劉内に於ては

海捧の側より内部:に向って植栽すべしと言はる上も此虎に理由を置かる上もの

と老ふ。而して砂丘を織成する砂の石英の量は大凡70％乃至90％位で中には之

以上含有することもある。

砂の比重はその成分によって違ふけれども前述の如く石英を主とするもので

L
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あるから、石英の比重2.5～2.8に近い筈である。資際砂丘地の砂の比重は大

鐙2,6～”位である。然るに本邦川砂の比重は藤井氏(20)に依れば最小2.4撮

大271平均2.64である。之に比べ前者は比重が大なるは川砂よりも砂丘地の砂

の方が石英分が多くなって居ることを意味する'ものである。

叉、砂の室隙率は最小33.7％最大54.9％李均39.95％であるけれども砂丘に

於てば風上面の堆砂は風遮が加はり堆積したものである爲め密で､之に反し風

下面の堆砂は主として重力による爲に前者に比して粗である。

第六節砂地の酸度一

高等植物の耐え得る酸度の瀧園は大罷4.4～8.7(42)と唱へられ土壌微生物の

生存及活力は酸度に依って著しく左右せられる。されば樹木の養料關係はP｡H

値に伴はれて種盈に菱動し林木の成長を増減することが劇し〈、叉植物群落を

移動せしめるから砂防造林上より観るも赤重要な一事壇であると老へる。

砂丘酸鹿に就ては故山崎嘉夫氏の遺稿として脅って林學會雑誌に發表された

ものがある(93)。同氏は研究に着手されるに営つてはアルカリ性砂丘D多かる

べきを豫想したが、その結果は酸性砂丘の多いと云ふ結果に到達したと述べて

居る。同氏の研究に係る樺太より臺憾に至る各地砂丘箇所の成績は酸悔沙丘17

中性砂丘3.アルカリ性砂丘14で水素イオンの濃度の最低が5.9最高が7.8とな

ってゐる。即ち次の通り、

！

’
蕊番雅｜擁 地 値江

一
ｍ
“
銀
“
宰
知
．
和
奉
“
池
潅
“
歴
歴

Ｐ●

跡奈川縣江の島第三蝋

同上江の烏松獄門

同上平塚海岸A鮎

同上同上B鮎

同上同上C鮎

同上秘沼海岸第六號

秋田濡成l利郡本荘町前砂丘頂上

新潟嬬腎船郡瀬波町大字松山國有林赤松林内

同上潮波突角

同上砂凪後方平地

新潟縣刈勿郡柏崎町砂丘の頂上

ゞ新潟市砂丘頂上

石川縣江沼郡海岸

，島根縣前方砂丘の頂上

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４

Ｃ

ｌ
１
１
１
１

１
１
１
．
－

ノ

苧』
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同_脆前砂丘と後方砂丘との間にある＆のにして
前方砂丘の前脚をなせるもの
同上後方砂丘の後脚

同上羊歯垣の後方の砂

同上羊歯垣の前方の砂(汀線いり約十I111)

鹿兇鴎聯吹上演

お
妬
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空
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６
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７
７
７
６
７
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占

｜同上日澄郡海岸

樺太榮演町海岸堤下

北海謎日高閣浦和郡湘和町大字浦Wl"･413B"
同上C鮎

同上り難

同上E鮎

北海遜日高閣浦和郡江差町とW.JII砂丘中央部

同上砂丘頂上

同上泊村中崎砂丘頂上

同上中崎砂丘中央部

臺濤臺北州淡水河

同上基隆海水浴場

同上新升州升南部北戸頭

’同上嘉南州橋頭許暦寮

同上後安寮砂丘中腹

叉林學博士原聡氏の鳥取縣湖山砂丘に於ける調在(12)によ虹ぱHbP:の値は

5.15より6.78であり酸性を示す。筒同氏は海岸より陸内への距離が大なるに従

び酸度を増大し、此の現象は雨水の洗礁作用と陽光の直射により、砂丘の新古

により酸度を異にすと説き、叉一方鍍物土の酸度はP.H､値の6'5～6を6以下に

は下るものでなく腐埴質の混入の結果嫌るとの説もあるd

河田氏は同氏箸森林生態學講義(14)に「叉海岸砂丘は一般にアルカリ性の張

いものであって砂丘が安定して其所にクロマツ等の森林が成立つに伴ひ酸性が

騒ぐなるものである。從って同じく荒腰地と稲せらる上ものム中でも海岸の飛

砂地の山岳の崩壊地とは其の酸性と云ふ難に於て全然土壌の性質を異にしたも

のであって砂防植栽服の樹種と云ふが如きものは此黙に立脚して選定され又研

究さるべきも＠であらうと恩ふのである。尚海岸砂丘の砂のP.H.便と海岸林

内の士壊のP.H・慣とを比較して見ると茨城縣那呵郡村松付の海岸砂防試験地

内のものに就いて云へぱ大幾次の様である。即ち林内PoH.便が4.4～5.0即ち

可なり高い雛性を示して居るのに對し砂丘地の砂は6.6～7.6即ら中性に近きか

寧ろ苛性を示して居るのである｡｣と説かる･

』

《
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営地方砂丘地の酸度に就ては筆者が砂地含水分調森に際し採取した50箇につ
き捻出したものを擢ぐるに次表の如くである｡
一

ー一一一

’
移動砂丘上アキグミ柿裁地

舌朕丘（アキグミ）

同（ヤ．ナギ）

同（ツルジメモドキ）

ノ、マヒルガホ 生育地

ハマエンドウ．生育地

コウボウシバ生育地

シノ寺 生育地

無松林内

裸地
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6･05

5．75

6．13

5．54

5．82

5650

5．74

5･67

5．79

5.76

’
、

叉筆者が新潟縣村上鶯林署管内懇山海岸林内より得た試料に就き検定したも

の三種ある。其の一は往時藩主が御殿女中達を從へ此庭に幕を張り巡らして遊

山せりと云ふ俗謂御幕場と云ふ箇所で、風衝も腿く、林木の生長も至って不良

で加之落蛎は採取され、常に掃き清められた様に地面が露出して居る虚だ。其

のP.H｡便は5.18､畔の一は前者に隣って林木の生長の可良な地表椛鋤唇覆は
れた箇所であって5.17,,他の一は獺波町松山淵l泉前の赤掻林内であり5．13を

得た。斯様に筆者の調交した虚は何奴も毛上を有する砂地か或は裸砂地と云ふ

も直ぐ傍に植物の生育する箇所である。

以上の研究より推論する時瞳海岸前砂丘地帯の砂p新らしき箇所に於ける酸

度は中性か弱酸性或は弱アルカリ性であり、砂の古くなるに従ひ或は腐埴質を

混ずろに從ひ酸度を増し遂に弧酸性を呈するに至るものと言ひ得る。

當管内砂丘造林として一般的に植栽せらる上樹腫は黒松である。然らば黒松

は酸度に對しその抵抗性如何と謂へぱ酸性に弧い樹種である(70)。而して常海

岸林其他の海岸林わ生瀞伏況より推しP.H･値5.0内外迄は良好底る生育を途

げ得るであらうと老へる。

砂地に含まれる腐埴質の量は砂丘の安定、植物の生育程度により自ら其の量

も異なり來るのである。普通砂土の腐埴質含有量は2,0～4.0％を以って腐埴質

砂土と唱へ、8％以下たる.を良しとずるものであるがｰ般に其の含宿量甚稀少

いのである。秋田縣南秋田郡飯島村縣誉砂坊地の分析表にまれぱ（1動
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試料番雛｜水分｜宥機物｜窒素｜燐酸｜加里
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葡國マリナグロンド海岸砂防

佛閏ボルドー海岸フカノォセアン
林地
SehiewenhOrstに於ける「ヴアイク
開墾の高砂丘の深下層土

SchiedenbergbeiNeUkrUng新砂臓

北部｢ピラウ｣深さ20d.m.

鳥取砂丘

シ一癖一生青地の外方

シーダー生育地附近

シーダー生育地

造林地

砂防造

モル」

飛砂安定せる砂丘造林の成績は水分含有量と腐埴質の含有量より定主ると謂

はれ.ろ(41)。而して腐埴質の増加により酸度の上昇を誘致するは前述の如きも

黒松生有の状態より考察して酸度の上昇を防止せんとするよりも、癬埴質の増

加逓圖ろ篇ことが肝要であると老へる。前述せる瀬波海岸に見る赤掻林の生長に

於ても明かである。

黒松林の落葉採取試験の成績は河田蒸氏の林業試驍報告第三十一晩(64)に研

究を發表せらｵL落葉採取は黒松の生産力を減ずると述べられることろである。

黒松砂防造林地は往時保安的關係を有する爲に行はれたものが多分にある爲

に、往時の保護開係よ-り今日委託林等として落枝落葉は無悩讓與登らる上もの

が多い。しかしその落葉堂たるや豫想外に大なるものである。

筆者は昭和六年七月‘･より同七年六月迄一ケ年間面積1a内に落下する量を毎月

一同採取乾燥の上秤量した。但し十二月～三月の四ヶ月間は積雪の爲め採取を

町■
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す四月に至り秤量して次の結果を得た。
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前掲3ヶ年分の1鋤年平均落葉堂は345"9、となり之をha常に換算すれば3廼

錨33となる。斯獄な莫大底落葉でも採集に委かす時は常に掃き潔められたる庭

園の如き様を爲すのである。黒松落葉は地元住民の良き燃料となり、貧民の唯

一の燃料たるは諭なきとと乍ら、砂丘林に於ては常に採集を檀にするならば林

木の生長並に更新の期待し得ないものがある。委託林或は保安林に於て全面的

繼續的採取を許可する施業上考慮を要するものがあると老へる。

第七節砂地含有水分

砂地に於て表砂を除けば水分の存することは常に認められる虚であって、一

見可なり多くの水分を有するが如くにも見えるけれども事賓は甚だ少〈、裸砂

地に於て深さ20c.m･迄の含有水分が四､五％に過ぎない。

されば含有水分の多寡は飛砂或は植物繁殖の上に重要な關係を持つものであ

って、海岸砂防上種現すべからざるものであるが故に、砂地含有水分に付き曾

て筆者が調姦の事項に基き次に述べる。

1．.含有水分の給源

土壌中には他より供給せらる上水分がなくとも氣乾朕態に於てなぼ幾分の水

分を有する。之は即ち吸着水であって普通の炊態にあっては自ら放つことのな

い水分であるから、植物の利用上何の役にも立たぬものである。．

．然るに砂表面より、常に水分の蒸發が繼鐡される。この絶えざる蒸發によっ

ても尚砂地が水分を含有するのは他より供給するものがあるからであって、夫

の給源として降水､地下水､空中潟氣等を数へることが出來る。

如何なる土地でも或る深さに於ては地下水が存在する。此の地下水から毛管

現象によって水分の上昇すると云ふのは當然のことである。然し毛管現象は表

面張力によって起るものであれば水の昇り得る高さには自ら限度があり、其の

高さも土壌の室隙によって異なり來たるのである。

空隙量は砂粒が小さければ少く、粗ければ大きくh粗い砂と細い砂とが適営

に混合した場合に筌隙量が最も少くなる。本邦川砂の室隙率に就て調蚕した藤

井氏の箸(20)によれば、最大“9％、最小32.7％、平均39.95％と報ぜられる。
叉砂丘にあっては地表より1m迄の間は50%～37%内外のものL如くである。

砂拉間の空隙が少なけれぽ毛管水の上昇も亦高くなる。從來の研究によれば

’



■一‐－－‐‐

0

23

心

粒經0.005m,m.～0.016m.m.のものを混じた場合には十八ケ月後に水は3.1m迄上

昇したことが報ぜられてゐる。

アツテンベルグ氏の毛管水上昇實騒崖を借るれぱ次表の如くである。

－

約2ケ月後、.、．

1

1’ 1，

11
34時間後､.、.粒径、．、 48時間後、.、．
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123

60
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叉林學鯨士原勝氏が「砂丘造林に關する研究」（12)で發表して居る虎によれ

ば次表の如くである＆

一
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》

一
［
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一
同塞職零％｜盟巽職圓c.f’
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C,Yn
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７
８
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４
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43‘4

33．8

23．8

9．8

43．1

37．0

60.6

50b2

40.0

21.0

69.1

59.2

１
１

前二表を比較すれば上昇高には相異あるけれども毛管現象によって昇り得る

高さには限度があり、而もあまり高く上昇し得ないことを鋲ひ知ることが出來

るのである。

．然らば上層の含有水分は何れ．より来るものか、斯く老へれば降水と結露に待

たねばならぬものが甚だ多いことになるのであって、砂地は後章述べるつもり

であるが夜間に於て表層の淵度が降るために地中より蒸發し來つた水蒸氣は表

層に於て凝結するものがある。

亦筌中畷氣も同様に結露する結果､砂表地に水分を與へるのであるc然しなが

ら靭鈍水分に最も深い關係を持つものは雨水であって、地｣二に降る雨水は重力

により砂粒闘を降下し､途に地下水となるもので縄るけれども、その重力水とし

て存する間、その降下途中に毛管水として砂粒間に保留せらる上水分は砂地上
L

屑含有水分の重要部分をなすものである。

森林治水氣象葉報第十二號所掲の吉田重助氏の研究(74:)によれば、直裡1.0m

m.～0｡25m.辺･の砂粒より成る砂屑の平均保水量（此虐では降水量より彦透量だ

■

’
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控院せる量を指す)はその砂層の堆積に對し深さ16c.m･の砂唐では6.0%、26c.m

の棚冒では2.0％、36c.m.の砂屑では1.0%であったと云ふ。

之は即ち雨水の毛管氷として上層に保留せられだ水分關係を示したものであ
る。

さｵLぼ砂地に含有せらる上水分は雨水にせよ§下氷になるものにせよ、一に

毛管水として存するものであると云ふも過言ではない。

2．砂地含水量

砂地内の含水量は前述の如く毛管水として存在するけれども、砂土の最大含

水即ち容水量は砂土にあっては乾燥量に對し約29％の能力を有するけれど

も、現地に於ける普通の含水度は左様に大なるものではなく、至って僅少であ

る。土壌の械物に對する最適含水度は植物の種類性質によって異なるは勿論で

あるが、普通作物によっては夫共土壌容水塗の60～80％の水分が含有されて居

る時であると爲されて居る(43)。

されば砂地含水度は如何なる状態にありや遂知り之に對する適切なる方法を

講ずるは砂防造林上須爽魁放置し得ぬこと』老へる。

偶為昭和五年、六年の夏季に機を得、砂防實行の傍砂地含水量の調査を行っ

た。本調査は能代醤林署管内後谷地國有林海岸砂地で行ひ、當時の造林課長高

橋久治氏、造秣技師大串義六氏の指導を受け、能代管林署長故大服|新吉氏の多

大なる援助を得たものである。

本調査は未だ補足すぺき事項を蕊すものであるけれども一先づその要領を掲

げ度いと恩ふ。

（1）調査方法

調査方法は精確を期すべきであるけれども實行の傍ら之を行ったのであり、

叉精密なろ秤量器を狭きしが爲めに糒確遊失ぜる嫌あるが、含水量の如何なる

歌態にあ､るかの傾向は窺ひ知るものと思ふものである。調査方法の概要産次に

記す。

（鋤秤量器

本調査は一日五十個宛の試料を蓮績虚理する企であれば、現場に持運びに便

利なる瓦単位上皿天秤を用ひた。その爲に試料を成るべく多くして一個につき

一同250瓦を標準として虎理を續け誤差を少くすることに努めた。

ヘ

●
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壷

⑥試料の採取

試料は毛上の異なる箇所より一箇所にづぎ地表より1In.の深さに於て20Gm

毎に五個宛を採取した。但し試料を採取するには縦孔を掘ったものであれば一

度裸域した繍所は膨軟となり、且植物を失ふもので植物と砂地含水難の關係
は求め難くなるが爲に二回目から、前採取地に接し、欣態の近似な地熱を選ば

ざるを得なかった。’：

されば同一種類の試料と錐も採取箇所を異にするものであり、従って毛上の

粗密が同一の如く見えて‘も、根系の發達は同一とは言ひ難:く、各種の因子が悉

く異るべきを菟れない。叉異種類の試料と雌も採取地の地形及雛成關係は相等

しいことを要するけれども種類によって發生關係を異にするため、敷菰相寄っ

て同一地に集團的に生育するものもあるが、散在的に生育す‘ろものが多いこと

は菟れ得ない。

試料の種類は種々あり最後迄試料を採取し綴け得たものはアキグミ諦伏丘、

アキ･グミ'植栽地、ヤナギ割k丘、ツルウメモドキ舌状丘、ハマヒルガホ生育地

シバ生育地、砂草類密生地、裸砂地、黒松老齢林の九種類に就いて堂試料を次

の四十日間に於て毎日正午より午後一時迄の間採取したものである。

昭和五年八月九日～十八日十日間

昭和六年六月十二日～二十一日 牛日間

同七月十三日～二十二日十日間

同八月二十日～二十九日十日間

（の乾燥及冷却器

乾燥器は蒸氣乾燥器を製作し、た壁冷却器はデシケーターによらず毛布を張

った調眉を代用した。

(d)乾燥操作

初め試料を採取し同時にトタン製覆蓋の筒に詰め蓋を被ひ直に秤量し、之を

屋内に置き一鍛夜經過後再び秤量す琴も殆んど減量を認めなかった爲、其後は

採取直後に於ける秤量を省略した。試料は乾燥操作直前にペトリー氏皿に盛っ

て秤全し､乾燥器に容れ恒量となる迄乾燥を縦けた｡一同の乾燥を維愚迄は大
凡十二時間を要した。乾燥器には一同に二十五箇の試料を容れ得た爲め一舞夜

で一日採取の試料全部の乾燥秤定を了し得た

（2）調査成績

上記の方法によって試料を乾燥虚理の結果次に示すが如き成績表を得た。
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前記わ調益成績に基き裸砂地の含水量と植物生育地の含水塁との間に如何な

る相違があるかを知る爲.に、前掲第一表アキグミ舌状丘より、第七表砂草類生

育地に至る七瞳を有毛地として、其の季均値を求め之を第十表とし、第八､九、

十表と比較對照して見る時､裸砂地は常に含水度が高く、黒松林内含水度之に
次ぎ、有毛地が最も少いことを知るのである。

尚各種砂地に於ける含水量調査結果を一括し第十一表として此虎て掲げる。
〃

上記第11麦を各種類p各深度に於ける含水量と､各種類の地表より深さ1m

迄の含水量とを岡示j~るに次掲の如し。

毛上と砂地含水度

､

61％ 燃
榊
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今
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か

0 80‘漣.″｡＆呪

第11表竝に其の關係岡表に就て見れば裸砂地の含水度は各深慶に於て他の何

ｵLのものよりも多く、之に次ぐものは老齢黒松林で他の宿毛地はと＃Lよりも少

い。叉有毛地間の含水度を比較じてみれば各9種類によって異り、而も深鹿と含

水度との關係に於て著しい相違があり、且鍵化の仕方が各為特徴のあることを

I
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見る。之は要するに

植物の種類竝に形態

に基因する。例へぼ

シバ生育地に於ける

含水度が20c.m.以上

に於て急激に増力11す

るはシバの根系は一

般的禾本科植物と同

様に淺〈扁平に擴張

するに因り、之に反

しハマヒルガホの地

下華は砂中深く入っ

て居るから60Cm･迄

は少〈、其の下方は

埴加し、増加の傾向

も緩慢で.ある。同様

にアキグミ植栽地と

アキグミ蔬伏丘とに

就てみるにアキグミ

長さ13cimi～16c,m.

｜

“

毛上と砂地含水度

(深度0～100c.m.)
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植栽地は、長さ13cimi～l“,m・

の挿隠による挿木養成茜木を植
付げたものであって、上層の水

分が少いのに舌壯丘のアキグミ

は年燕被砂する毎に土方に伸び

土って來た爲めに深さによる

含水堂の差が少いと老へられ

る。

叉老齢黒松林の含水度の高い

は庇蔭の關係で、砂表面よりの

蒸發量少き爲めと言へる。即ち

筆者はこの關係を調査する爲め

能代管内海岸砂防植栽事業賀行

中、昭和七年四月に黒松林内及

林外の蔀
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林内の配
砂防施設中の無林地とに温度及

び降水量、蒸發堂の調査設備を

爲したが、同年六月より捲當せ

ざることになり、右調査は能代

管林署に於て行ひ來つた。今そ

の調査結果を借りて此虚に示せ

ば次の如し。

となり林外に於ては林内に比較

し限水量多きも蒸發量も多く、

鏡量は林内に比べ著しく少量と

なる。之即ち地面に庇蔭を與へ

地表温度の上昇を妨げ地面より

の蒸發量を減じ、黒松林内砂地

の含水量の､他の有毛地に比し
大となる所以遼爲す此の現象は
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するとEは
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421．8

柵り黒松海岸に於ける現象のみ

に非歩して一般林地にも推し砿めて考慮するを得森林の水源掴養作用の一は此

庭に存るすものなるを語る。

3．含水量に及ぼす主なる原因

抑を砂地の含水量は砂地の雄成欣態、地下水の位置、風力、氣温の較差及び

降水等の關係に因って異るけれども、之を支配するものムーは蒸發であり、然

もこの蒸發を左右するものム主なるものは温度であることは大凡想像し得る虎

である。錐者が嘗て能代港町海岸で含水量の調姦を行ふに當つは温度,に開して

も毎同調査を行った。その結果に就て見るも温度と含水量との間には密接な關

係を有することを見出し得る。，

槻測に當って氣温は地上20.c.mと100c.m・地温は地表及び地下10cm_

20c.m.30c.m・に付き午前午後共、二時、六時、十時の六回、蒸發堂､･降水

量は午前十時一同である。寒暖計は氣温は樹伏寒暖計、地表温度は曲管寒暖

計、地中温度は林業試驍場玉手技師の考案に係る挿込寒暖計を用ひたものであ

る。ノ
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温鹿と含水鹿

(昭和六年七潟測池）
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湿庇と含水度

(昭和六年八月測定）

ノ

8琴

降水堂と含水量との間には最も密接なる關係を有寸る筈なるに不係判然たる

結果を生ぜ画は、砂地は速に降水をして灌透せしめてしまび、降水停止時と試

料採取時との間に時間を有すれば有する程關係が薄くなるのであるB4O此の關係

は砂防植栽上軍に降水量の多寡よりも降水持綾時の長いこと、或は降水同數の
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多い'ことを有利とすることを意味苛渇もの看ある心

而して上記の調蕊表に上る時は弛表温度の地温及含水度との間にも密接な關

係を有し地表温度②上下するにつ鰹駆温も上下し、温度が上昇すれば逆に含水

度が降下し､温度が降下すれば含水鬘が昇るを見る。芝れ鑑度の昇降は潟度を
上下し、漂度の大小につれ蒸發の多寡を來すのであるから蒙蕩、地温共に地中

：:

氷分を左右する要因たるものである｡砂地に植物を有する場合は如何と云へ

ぼ､温度緯室氣の漁度に影響じ､間接に蒸散作用に影響する事大である。

淵度ぱ文直接に植物に影響して樅物の鰐温を左右し、その結果として蒸散作

用に對して篭内的に影勢するのであるb而して温度が過高雁なって植物龍を害

さない範園内に於ては温度が高くな淀ぱなる程蒸散作用を促す。

叉地混ほ或限界迄は高ければ高い程植物の根をして水分種吸牧を盛ならしめ

るのである。従って植物の生育地も亦、温鹿の昇降は地中水分を左右する要因

となることを知り得るのである。この事を以て敷蕊或は之に類した施工の有効

厳ることが説塩し得る。

‐第八甑砂丘

砂丘(Sanddune)とは風の作用を條件とした土地の高まりであって、風以外

の作用にまって出来た土地の高逮りば砂丘ではない。

叉同じ風蚕も筏志に擬て風力にまり吹琶寄せられた砂添凝固して出來た岩石

が水の獄:渉に漫蝕されで圃伏を呈する習いがあっても砂丘とは呼ばない｡次’に，
:，、

砂丘の種鐙相に楠き述ぺて見捻い。

1砂漣
〆

乾いた砂の上に風が吹き來る時には砂漣(Sandripple)の出来ることは常に目

撃するところである。之は主として砂の粒が不揃なとどに基因する(64)。偶為

風の爲め'に細い砂が飛び來り其虚に粒の大きな砂があればも細い砂は其の蔭に

隠れて溜る鯵である。そして風が砥ければ狸い程粗V,粒から出来た砂漣が生読
る。從って秒漣は砂地表面に生ずる窓ので:あるから、手で漣の凸部を除いてぶ

れば下は篝通⑧砂地である。砂漣ば風に_まり移動する。

叉砂漣の鑿は其の風に略を直角に生じ峯と峯とは併行し､其の距離は風の遥一

弱に關係して増減する。而して形は風上面は風座と重力の關係で凹面を爲し、

剛
幽
卜
１
１
１

ｰ
凸

h

△

風下面は重力が主として働き之に蓮風の力が加はる爲め糖ぞ凸面を爲す。傾斜

角は風下面が犬で往為休止角と蔵ってゐるととがある(64)bどの砂漣は砂地の

局部に於げる風の吹営廻しの継況を知葛上に役立ち施工上参考となる。
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2 舌斌星

舌歌丘(YOut'gdune)とは植物を骨子として飛砂の蝦償した小丘で平面投影

の形が舌状を呈して居る虚から舌朕丘と呼ばれるが.林龍試駒場の河田氏は林
業試駿報告で(66)中砂丘及小砂丘と呼び林業試験場の勝谷稔氏が氣象葉鞭第12

號(73)で呼ぶ小砂丘とは軍に小なる砂丘の意味で、豆砂丘と呼ぶが舌欣丘の謂

の如く恩ふ。営地方では從來河田氏に徴び軍に小砂丘と呼んで來たし、將來も
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恩ふけれども、此虚では混同の虞があるから諸戸博士に倣び（1）舌欣丘と呼

ぶ。舌朕丘の成因:は鍵立工の場合と同糠で砂を含んだ風が臓物叢に衛って風力

が殺がれ砂を落して去り、かうした現象が繰り返されて、土晦資する砂が多くな

り次第に生長して行く。叉風は植物叢に衝れぱ左右に分れ、其の後方に於て再

び合する爲に､恰も舌状に堆砂する。此の罵眞第2はヒロバノヘピノポラズを骨

子として出来た舌状丘であり､3はイヌコリャブーギを骨子とした舌状丘である。

河田氏は舌状丘をその形朕によって次の三種の形式に分頻して居る(66)。

第一型式丘頂を後方に置くもの。

第二型式第一、第三型式の中間型式にして丘頂を中央に置くもの。

第三型式丘頂を前方に置くもの。

之を称業試騒報告掲載の園を借り韓載すれば次の如きものである。
此の三種の型式は第一より第二第三と順次に發達推移するものとし､更に[小

I

砂丘（舌状丘）に三個

の型式あるは柿物の風

に對する抵抗の大小に

關係し、風速比較的小

なるか、叉は植物の風

に對する抵抗比較的次

なる第一型式を現し、

之に反す･る時は第三型

式、其の中閲に於て底

第二型式を現すものL

如し」（66)と溌表され

た。

筆者は昭和三年本莊

箇林署管内に於て風向

判定の養料として74個
の舌Hk丘を測った。其

際之を織成する植物”
種傾を記入して置い
た。今其の野帳により

植物p種類と舌状丘の

形欣との關係を求める
に、やはり一の關係を

有するものであること

を知った｡次に其の關
係を示す。

I型式

尉冨 ÷一W

１
１

I

F

1

1

Ⅱ 型式

一W胃
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前記第二第三の二表丞邇ずお時には

次の如く言鼻ととが出乗ると恩ふ｡．
ザ■

「ハ壷ゴウよ･り成る舌状垂の丘頂薩長

軸の中央よりも後方に位するもの漆多

く､畠而も前後を通じ中央に近いものが

多い。

アキグミ及ケカモノハシより成る若

炊髭の丘頂ば中央より前方に位するも

ロ大部分を占めるb｣・

ハマゴウば迩田氏画(”分類によ溶

賎ば第一､､第二型式、アキグミ、ケカ

モンハシは第三型式の舌朕丘を形成廷

んとする傾向がある。

河田氏は植物の風に對する抵抗性に

よ’舌歌丘の形壯を異にずと説かれし

ことは前述の通りだが、寳地に立づて’

砂地を観察するならば風に對する抵抗

性によって舌状丘の形状の異ること健

菅肯し得らろどころである。しかしそ

の外引診に對する抵揃生も大なる關孫
を接つ‘ものの如く感する。即ち飛砂を
受けても損傷することが少〈埋れぱ直
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ぐに伸び上って堆砂上に首を出し得る如き植物は丘頂を中央よりも前方に置く

し、傷けられて地上部の枯死してし主ひ易いものは自然と丘頂を後部に置く様

になり勝である。叉飛砂に對する抵抗が狸くとも詞旬性の植物は第一或は第二

型式をとり易い。されば現場に立てば遠見しても舌舷丘の形から推して其の骨

子を爲す植物の種類が何であるかは大凡見當がつく。

第3（ルハン

バルハン(BarChan)はブル'､ン(BurChan)叉はバルカン(Barkhan>とも云

ひ、その形からして堰月歌砂丘、弓歌砂丘、三日月砂丘などで色だの名前で呼

ばれる。次の罵眞第4はパルハンの篇眞で‘ある。乏を平面圖で示せば下圖の如

くなる。圃中D及Eを鎌腕角或は丘翼と云ひ、窪地即ち弧D[畑の抱くものを

ムルデ風上面逓丘背風下面を丘額､雨面の界を爲す弓形の背筋を丘稜と呼ぶ。

形は風上面に凸面を向け風下面に凹面を向;けてゐる。

傾斜は風上面は比較的綏斜であって、丘頂の中央が一番高く風下面の傾斜は

急で、大約80･以上40｡,位の間で、先づ靜正角内である。しかし丈職によれ

ぼ茜しいものは70．或は80｡位のものもあることが記載されてゐる°本邦で有

名なのは鳥取聯の演坂、多鯰のスリパチであるが、これは前者が31.後者は32.

の傾斜を有して居る。この位の傾斜角と見るのが先づ當り前であらうと恩はれ

る。尤も風下面に草類或は樹木が發生してb頂を越して來る砂がその根株に溜

－
１
０
Ⅸ
１
２

一寸一一一

峠

▲
９
Ｊ

一

１
１
１
１

出也
七
一一雪仏

駕 眞4パルハン
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る時にば次第に傾斜度薩増して來惑｡此の鐵合と錐も大抵40｡から50。画間ち

じい。何と云つでも“職遭濤鳧こと隆一ず想像､出来ない角海ある。

パルハンは高さの低いものは1麺位の
、

もの＄ある力鐇邇は10m杓外のが最も多

いさうで､大きなものになれば40鰯を越
えるもの｡もあると言ふ。大きさ腫上部の

直径が20mbから200m.位のものまであ－－＞〃

ろ。我邦の前記濱坂のスリパチは、高さ

が12m6で大きさは雨腕の距離が上部で

50m.低部で20m,であり、多鯰のスリバ

垂

'

9 C 〆

’

1

1

E
チは高さは14m.大さは_E部が70m･下部

バルハン平面間
が30m.を有すると言ふことである。

尤も:烏聴沙丘に於けるバルハンは有名だが、果し羅之をバルハンと呼ぶぺ塗・
性

ものであるや否やその成立に就で些か疑問があ:ろ6

バルハンは砂丘地にはそう珍しいもので睦ないが、形の典型的衝も画は少い、

潟に氣付がれず、從って珍しがられる｡酒田賛林署管内、能登山國有林中にほ’

今、黒松林となってゐる爲めにあ篭:p･人目を惹かねが立派なパルハンがある。

鶴岡螢淵謡管内の袖浦村海岸に位する十里塚の部落を中心としての南北約5km

位の間の前砂丘の背後には、陸續遷ルて績くバルハンのあるのを見た。之ば渦

立のバルハンもあるが次に言ふ双兒。三つ兇バルハンと濡すべきものが多い。

能代誉林署管内演口村の砂丘には麺形圖によれば犬なるバルハンが幾つも連

ってる様に見えるが、之は枩ルハシではなく砂丘が一旦破れ其後再び固定した

ものであると恩はれる。ベルパンが次圖に示す様な具合に互に喰付き合って出

來た時には双兒パルハ翼、三兒バルハン等と僻ぶ°四P兒、五つ兒など必ある
筈だ。叉双鬼バルノPシに對もて前に言った様な小さなバルハンは赤坊ベルハシ

鷺.どと言ひ、批他兄弟姉妹のベノ咳八;シも,あ.るとどになる。斯様にパルハンが蓮

綴した場合に砂丘を篭，、長恥のに議縦隣數-f粁から百粁以上にも及蕊ととが

あると言ふ。しかし減岸の砂地ほ内陸噂砂漠に比べ規模が小さいから､身歯ルゾ、

、ンの如きも内陸のものほど大ぎなも”ば潅い.b,''s･::

星
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‘三蒐バルノ>ン双完バルハン 砂丘の背後に瞳正負の風が生じ負

穆蹴ば砂遼集積造す｡_正の風のみ集積苛るによる。
砥い砂丘の簿珍く成長した綣果突き出したもの。
以上の穰掻諾誘があb,,何れによるかは學者の決定に委ね、賓地の観察に巽

馨時は風下面に渦動が生じて蛎面を堀為爲めに出來たものをば思へない｡何と
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溌魏底風下面は縞目諾爲して居る。この縞目はパルジ､ンの閏凝る時に韓ぴ落ち

認月侮爲めに出來たものと思はれる。交凹面に抵細(砂力雑積し落葉或は砂草

庫種子残どが荏為にして集る｡筒粟演坂ゐ「す，ばち」の中がらば清水が潭垂

として湧塞出て流れを爲して居る｡若し渦動が地面を堀った爲膨に地下水が湧

き出した畷のどぜぽ氷溜りとなりさうなものだし、殊に此虚には樹木きく生え

て居る。叉前掲識ルツ､ンの嘉賃4樹木②繁ってる所に出來たょ守ルハンである。

潅壷聯地面を堀沙下げたも、詮らば此虚腫斯く樹木の茂ってることば鶴来ない

筈だ。一籠砂丘の風-溝には湧水が凪易い｡砂丘の發達は風進より風下に及巽關

係から層理趨謬透水を風下に集あ乗る傾向がある。秋田縣で:‘山形縣で懲態鳶

面に湧き浅急砂丘水を利用してる虚は少〈蔵い°風下面に湧水が多い代沙#に風

%上面に底鰄jの地質關係を右する圭地でなけ恥ぼ水の湧き出ることば稀しい°

次に砂丘の風下面に於て通風塵起ることは常に目蕊すること看､蕊風の際木

の葉②渦餐いてる犠を見ても知れるし、紙片を飛ばしで資騒しても知られるこ

とだし､或學着は竿の先に絹糸の束を緒へて寶騒Iﾉたと言ふ誌もある。この逆
風ほ河田録(66)の言ふ負の風とも見為べきで、通風の狸さは風力と陸上面の傾

斜が關係して來ろ。兎に角逆風は砂丘風下面の發逵を阻止するも:のである｡

以上何恥の原因に依って奎余:名もの､とずろも若しﾗ翻沙を起す風の方向が時掩

刻奏鍵ｲI蔵るなら唾、折角出来庭バルハンも直ぐ壊されてLまふととに攻るか

〆
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し
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ら、パルハンが出來るには地鵬其他の關係上、風が常に同一方園から吹董來

ることが第一條件のやうである。粟筆者の観たバルハンは複雑した地形壱風直

面の傾斜が急で而も飛砂量瀧多い箇所で、砂の少い虎には出莱辛い傾向蒟鍾毒

療うに見た｡是から恩へぼ飛砂の豊富なことも赤一條件と獲る:滝匿うと患ふ。

毒第九節砂丘の形状
弓q‐←一．・・q・

海岸砂防事業を行ふに當yってば多くの場合砂丘築篭の必騨拙で森ろ。此時

砂丘形欣如何を究めた上に取りか上ることは、設計の當初に於ける最悪重蕊溌

一事項であると老へる。砂丘の形状に關する文献は少くなv聡諸戸博士薩璽K

砂防工學海岸砂防編(1)にまれぱ風上面の傾斜は緩で、50～17。で風下面画痩

斜ぱ砂の休止角に近いものである空説かれ､佛國の前砂丘では風上画の値科は
7.風下面の傾斜は22･が最適の形であると云ふ)64)。，

芦

河田氏は林業試験報告23號(66)に「本地方に於ける大砂丘は後方に存する保

安林を一種の砂防垣と:して現出をる第一形式の砂丘と認むることを得」と言は

れ、是によれば現存保安林が荒屡した場合を老へると､(第一型式仏融達:睦不安

定なる形状とせらる）その砂丘は途に第三型式となるのであつ走簡、鼠I全面画傾

斜”風下面の傾鍔四方が綾と蔵る形朕をどることになるけ虹ど暇:亨同卿鯛
E犬砂丘の後面即ち風需面を見鐡に其の傾斜一般に急にし誼前面の癒熱議六愛
一十二三度なるに對し實涯“す-60･の間に在り員l｢天然砂丘は數多のバルハ､ン〃

合成なりと推断することを得」と説かるるのである。叉理學博壬横山文次郎氏

(8）は風上面の傾斜角は5｡～10.春あり、風下面の傾斜角は25｡＝30°なりと

述ぺらる。

以上の諸説を綜合して老へる時は砂丘は風上面の傾斜は綾で、風下面の傾斜

は念であると云ふととになる。

軍一砂丘に就て見る時陸必ずしも前睡の諸説の如き形状を呈を頓こと私ある

けれども、天然砂丘の檬な大幅の砂丘の横断面を見る時は犬鵠前誘の如きもo

であると恩ふ｡秋田縣堕砂丘も、殊に山形癖の砂丘はこ⑧關孫を明がに示して

居渇。

天然砂丘は天然現象に對しで最も抵旋力”扱い形であり、且つ安定の形緩溌
呈する.ものと云基べきである容今暇Dに天然砂丘の縦断面を見る蒔散幾列魚の

砂唾列から成り立つものであっても各列砂丘の頂を綣蕊ときば、略髪一画直識

遼爲しで汀線に於て之に蕊る°而し麺風下面は風上面よりも常に急傾斜逓蔵し
て下る傾向がある。
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天然砂丘では風上面の仰角が二、三度の場合が多い獄に見受けらる。砂防事

業に営っても、例へぼ砂丘を築設する場合煙如き、後部砂丘との關係を無硯し

て施行することは出來ない。砦し雨者の連絡を綾いたものであるならばそれは

全艘として不安定なものと言は恩ぱならない。秋田縣本莊菅林署管内田尻國有

林の町螢時代に於ける失敗の原因は一は此壼に在るものと老ふ。叉山形縣海岸

の前砂丘は兎角との嫌がある、過去に於ける水林國有林の前砂丘も此の峡焔が

あり途に修正、已むなきに至ったものである。
（1，村松砂丘講笥間

/鬘1－
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今天然砂丘の二三の機織岡を掲げ前記の關係を示し度い。其一は林業試験報
告に掲載された村松海岸の天然砂丘であり諺其の二は新潟市螢海岸砂防砂丘地

の識獣圖で、曾て工學士三浦慶次氏が土木學會誌(1卿に發表されたものであ
り、其の三は水林國有林の横噺圖である。
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人工砂丘の形状を見るに何虚の砂丘でもあり勝だが、風上両の傾謂の非常に

大きく、砂丘頂の附近では靜止角を示し、弧風の時には靜止角以上となり、風
が和らげば砂は重力によって落下し、再び靜止角に復する。之が常に張く返へ
されるから何時も移動が正生ず、容易に安定しないのである。斯様蔵砂丘は風
下面に於ける脚の發逢が不充分で、而も脚部が却って掘られて居るものが多
い。山形縣海岸④砂防は古くより行はれたものであるけれども、今日その前砂
丘の形状を硯る時は一般的に砂丘は不安定なものであった。この前砂丘は位置

的關係の適否、後部砂丘との連絡關係、峡除等の黙もあるが、砂丘其のものの
形があ菫り感心し得ないものがあった。

鎚岡答林署管内袖浦海岸前砂丘形状修正ノー例
（濱中部落北都字窪外七二國有称前砂丘）

〆

、

/鵬

万一一。⑥や『～夕Q夕”

、人工砂丘が斯様な形状を呈するに至る原因は主として短期間に迅速に而も主

垣一本で砂丘を造らうとする結果であると思ふ。人工砂丘でも高さの低い間は
差支へがないけれども高さを増すに従って風上及風下の傾斜が急となって峡陰
が現はれて來ろ。

グランジヤン氏は其の著に次の三様の型の砂丘を示し､維持よりB､O型の砂
丘が良くA型は不可として居る(64)。今日當地潅岸で硯る一般の前丘形状はこ
のA型の良くない形状に馬する。前掲袖浦砂丘も昭和八年末に於ける形状はA
型に陽し、其後修正進みて現在に於てはC型を示して居るo

砂
丘
の
溌
形
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風上面の傾斜は風力と砂粒の大小及重さなどによって定まるが、風の騒い際

には丘頂附近は直角近く迄も發達する。斯く念傾斜を爲しては何時になっても

安定することはない。従って主垣一本で砂丘を造らうとするには無理がある。

水林國有林の本砂丘も元は袖浦砂丘と大同小異の形炊を呈して居たものであっ

たが、風上面に輔助垣を使用して修正に力めた結果良き形状をとるを得た。

林學會雑誌第10號に三谷季之助氏(83)か砂丘の風上面の傾斜と風下面の傾斜

との間に密接な關係があり風上面の傾斜が綾にな恥ぱ之に比例して風下面の傾

斜も綾になる_と云ふことを發表された。営地方海岸砂丘に於ても前掲の如く風

上、風下雨面の脚の長さは相近い長さを以て發逵すると言へる鶴岡誉林署管内

袖浦村は明治三十年頃より地方事業として砂防事業を始め成功の曉には其の土

地を沸下の豫約の許に官有地に施行し主として海岸線に接近し、之に併行する

走向を保たしめて前砂丘を築設しだ｡然じ乍ら其後三十餘年間の苦闘も未だに
完成左見るに至らなかった“偶疑農業土木事業が創始せらる上に営り、之を國

誉とし営局に於て繼承することになったのである。昭和八年十二月官有地の移

管と共に設計と資行と同時に開始した。村誉砂丘は纒つた方針が無かった爲め

に迩鐙不規斯なものであった。前砂丘の總延長は約16k.m・で、この内移管せし

厘間ば1.k$m垂施業したものは10,560m.である｡設計に営ってこの前砂丘に485

本の識断線を設け断面を測定した。その中特殊の事情によって砂丘形を呈せぬ

117本を除き鍵1本に就て其の結果を求めて見るに即ち次掲の識奏の如きJI)の･香

ある。

1

第一表砂丘形調査地

箇所行地の前砂丘一瀞謹瀞蝿篝離,”・
""|"-"|"|"v繰翻山形縣西田川郡

袖浦村演中部落の西北

',麹。，…‘7|蝋轆…。
同上

十里鯉部落の南部

1

1

""|,｡－l"｜“|騨識懸灘１
１

同上

十里塚､富浦部落間

’
40～-1201341’

1

8,556袖浦全海．岸

第二表袖浦砂丘に現ｵLたる砂丘高と風上脚の長さの調係

一
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前表を要約すれば

砂丘高と風上脚との關係は砂丘の高さを増せば風上脚の長さも増す。但し

比例はしない。

風上脚は風下脚との間には密接な關係があり、風下脚の長さは風上脚の長
さを中心として之に近く發逵する。

但し風上及風下脚の發逵は内部の地形にまって異り、内部に接近して他の砂

丘の存する場合には脚の發逵が不良看ある。

前記の關係は袖浦前砂丘に於てのみの現象ではなく、同様の現象は秋田縣本

莊螢林署管内の氷林國有林の砂丘にもより以上判然と存する。即ち次掲の二表

により窺知し得る。該砂丘の袖浦砂丘に較べ雨者の關係がより以上判然たる
は、袖浦砂丘の頂は凹凸激し〈不規則なるに比し、水林砂丘は砂丘頂が殆ど水

平なるが爲めである。
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之を以って観る時は三谷氏（82）の説は當地方の砂丘形にも営て嵌る。

この關係は砂丘築造上逃だ重要な事項であって風上面の傾斜を綾にすれば濁

り手に風下面の脚を緩にし得る結果となり、築設砂丘は安定な形となるのであ

る。能く見受ける風下斜面に賛立工等を施すが如き事は有害無益と云ふべきで

ある。営局管内の砂丘は之に基いた築造方法を講じつつあり、詳細は該項に於

て述ぺる。

然らば厨上面の傾斜角は幾何が通営愈りやと云ふに人によって種そ意見があ

る如く、又文献により一定しない。尤もこの傾斜は風力と砂粒の坤重及直錘の
大小によって異り來り、且つ築設箇所②位置によりても支配を受けるけれど

も、本莊の螢林署管内水林國有林及濱山國有林の砂丘、能代後谷地國有林の砂

（

〆

＝
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丘等に就き観察する虚では六、七度或は九度以下が適切の如く見受けられる。
この角は営地方海岸の砂丘に適用して大韻差支なからうと思はれる｡4

第十節海岸植物

海岸砂地に自生する植物は懸生植物なりと云ふ人、塵生及乾生植物なりと云

ふ人通或は騨生、乾生及砂生樅物なりとする人もある。此虚では如何なる植物
を海岸植物とするや駐決しやうとするものではなく、秋田、山形雨縣下の海隻
に自生する一般的な植物を學げやうとするのである。さ蛭ぱ此虎には騨隼植物

も乾生植物も砂生殖物も、潟生植物も、叉荒地植物も、菩邇海岸に見る虎の植

物を掲げる。植生はその環境の如何により自然に推移するものであって,、飛砂

が鎭羨るに伴ひ其の安定に從って内陸植物が侵入して來る。海岸砂防維局の目

的は海岸植物を成るべく汀線近くに駆逐して内陸植物をして之に代らしむる織

態に導くに在る｡海濱に内陸植物の多く發生するば即ち砂地の安定度高きを語
るものと言ふてよい。今筆者が其の都度書き留めた手帳に依り叉造林課の植生

係醗田勇氏が曾て能代海岸の植生調査資料、佐伯直臣氏國有林植生調査(鋤村

松七郎氏秋田縣樋物誌“）結城嘉美氏山形縣植物誌(“)‘莊内博物學會研鋸

錐(131）を参考として分布を次に記するものである。

尤も筆者の調査地は秩田､山形の海岸全線に亘るものでなく、叉特に調査し

たものでなく僅にノートの片端に過ぎないのであるから何れ修正の時があるか

も知れぬ。

先づ一般的械物では雨縣下を通じてみる曙は､著しい蓮はなく共通的であ
る。次表は何虚の海濱でも林縁外に見られる種類だが、その中ハヒネズは山木

郡淺内村の北部海岸には急に少くなるし、シロヨモギは河口附近に多く、河口

を離れるに從って少く只子吉川にあっては北岸には多いけれども南岸には稀で

ある，

1普逼植物

科 籍’ 和 名

シロ.ヨモギ．ヨモギ．カハラヨモギ．ラトコヨモギ．カセン
キ ク科ノ

サウ．アヅマギク．ハマニガナ．コウゾリナ．アギゾノケシ．

lアキイキリンサヴ・ヲナモミ・ノコギリサウ・ノボロギク

テカネ科｜動ﾊﾗﾏﾂバｷパﾅﾉ､力'､ﾗﾏﾂバ．

｜←雪率三三一一コ科オ幸ノ、

I
〆

l
q

9
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膳形科｜ﾅﾐｷｻｳ.ウツ蕊ｸｻ.‘ｼﾔ'ﾝ舞ウ
｜ウンランゴマノハグサ科

●

｜
’

クマツぐう科｜ハマガウ

サキ科|－うぐﾅもｷｻｳ..ホタルカツラムラ

一
フヅ

カ
リ
シ
ゼ

・
ナ
マ

ネ
ハ
サグ

ホ
ウ
ヒ

ガ
フ
ヨ

ル
モ
ウ
ツ

ヒ
イ
筆
マ

マ
ガ
マ
ホ

ハ
ガ
ハ
オク

ー
１
１
１

科
科
一
科
科
．

ホ
モ
ナ

｜
ガ
イ
リ
バ

ル
・
ガ
カ

ヒ
ー
ガ
セ
ア

スミし科ヱミレ．セナミニミレ

プダウ科｜ノブ〆ｳ.＝ビヅﾙ
一

イヌハギ．・ヤマハギ．

ヤハズサウ．コマツナ

ハマヱ‘ンドウ．ネコ.'､ギ．メドハギ・

ミヤコグサ．クララ．セン箕イノ､ギ．

半．ネムノキ．二七秀カシャ．フヂ

マメ科

当

｜力'､ﾗｻｲﾕ‐ﾏﾅﾕ:'､ｼ･ｲ義ゴイバラ科

キリンサウ．タイトゴメ．ペンケイサウ科

｜′､ﾏ､'､鋤零ﾎ‘'ゞ'ザ剣・アプラッ，科
■

ツツラ’ヂ科｜ｱｦﾂﾂﾗﾌﾁ゙

科｜上･バノヘピノポラズメギ

ウマノアシガグ科 センニンサウ．オキナグサ

'･デシー譜’ カハラナデシコ．
●~

ムシトリナデシコ．／、マツメクサ

アカツ§科｜ヲカヒジギ/､ﾏｱか',

｜ﾋﾒｽｲバ蒜奉ｲ'ド，科デ奴

＝，科｜スカジ=jビメヰズイ
ヰ 科｜ヰ．ススメノヤリ

ツユクサ科｜ツユクサ

カヤツリグサ科 カウポウシバ．カウポウムギ’

イネ科lケカ壱'ﾊｼ･謙=シバ．/､ﾏー ﾝー ｸ･〆ﾋジﾊ･オ率ｳシ
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ノヶグサ．ヤマアハ･ギヨーウギシバ．チガヤ。ススキ・シバ．

ﾉ､マエノロログサ

グ 科Iアキグミ
弓
、
、

シ キギ科ツルウメモドキ．、マユミ・コマユミ
ー

ー

ドクウツギ科’ ドクウツギ

キ

ウ
ノ
セ
エ
ン
。
サ
キ
ヌ
ヤ
イ
ケ

Ｆ
■
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
，
，
岬
Ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

科
科

ダ
ウ
グ

レ

ルンヘ
一
二

〃

ヤナギ科｜，i裏。，ﾔﾅギ･キ翼ﾔﾅギ･ｼ゙ ﾔﾔﾅｷ゙

マツ科1アガマツ.ｸﾛﾏﾂ.,､含ﾈズ

以上の外地方的或は一局地にのみ見られるものがある。即ち次の如き種類で

あり、この中ハマヒルカホは普通淡紅色の花を著けちが鶴岡螢林署管内袖浦海

岸には一地域を限って純白の花を著けるハマヒルガホがある。ハマベンケイサ

ウは近年能代醤林署管内後谷地國有林及鶴岡誉林署管内七窪圃有林に震生し

た。能代海岸には過去十数年間遂に見ることなかったものである6

2地方的發生を見る植物
一

背科籍｜種 名 且 地

秋田螺山本郡東雲村米代川河口附近
山形縣西田川郡加茂町海岸同温海川
河口及飽海郡吹浦村

|山形聯西田川郡加茂町湯野演
｜=…(。オホバコ科

,､､『ウツボ科｜′､ﾏｳﾂ鑑
ヒルガホ科 ＞言陰ﾙｶﾎ(花の白きもの)|山形螺西田川郡鋤浦村新川北岸

秋田山形縣界附近及山形縣西田川郡
加茂lll丁、畿浦付由良
秋田螺男鹿半島西海岸同螺山本剃輪g
代港町
山形媒西田川郡袖浦村濱中

１
口
０
１
１
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
Ｔ
１
Ⅱ
Ⅱ
０
１
１
６
９
１
日
ご
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｉ
日
田
Ⅱ
Ⅱ
９
１
０
Ⅱ
０
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
０
１

サクラサウ科一'､マホツス

ムラサキ科ハマペンケイサウ

ナデシ＝科｜当～､ｺベ
クス科｜クプノキ

秋田蝶男鹿半島西海岸及山形縣吹浦
村聯界附近

秋田螺由利郡南部より山形縣

秋田螺山本郡八森村山形縣西田川郡
念珠ケ關ヘンルウダ科｜カラスサンセウ

アカマツ
山形脈西田川郡南部海岸よﾛ新潟聯
へ’科’マツ

、
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第二章砂防′施 設

海岸砂防の施設では特に工事と講すべき程度の工事はないが、山地砂防に倣

って一般に砂防工事と瀞するが故に、本章に於ても其の艦踏襲し、工事上特に

必要なる事項並に工種に就き記す。

第一節飛砂

海岸砂防の施設は風力によって飛ぼさ鯉る砂が、人畜或は耕地等に被害を與

へる爲に其の必要が起るのであるけれをも、天氣晴朗の日に見る海演はまこと

に和やか薩もので、飛砂の猛威を想像することは少しく困難である。幸にも近

年海岸砂防の必要が漸く認められ、昭和七年には海岸砂防造林奨勵規則も制定‘

詮ら虹、府縣螢事業、府縣が支出する補助金、府縣の諸設計監督菱に對し補助

を輿へるやうになった。國有林で．も農業土木事業によって砂防施設を行ひ叉海

岸砂防林造成事業も創設せられた。その遜い恨はあれども飛砂被害に開する認

識を深められたことを欣ばればならぬ。若し枢要の地に在る人士が飛砂の猛威

を目峨せらｵLしとせば逸早く海岸砂防施設は爲されたに相異ない。

補助規則も鴬海岸に悉く連かなる効果を耐さぬ｡日本海岸の飛砂は二三年で完

成し得るやう惹生やさしいものでは雇い。飛砂の有様は一言にして言へぱ「ヒ

ドイ」と云ふ外言ひ様がない。吾交東北に住む者は吹雪を知ってるから、あの

‘
'
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吹雪の雪を砂に取替へて老へれば飛砂を知らぬ人でも大方想像がつく。夏頃遊

山に出た人達の捨てたビール腿は、翌春迄には全く鰹硝子に鍵って居る｡『観察

者にこのことを語っても信ぜぬ人が少くな.い。

從來飛砂被害としては保安的の事項のみ塞げられて居るが、保健上の被害も

看過す可きで迂い。彼の飛砂は勿論、砂塵と孵すべき微粒のものも顯微鏡によ

るときは皆石英の細片であって眼に入り、或は内臓に入って傷け、此等の器官

を損するとと夢くない。海演に眼病を病む人の多いのも之を證する一例である。

能代町、南端に接する榊村の出戸部落は往時飛砂に逐はれて、海岸より現在

の地に卿住した爲めに出戸と呼ぶに至ったのである。本荘町の出戸も同様だと

言ふ。石川縣大聖寺誉林署管内の砂防地には長者屋敷跡と呼ぶ所もある。主た

出村と云ふ都落もあ,る。皆昔飛砂に逐はれたこ‘とを物語る地名である。

欧洲地方には砂丘移動による惨害好例は文獄の示す虚であって．下箇は夫を
示した一例である。

約ダダ‐

／β3夕

一

"‘タ

斯ろ例は秋田縣下に於ても寺の埋められた例がある。南秋田郡の飯島村には

東幅寺鰍田市現在)､西船寺（土崎現在)､滿船寺の三ヶ寺があったが、砂に埋

められ現在の土地に移縛したものであると云ふ（釘)｡鶴岡螢林署管内補浦村宮

野前脚落の最上）I1河口の飛砂地の一部には土臺、瞳の跡等が發見され、陶器の

破片や古銭の如きものも間盈拾ひ得るは、明かに飛砂により蒋住せし跡地に外

ならぬ。

斯儀に飛砂の爲めに安住し得ぬと云ふのは渦.り昔物語りばかりではなく現在

でも少くない。鶴岡誉林署管内西田川郡袖浦付の海岸部落濱中､十里塚､宮ノ
浦などは年中砂と闘って居る。けれども近年飛砂が激しく二十餘戸の避難韓住

者を出した。とのま上では数年縦けば移縛せねばならぬ人家は筒紗<ない。嘉

虞第11も其の一例を示したものである。

宮ノ浦部落の人家の傍に在る大正二年塵也測量部で設置した三角黙は埋没し

て昭和七年に参謀本部の調査員が來たが途に發見し兼ねたと言ふ。同八年の十

二月、筆者は測量の必要上捜査し漸く掘り當てたが､地面より2.05m6の地下に

在った。十里塚部落の三角黙も捜査に二日間を要し漸く掘り當てた。しかし十

イ

I
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1

P
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里塚聰間の菫角黙は如何とするも發誌じ得葡弓に縫った。〆

：飛砂披害の中で人畜の受ける被害は渭:に着き易しい。けれど‘も飛砂機害の塗
般より硯るときは大なるものではない｡寧ろ森鉢或は緋地の受ける：披害と、之

寓翼6飛砂による海岸林破壊の吠況§
に相逹ない。….←…,=…_…逼,,_"……"塁_、

蕊I

寓眞6飛砂に典る海岸林破壊の朕況
（能代管林署管内後谷地國有穂）1

飛砂が森林を

襲ふ時は軽森林：

は恰も･養垣と同

一､作崩をして

風力を械撰也噴“

風龍運んで乗た

砂を林内に落し

て堆積さをろ。

若し林木力墹蒔

迄も健全である
更｡づち

ならば心配ばな

い。されど樅顧

抵く迄埋泌‘られ

た林木は何時迄

も抵抗力を有す

■

罵眞7､黒松造赫地前(6)と同一箇翫

(昭和五､六年植栽同七年撮影）

、4
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1‘Y岨製剣恥嫡当

Iろものでは

なく早晩枯

死してし妻

ふ。埋没し

つ上ある林

木が賛垣の

作用を篇し

得ぬに至れ

ば、林内に

堆積した砂

は再び移動

を開始し、

後方の林内

に飛込み、

再び堆積し

て林木を枯

死させる。

■

1
4

』

、

…海＆語訂1

理

"－鱈…，士。T'薩塞一一砲

駕眞S飛砂による森林破雲の妖況
＝一

再び堆債し概岡菅林署管内八間山國有林内に飛砂飛雪堆積

て林木を枯 （昭和四年三月撰影）

死させる。移動砂丘は恰も毬の廻韓するが如<に内部に移動して行く。擢岡螢

林署管内袖蒲村に於ける内務省直轄砂丘開墾工事の砂捨場より起った飛砂は、

八間山國有林の黒松林の西側林縁を破壊後退せしめた。嘉眞第12はその状況を

示したもの

である｡･叉

嘉眞第10は

同國有林の

飛砂の爲め

埋没した標

界注を示

し､篇眞第6

は能代螢林

署管内後谷

地國有林の

黒松林、が

一旦飛砂で

埋められて

次第に枯死

し林木の抵

嶌眞9飛砂による森詠破壊‘の舩況､窺眞(①の内部にして黒松林

を埋没枯死せしめ其の抵抗力を失ふに至り更に内部に移
動し破鰹しつ坐ある､状況
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抗性が少く'なり、砂丘が内部に

移動し、林木が再び現はれ來た
虚で、嶌眞第8はその移動によ

り内部森休が破亭されつ上ある
欺況である。同國有林の西方林

縁内に南北に亘って走る砂丘は

移動砂丘であって、高さは高い

虎は20m,幅120n野もあり、もと

はなほ西方に形成したものだ

が、黒松林を埋め乍ら内部に移

動して來たもので、大正十一、

二年頃には物凄い飛砂被害であ

った。今日は施設の効果が現は

れ來り元の黒訟林の破壊は全く

跡を絶つに至った。篇眞第34は

林内に形成せし移動砂丘が固定

し、風下脚にオホマツヨヒグサ

の發生せるを示したものであ

る。

飛砂の被害ほ砂と雪とが合し
た場合一層猛烈となる。砂のみ

窺眞10境界標柱の飛砂に埋没の状況
鶴岡誉林署管内八間山図有林119雛標注建設大正
八年、埋没の爲め引揚、昭和三年十二月、揚引前
の埋没深度坐cm前年よりの堆砂通15cm

〈昭和四年三月撮影）

恵屋11
－

り
．
（
昭
和
四
年
三
月
撮
影
）

住
む
能
は
ざ
る
に
至
り
後
二
年
に
し
て
轄
住
登

民
家
に
し
で
年
兵
飛
砂
と
闘
ひ
來
り
し
も
殆
ど

山
形
縣
西
田
川
郡
袖
浦
村
大
学
演
中
海
崎
寄
の

ー
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ならば粘着性に乏しく林木の岐葉に附着する量は極少く、地上に藩ちるけれど

も、雪は雲冠､雪紐或は雪庇等画生参るより鞭筵明かなるが如く(28)粘着性が
甚だ弧〈、吹雪の時には枝葉を間は歩何虚にでも附篇する。其礎に砂が飛来す

h

れぱ雪の中に喰ひ

込んでし壷ひ、重

さを増し、林木は

控げられたり倒さ

れたりする。其上

に叉砂が被さる。

斯くなれば堆砂量
／

が少くとも消雪と

共に砂で座さ鯉、

枕木は起き上るこ

とが出来なくな

る。

叉大なる木にな

れば倒されること

はないとしても、

雪と砂との互層

が枝或は梢の上

方までも積り、

春になり消雪の

時になれば積雲

は上部と底と雨

方から消え、雪

が融けるに従っ
て上に載せてる

水を含んだ砂で

枝を座‘し、大概

の枝は折ったり

峡いたりする。

雪國の飛砂被害

11

呵
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篤 眞12飛雪砂害

(鶴岡醤林署管内八間山幽有林）
－1戸

型

寄幽MジンlMuツ啄琶 嶌眞13飛砂の堆積状況

は雪害と相俟つ 本荘誉林署管内水泳國有林にて談雪を掘り林木によ

て一贋被害を大る吹雪飛砂の旋同の雛を撮影､白きは雲黒きば砂
侯。

ー

ノ

＝
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1

きくする。積雪中に挾まれる砂｡最大容水量は28.6％であるが故に此の場合

1m3の砂の重量は大約2.02睡となり、普通の砂に比ぺて453kgの重量を増す。斯

う云ふ重さで樹冠や樹幹を座しつけるが爲に樹木は損傷を兇iT,得ない。潟眞

繁13及第14は冬季の堆砂と林木の状態を知る爲めにその勵面を造って撮影した

“である｡此の關係は成林した林木に對してのみではなく､植栽當時から發
生し植栽木の生育を困難ならしめる。叉賛立工其他の施設に對しても同様の被

害を及ぼす。

飛砂と吹雪とによる被害は雪冨眞甦飛雪、飛砂の堆積炊況

:、國特有のもので我邦全般に見る

被害ではないが、之は延いて北

國の砂防に特徴あらしめる結果

と加、南方海岸砂防の方法を
以て律し得ざる虎である。即ち

砂防施設･にあっては、造林地の

前には幾列がの砂丘を設けて、

前面より吹き來る風力を弱め、

林内に入る吹雪の量を少くし、

且つ溌木類を植栽して吹雪を

して潅木間に抑留せしめ、黒松

其他の林内に入らしめざる糠に

すること、叉造林時は飛砂の安

定後に於て爲すことを必要とす

る。而して造林地はその林縁帯

を殊に頑健な林木に育成し、飛

雪砂あるも旗い瀝域に撒布せし＝･11シ”つも腰ミピ･'2且疹陥W全以'11J延し （鵜両替林署符内八間111國有拝）

める稜に生立本数を少くし、林白きは雲黒きは砂

内にも潅木類を生育せしめ、且つ飛雪砂が枝に附着し、枝を以って引倒すこと

を防ぐ爲めに極度に、枝打を爲すの必要がある。

近時開墾事業の擴張と共に砂丘地帯、或は海溌の開拓せら:るょものが多い。

作物中には､稻甘藷等の如く潮風害に對L抵抗性の弧いものも'あり、･其の種類

を選び栽培するときは潮風害を恐るムに足らぬが爲めに、動もすれば飛砂並に

飛雪砂の被害を考墨ることなしに計蚕するものもある。斯る土地の開墾に営つ

〃
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ては飛雲砂の害を湊外:頑してはならない。一旦飛砂を誘致途ぼ容易に鎮め得な

いのである｡然し防風譜を設けるから安全だど云蕊やも知鯉な:いが､燐風林の

動果は繊高の約"桧の瀧園と云ふ仰弁然し匙は壜に効獅瀧風窓過つ誕總對

震澱鰯鰔艤ふり繍蛎箪篭翻患難鱸臺
見る。されば開墾地の一厘割を慶潤たらしむる乙とは禁物である。而も防風抹

帯の幅員は車に防風機能を老へた時よりも黍雲(76)及飛雪砂を考慮に入れ、畑

地は小面積に散在をしめる方法を採り、畑地と森休との割合は此虎に査料を銭
くが直感的に椎ずろに1：1位迄は擴張し得るであらうと老へる。莊内砂丘中に

は防風をも度外頑したる開墾利用の企謹、或は飛諄砂瞳考へさる線安林の伐探

を見受けるもの鎚ある‘同じ海岸とは云へ鳥取地方・海岸の如きは鴬地蓋噸
岸に較べ風ば遥に弱いものム如,〈測職な地方に於fでば砂丘地の利用も當地志＠
如く束縛を受くるものではない。

次に飛砂は風に因り超るものなれぼ､落し他の條件が加はらないものと逢ぱ
風力と砂の太さに巽って決って來ることになる。然し寳地に於ては砂地底種秦

の直經の砂が集って成り、地形、地被物、含水量等の關係があって、同一風力

でも飛砂との間には著しく異った結果を示すことがある。

､原林學博士ぱ風ｶー と粒經及含水度とに就き次の關係のあることを發表され

た(77)。
迦氣乾舷態に涜ける砂粒の太さと風力と画關係

I
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傭'琴風力､は砂の動き始むる時の遼さ

前雪裁縦､くて鼠れ侭l職螺有無によって飛砂を超す風力に薯しW嘘ひのあ
るとどを鞠港b溌際に砂演に立って硯れぼ雨の降る日は可なり狼い風が吹いて

も飛砂しないが、天氣が良く乾燥する日には少しの風でも砂の移動するのを目

撃する。しかし同一直經の砂粒よりも種迄の直裡の砂が混じて居る時には同じ

風力では飛砂し難いc又地形から言へぱ､水平の場合には一番動き易しい妖態に

置かｵ'た様に恩へるけれども、事實は僅かに傾斜して居る方が却って移動し易

いのである。この傾斜は大凡五度内外の場合である(77)。人工砂丘は早く高さ

を増さうとする爲めに､風上面の傾斜が急になり勝である｡斯様な参丘でも七．
分目位の虎には往誉砂草を生ずるが､､その_E部も下部も裸であるのを見る。こ

の脚部の裸地の部分は草の發生して居る虚よりか傾斜は却って綾かであるに不

拘なぼ裸地を爲すと云ふのは即ち砂の移動し易い傾斜を爲すことを意味するも

のである。

飛砂を起す風力は當地方の海岸の普通の状態では大凡6m/S内外からである。

それ故に砂防上の風を老へる時には、主として.6mﾉ8以上の風に就て老ふぺき

だと恩ふ･

飛砂の歌態を硯ろに風速の大なる場合は、微細な砂は空中に舞ひ上り、可な

り遠方迄も運ばれるが、普通、粒の砂はあまり高く飛び上らず、弾き返される

が如く、跳んで行く。あまり弧くない風の時には煙の地面を這ふが如くに飛び

去る。

風は流水と同檬に砂を含み得る程度に限界があって、自力以上には持つこと

が出來ない。其の代りに一旦把握した砂を放榔すれば風力の弱まらぬ以上再び

持つ力を生ずる(1)。此の關係は鴬然乍ら砂防工事上には重要なる事柄で､施行

上注意を要することである。例へぱ砂丘を遥りつ上ある其の前面に靜砂工を施

して砂を落さしてしまふならば目的の砂丘の所には砂が集らぬばかりでなく、

却って掘り取られることになり、瀞砂工も萱立工も共に充分な1幽僧を發揮せぬ

ばかりか､有害無益底結果を招致せぬとは笥言出來ない｡實地に就て見るも此の

關係を無硯した施工を爲しつムあろは屡尭見受けられ遺憾である。人夫の出役

短期間に於ける各種工事の施工等の關係もあるべきも､工種の按配､施工の順序

等は充分に熟考せねばならぬことである。短期間に施工を経へやうとせずに年
心

を通じ､質地の炊況に應じて､徐舞に施工することが寧ろ得策である。

第二節主風向の判定

砂防施設は風に因る飛砂を鎭める施設なれぽ､飛砂を發生せしめる風の速度．

1

、

』し

お
／
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方向及其の吹き績〈､時間によって定めろを要し，瀕度を以てする主風とは意味

を異にして老ふべきだ‘と思ふ。飛砂を發生廷しめ｡る風となれば、季節､､天候糞

の箇所の地形毛上の歌態等によって異なり、細かく老へれば最限がなく、従っ

て主風向は絶對的づものとは言ひ得ぬ。しかし多くの場合飛砂を生ずる程度以

上の速淺を有する風に就き各方向毎に其の吹き續いた時間とその速度との相乘

の合計より求めて大差ないと老へる。

海岸防砂の主風向は次の方法によって大禮判定し得られる。

1．器餓による観測

2．樹木の傾斜方向

3．舌状丘の長軸の方向

4．河口の方向

5．地形圖による判定

6．三角石

上記の方法は最も一般的に用ゐら鯉る方法なれば、蛇足の嫌はあれど一通り

説明してみたい。／

1．器機による法

器械によることは各地で行はれる方法で、最も一般的方法であり、且つ局部

に就ては最も正確なものである。本莊管林署の永林國有林でも･曾って自記風速

風信機により現在能代醤林署海岸に於ても自記風力、風信計を掘付け綴測中汚

ある。しかし品械による方法は器械の据付箇所に於ける風向であり、風力であ

る。室氣は甚だ可墜的の物質なれば種掩の因壬に因って風向は鍵化する｡‘最も

影響の大なろは前方及後方の地形である。それ故器械の示す主風向は果して其

の地域全般に亘る主風なりや否やは疑問の存することが多い。若しも器械の据

付箇所の選定を誤まるならば､折角の観測も期侍に反することになるから据付

箇所の吟味は重要なことである。

2．樹木の傾斜方向による法

海岸に生立する林木を見るに．渚に通き林隊木は所謂磯馴秘の形を呈し、地

上を這ふが如〈に傾いて居り、少しく内部のものは峠面樹冠となり何れも風衝

樹形を呈し、内部に入るに從つで特有の樹形に復することは常に目撃すると:こ

ろである(84)。この風衝樹形渥爲す林木は幹が偏心生長を掌し､針葉樹でば大
なる半径は主風の風下潤葉樹では大霞風圭に在ると爲されて居る。

恩師伊藤武夫博士の説に従ぺぱ、黒松の樹幹に直角なる裁断面に於て､樹心
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を通過する長径の方繭は主風向を示すと云ふ｡叉林學博士鏑木徳二氏は其著｢森
林の生理J(42)に茨城縣多賀郡海岸黒松壯齢林に就て主風向の直径と、之に直

角なる直径とを測定した結果，主風向の直径が約8％長がったことを發表して

居る。この偏椅現象に就ては曾て林學會誌上で鈎俊一外二氏と麻生氏との数次

に亘る興味ある論文(92)が掲載された。要するに樹木の偏僑生長は樹木の生長

期間に於ける海岸よりの風に原因し､其の方向の生長期間に於ける平均風位と

略一致すると云ふのである。

梱木の風下に傾斜するは生長期間の常風の影響することの大きいことは想像

し得る虚である。例へぱ開芽を妨げ、生長を阻止し或は枯死せしめ、叉幹枝を

吹き曲げる。然し乍ら若し樹木の生長期間に於ける平均風位が樹木の傾斜方向

と一致するものとせぱ、當地方に於て砂防上必要とする風向は得られぬことに

なる。識也方に於ては十月より翌四月頃迄の間に吹<風こそ、砂陸上重要な關

係を持つものであって、寧ろ樹木の生長休止期に脇するも．のである。

‘酒田螢林署管内西遊佐村佐藤九郎氏は大凡三十年前数十本の佛國海岸松を同
氏の所有地の黒松林内に植栽した｡今日黒松と佛國海岸松との生育を槻息に、
黒松は殆んど特有の樹形で生長しつ上あるに反し、佛國海岸松は西側の枝が殆

んど峡け片面臓冠を形成し且つ著しく衰弱の有様を呈して居る｡.要するに佛國

海岸松は地方塵の黒松に比べて寒風に弱く多季の寒風に傷害せられる爲めであ

らう。同様に海岸に生立する樹木は冬季の寒い然も騒ぎ風によって風上部の芽

は傷め,られ易‘く。風下の芽が伸長する。枝も同じく風上部は傷害を被る。之が

即ち樹木の風下に傾蕊する一の原因となる。然し乍ら又一面､､斯る風衝が永い

間繰り返された結果､黒松の性質となり、風に對し抵抗を少<して損傷を冤ろ
爲めに自ら、進んで敏感に働く。例へぱ山形縣海岸念珠ケ關の村上屋族館の庭

園に植えた｢臥龍の松』は有名なれど、何も珍種とも恩へない。やはり普通の黒

松で黒松の傾斜し易い性質を提へて人工を加へ、あの様な形に造り上げたもの

である。現在二代目･の臥龍松を造りつ上ある。

斯る關係から富地方の樹木の傾斜方向は生長期間に於ける風の外に、筒多期

間、風も影熱して居ることを恩ふ°

能代海岸林の黒掻林木の傾斜方向は大暖N.60'Wであるが、砂防上の主風は

N70｡Wとなって居る。

3．舌状丘の長軸の方法による法
､

舌欣丘しよ潅木、或は砂草類を骨子として堆砂したものであれば、其の長軸の

方向をとれば其虎を通過する風の方向を示す･而して舌状丘は短時日に形成せ
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ろAものもあり、一年で形成せらるムものもある。けれども少しく大となれ

数年或は十敷年を要して形成せられたもので、而も穂菱の風は消去されて最

多〈砂を運び來る風の方向を示して居るものである。されば若し局部的に観

時は此の方向は所謂主風向となるのである。然し乍らとの方向は砂地全般に

ら
ぱ
も
る

亘って同じとは言び難く、前述の,如く風の方向は地貌によって異り乗り、舌状

丘の長軸の方向も一つ一つ異るのが當然である。叉現存する舌状丘は糊､の場

合を除けば自然に出來たもので、發生の時が同じでないこと』、砂地の各所共

風力及び飛砂量が異るべきであるが、此の風力を分けることが出來ない。然し
乍ら奎馳域に在る舌状丘の長軸の方向を測り其の最多方向を主風向と見倣して

も實行上には差支がないと老へる。この方法の得黙は器械観測と異り何虚にで

も幾つも求め得られ易く、即時に容易に結果を得らるムととに在る。若し施行

地に数多の舌壯丘を求め得らる土地では、主風向を得る爲に態盈器械により観

測に長年月を菱欽必要がない。

能代海岸では27箇の舌欣丘に就て測定した結果N70｡Wであった。本莊海岸

では田尻、水林、濱山の三國有林で74筒を測り玉72｡Wとなった｡､林業試験場

仙塞支場が水林國有林の主風に付き器械観測を行った結果はN75｡Wである。

この癩者の間に3･の差がある。然し之も前述の如く老へるならば資行上果して

何れを主風向として適切かは資地による判断に俟たればならぬ。

叉鶴岡誉林署管内最上川河口以南の海岸は秋田縣同様。主風向はWNWの如

く恩へるが、事實は尚ほ偏して居る。湯野淵温泉より北fk.m,の間､即ち濱泉國

有林に於ける28個の舌状丘を測るに次表の如く個為に就ては多少方向を異にす

るが之を圖上に平均してみればWNWとなり、この方向は(5)地形圖による方

法と對照し存も誤りでないことを知り得る。
鶴岡誉林署管内加茂町湯野濱演泉國有林舌状丘の方向を示す。

I
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の海岸で測った舌歌丘の方向を示せば次の如〈になり之

使用する主風である。

叉能代後谷地國有林

亦同地の海岸砂防上に
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4．河口の方向による法

秋田、山形雨縣の地圃を擬げれぱ日本海岸の砂濱に、口を開いて流れ込む河

川の殆んど大部分は西北の方向をとって居ることを知る。之は濁り秋田、山形

現雨縣下のみの象でばなく、日本海岸に於ては略一定の方向を辿って海に流れ

込んで居るのである。今管内雨縣下各河川の河口の方向を陸地測堂部の五萬分

の一地形岡にその方位を求めてみれば次表の如く、全般的には西北。に向って

居る。

河川名流

位 畷

入方向

｜畷郡

本水津川

同竹生‘川

田｜山秋 N71oO'W

〃6103γ〃同
'
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上表の如〈に當地方に於ける河口の方向は冬季間の風の:方向に近く。之亦主

風向判定上の蚕料となるのである。

然し乍ら漂砂と河口の流出方向との關係は沿岸流と河水の合力の方向に向ふ

べきである(飴､95)｡賞地方に於ける河水の流入方向は前記の如く之と異る。斯

ろ現象を呈する原因は風と河此流量とに因るもOと恩ふが故に先つ當地方の
河川の流量と海岸地方の風向及風力に就て老へる必要がある。

河川の流量憾當地方に於ては冬季の積雪季と夏季の乾燥季と:に少いo流量に

就ては涯信省が大正八､九､十､十一､の四ケ年間に亘つセ調査し，大正十四年電

氣協會より發喪した水力調査書“0)がある。

今其の第六巻流量表〔40)によって管内の主なる河川の月別流量を求めて見津
う。尤もこの調査は水力電氣を目的としたものなれば調査地黙は山間に在り之

を以って直ちに河口に於ける水量を示すものではない。叉此の流量を以って河

口に於ける流量に近似の流量を推定し得ぬでもないが.､､水源地毒に於け毒餐支

流の流量は其流域に比例し、各河川･の流量を代表するに足るものと信ずるが故

に璽河ロに於け,ろ流量の計算を省略し月別流量表を掲げる6(所掲の月別流堂は‘

調査期間中池月別平均の流量とす)。
、

己

〆

－



一
語

勺

》
、
誼

ケ

ー
８
５

■ ,一睡

｢ムーーー
ljr

’
一

内 P

÷

望
皇
ロ
．

●

鯵
瞬
嘩
』
》
懲
蝉
ざ
Ｌ

Ｐ

蟇
68

別添畳‘表、－，

7|冒|W|W|;|:｢|;|:|#|;|計画感
臆

|"職永索!〔等

騨識
｡

.能代川

’W
Ih

P･同

fリ

何

‘A調細
細

･I:'1

|
lhI

l，

”
麺
・
岬
神
〃
か
り
〃
か
．
〃
〃

鵜
蕊
蕊

癖
刈
唖
唖

ゞ
８
粥
抑

空
３
．
３

1室1

.0I1

2Mi

鶚i
輯｛
2跳

訓0

51

1鈎

諏ｲ'

252

1”

，
剰

劉
4

5

|罰
'劉
馴

.･周

‘:リ

製

；§
B2al

:蔦
；
“

Ⅱ.b2
，

軸
繩
唾
蕊
姉
戟
鋤
．
鰊
唖
率
碓
姉
錘
岬
御
細
祁
繩
諏
”

“
３
１

羽
秘
郵
腿
繩
．
、
⑮
。
割
恥
郵
・
・
釦
麺
●
Ｊ
銅
；
鋸
倒
雪
咽
榊
鈎
却
鋤
井
癌
・
“
●
、

１

１１

麺
掘
割
函
剥
謝
蝿
刎
刊
割
引
銅
幅
瑚
叩
率
執
廻
剖
州
蜘
恥
ｆ
獅
弛
、
唾
榔

Ｉ

２

燕
油
翻
遜
輝
剛
琳
函
倒
銅
劉
詞
銅
到
圃
同
銅
割
到
割
偶
剖
倒
割
『
廻
剖
州
利
割
瑠
ｉ

Ｏ
■
■
▲
Ⅱ

凸
Ｐ
Ｆ
ｅ
ｐ
Ｄ

ｈ
ｆ
ｌ
Ｆ
０
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
Ｉ
６
Ｐ
０
ｂ
ｌ
Ｐ
■
ｐ
「

認
‐
銅
榊
『
側
Ⅷ
鋼
剖
鋼
』
抑
．
‐
岬
”
‐
・
卸
銅
却
蝿
割
崎
碗
副
附
加
鋤
‐
銅
剖
偲
馴
銅
剖
剰
‐

ｌ

巳
Ⅱ
Ⅱ
■
》
▲
１
Ｊ
■

1暇評
醐脚1
川1吋
も

ﾉﾘ･刷
川ド‘I

|＃

△
４
，
．
日
Ｊ
ゥ
日
ロ
３
Ｌ
ご
■
。
凸
Ⅱ
ら
６
Ⅱ

易I

誉。
014に

$0エレ

ド

零

個

f
i

Ｉ
！

１
４
．
４
１
１
１
０
３

１

謡鵬
鱈霊

!」吐血藤川
B叩.川日向州
･趾I冒川瞳上111

刷．喋河舩川‘･脚

I:,MWWIM

|識臘M ｜
脚

"I1l恥喧〃
一－占

;・
旧フ

272
_ハ｡

3列

詞

Z罰

9,泌3

3．775

108縄

”4

隈l'ン
ﾛ■4

1.ﾜ“

3や、

３
１
１

1

1

鯛
螂
倒
刎
測
‐

〃
向
０
０

８
ワ
ー

Ｚ
８
１
１
鼎
〃
矧
１
羽

７
８1鐵劉

一

と厩と一ヶ･〃『己鋤謬繊蝋総鮒識撫畷"…腱進一内ik"",幽篭…,"馴燈＃妙Ⅱ…て…豊､…”

前表より月別に流量、順位即ち各河川の最大流量を有する月を第一とし渇水
により水量最小なる月塗順位十二とし順位表を作れば次表の如<になる。

4．画

１

月別流郵騨毒礒麓難蔭鶏謹静
犀

←

上表を誤れば四月は雪解の季節にて水量が最大を示すもロが多い。故に四月
を基準とし更に水系別に流量歩合を求めてみれば次表を得る。ア

、

F
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月別流量歩合表

,周'2月'3月'4月|5月|6月|7月|8月|'"|'o月|11月|'2"|術考水系
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（5）

"圏|窪”は傾位(9)

34.1以下同

（8）
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29．4
｡

（9）
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(6)ノ

、
ノ
５
１
／
Ｏ
へ
ｊ
６
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碩
哩
Ｇ
鍵
“
錘
⑬

19．7

(12）

前掲三表に就て見れば一月二月の流量は一年中最少で、三月及十二月も亦少

いと云ふととが出來ろ。之は降水量が少いのでなく、(測水地方に於ける月別降

水量調査表参照）寧ろ此等の期間は次掲降水量調査表三表に示すが如く、降水

量は多いけれども、降雪が貯誠せられる爲で､其の代り四月は降水塗が却って
少いのに不拘、流盤が多いいである。次に風に就ては前述をろ通り勘冬季は－

般海岸に於けると同様に、西北の狸い風が吹き綾〈のである。其の例として此

虚に悔岸近くに所在する秋田測候所の槻測にか上る月別方同別風速度合計表を

掲げる。之れは西に偏せる風、殊に西北の風が十二月以降三月迄の間掻く吹き

荒ぶことが明かである。斯様にして営地方に於て最も扱い風が吹き綾く冬季間

は、一年中に於て最も渇水する時季に一致するのである。されば河川に於て水

量の豊富な時季には、上流より運搬し來つた砂礫は海に流出して後水勢を失ふ

に従って河口附近に沈下するのである。渇水時には水量が減じ、水勢が弱くな

り、砂礫は波の爲めに岸近く寄せられて來る。殊に波力號ければ荒い程寄を来

る砂も多い。當地方の最大渇水時は、前述の如く冬季に在り、而も此の時期に

は西北風の吹き荒ぶ時季で波も荒く夏季吐き出した砂も逆に河口に寄ぜらる。。

然るに風は西北より吹き來る爲め海岸線に對しては斜となる。従って波も亦海

岸には多少斜に寄せて來る。その結果砂は次の岡の様に風下の岸に多く打ち上

げられ河口は次第に主風向に向って屈曲することになるのである。

若し此の場合水勢が一暦弱くなれば河口は全く閉塞されてしまふ。斯る場合

に数本の小川が相合して水勢を狸めて後海に流れ入ることもあり。附近に大き

な川があればその川に合流して海に入るふともある。鶴岡箇林霧管内の赤川が
最上川に合流して日本海に注ぐは、赤川が黒森部落の虚で砂丘に突き當り北方

毎
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に屈曲し、砂丘に没ふて流

ろ上は獣眉線を辿るのであ

るけ虹ども、その北方に於

てば､赤川の自力を以って

しては砂丘の發達に杭し兼

ねて最上11Iに合するものと

見るべきである。叉新潟縣

の海岸に於て、賀治川新發

田川が阿賀川に合流して海

に流れ込むは良き例であ

ろ｡

昭和四年三月仔一日の秋

田魁新報に次の様な記事が

風向と河口の移動

載ってあった｡｢由利郡平澤町、字鈴少年赤十孚團員ば去る十七日の日曜日を利

用して冬季間に大波の篇めに小川の河口は砂で埋められ耕作時には多大の影響
がある爲め困って居る矢先、同團員は三十餘名出勤して之を取除いだので村民

石

聡感謝して居る」これなどは上述の河口の移動原因を裏書載るものである。

一鵠水量の少い小川は波に對抗する力が弱く、ー般に河口の移動陸が激しく，

之が爲めに發生する被害も亦少〈ない。例へぱ由利郡の西目川ほ昭和二年頃に

砥前表の如く画87｡W内外の方向をとって海に流れ込み、其後、一時はより以

上北方に偏して河口を開いたこともあったが、昭和五年の洪水の際砂漬を突切

って直流し､.元の河口よりも約30°も南方に位置するに至り、元の川敷や、其

の對岸なりし虚ぱ飛砂か根源地として淺さ虹たが，其後再び北方に偏じつムあ

る。

叉由利郡松ケ崎村三川部落の南に接して流出する三川は、河口が次第に南方

に移動し、殊に大正十二年に於て極端に北方に屈曲して流れ込んだ爲めに、同

部落を保護する砂丘の脚を浸蝕して絞壊せしめるに至り弔之が爲‘めに砂防施設
．さ、

を爲さ.なければならぬ様になり、秋田縣では昭和七年から此虚に砂防工事を始

めた。との川の河口が常に移動しては之に接することば田尻國有林でも施業上
不得策なので、昭和八年に護岸工事を施工し定移動途防止､じつ上ある。

斯様に極端に河鳳が屈曲して行けば洪水に出會すと外側の河巖が破られるこ

とは小川ばかりでなく大川'にもある。子吉川城元p現在の河口よりも以上も北

方に河口を開いて居たのであるが、明治二十九年の洪水に際して崇潅破って現
ヶ

I

／
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在の河口を採るに至った。

叉雄物川は昔、勝平山の南方に於て日本海に流入して居た時代もあり叉却つ

て現在よりももつと北方穀丁附近に流入した時代もあったと云ふ。

最上川も同様な關係を持ち、現在最上川の右岸にI吃立する日和山は砂丘の形

を爲さすに高さは31.5mを有す。叉左岸には同様屹立する飯森山の41:8mがあ

－－る。･此の二黙を結べば海岸線に略舞併行し、而も莊内砂丘の後砂丘を爲すと假

定するも間遠ぴでない。

南岸、宮ノ浦部落の土地は海から上った砂とは異なり、河底に堆積した砂で

ある ことは粒裡及その色からして判然たるものがあるし、叉地形圖を辿る時最

上川は河口 を南方に於て日本海に流入した時代もあると想像される。されば最

上川現在の河口は日和山飯森山を結び砂丘を突き破り西北向をとり日本海に流

入したものであると見るべきである。叉享保年代の紬圃を見れば河口附近の北

岸には沼が記されてある。即ち現在の水田となって居る箇所あたりは最上川の

河跡である。

斯うして河口は常に南北に移動を繰り返すけれども、途に渦水時期の狼風の

方向、即ち西北に向って流れ込むことは一般的現象であって、自ら意義あるも

のである。今日の雄物川改修工事や、最上川支流赤川改修工事は、自然に抗し

て行ふ工事であるから、河口の移動せざる様な設備をも施さねばならぬ。小川

の河口には導水謹岸の如き施設を偽すもの殆んど稀であるが、砂防施設上必要

たるものと老へる。本莊鴬林署管内田尻國有林の三川には此の意味に於て國有

林側には護岸エ蕊詮行ったのである。鐡道省でも道川騨附近君ケ野川の河口に

護岸工を施したことがある。乍然河口の移動を防止するは簡填な設備では困難

な仕事てある。此の場合導水護岸は波の靜篇な時と高波の時との差を考へて施

工する要がある。

之と反對に酒田灘林署管内の日光川は、昔現河口よりも遜かに南方の能登山

新林雨國有林の間を流れ今の古湊に河口を開いて居たものである。調越線本楯

騨から西を見れば砂丘か切断された様に見える虚が即ち昔の河跡である。當時

は河口が西南に向って口を開いて居た爲めに兎角河口が塞が艇、排水が不充分

となって屡交洪水となり、田畑の被害が甚しかった｡この災害を除く篤めに安政

より文久の頃砂丘を開蝶して、現在の河口をとり西北に流入せしめたものであ

る｡其後は洪水の危に遇は歩地方民は等しく安堵するに至った｡現在行はる河川

エ事の方法に較べ能〈自然の法則を理解したものと言ふぺ〈、古人②識眼の秀

れたるに敬服の外はない｡次頁の地形圖はこの新瞥雨河川を示した‘のである
5.地形圖による法

海岸砂丘は大韻に於て海岸線に併行して成立する。天然砂丘は舌欣丘、或は

①
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バルハンが互に重って出來上ったも＠な恥ぱ仔細に観る時は幾條もの横谷があ

り叉所によってば風裂個所思あって、前述の舌朕丘が主風向を示す芯のとぜぱ
鴬
眞
迩

横谷も當然主風向を示す

も”と云はね唾液らぬ。

同檬に風裂個所に於ても

､其の口を結ぶ線に直角の

方向は主風恂を指すので

ある。舌炊丘の項で述ぺ

た鶴岡賛林署管内湯野濱

海岸では、こめ風裂口や

機谷の方向は舌状丘によ

つ-こ測定した主風向とは

大鵠一致して居ること‘を

知った。以上の關係は地

形圖上で求め得られるが

故に主風向判定上亦役立

つものである。このこと

は河田氏(88)も述べる虚

である。しかし敏感に地

形を篝ずる性質を有する

砂地、例へば移動砂丘な

称
木
の
禰
斜
せ
る
状
況

（
秋
田
聯
山
本
郡
能
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町
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谷
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國
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稔
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の
同
．
一
方
向
に
傾
斜
し

且
つ
梢
頭
の
損
傷
せ
る
を
示
す
）
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三雲

どにあっては注意を必要とする。昭和八年九月五日、秋田に於ては19M/s酒田

に於ては22M/sの暴風があった。此時地形測量の途中にあった鶴岡誉林署管内

､袖浦前砂丘は、其の前後によって著しく砂丘の形状を鍵余るに至った。地形岡

より主風向を求める時には斯撰な可動的砂丘に主･るぺきではない｡

6.三角石の稜線の方向による法

三角石(DreiKanter)ほ海濱に在る石が飛砂によって削られて出來たもの

で､舌状丘とは反對の結果に立つものだが､其の稜線は舌朕丘の長軸と同溌に
主風向を示すものである。しかし乍ら狂の石が何等かの力によって動かさ虹ろ

ならば、主風向の判定上誤りを來すごとになるか．らゞあ塗り重要な養料とは言

ひ難い。

・三角石が出來るには石の種類と硬軟によって著しく異る期間を要する。嘉眞

第16Aは元本莊螢林署長故島田吉重鄭氏が水林國有林内から採集された安山岩

、
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④砕片三角石で、Bは筆者が昭和三年の夏本莊螢林署管内水林國有林の前砂丘

上に於て拾ったもので、其時稜線の方向は東を指して居た。然るにこの三角石

篇眞16 角石
一
一
一

は頁岩の砕片であって、同年の夏季は四十餘日に亙って弧い東風の吹き續いた

営時であったし、當地方の主風は西を指す職より推すれば四十餘日の間に創り

上げられたものと思はれる。

管内にはまだ本莊濱山、鶴岡濱泉國有林にも發見出來る。

第三節砂丘の築造

砂防工事の目的が砂地の鑿理或は地形の恢復の何れに在るにもせよ、砂防工

事には砂丘を築造する場合は頗る多い。従って砂丘の築造は砂防工事上重要な

役割を持つものである。

然らぽ何故砂丘の築造を必要とするか。或は云ふ海より上る砂が多量である

から砂丘によって内部に逢らる上を抑止するのであると。或は叉海より上り來

る砂量は問題ではないが、既に形成された砂地の砂が東西の風に依って東より

西へ、或は西より東へと移動するが故に之を防ぐ爲あに砂丘を築造すると言

ふ･飛砂の原因は一つでなく種,2噂あるべきだ砂丘の築造は飛砂を防止するが目

的であるには遠はない。

然し乍ら築進方法も、飛砂の原因により自ら異るべきで;あって、前説を篤す

人は汀線近くに高き砂丘を設置すべしと言ひ、後読を爲す人は飛砂地の中央に

大なる砂丘を築き其の前後に副砂丘を設けて、東西何れより來る風によってる

‐
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飛砂する匡域は中央の大きな砂丘を界どして其の一方のみに限らる上様にし迄

全地域の安定を計るべしと云ふのである。，

飛砂の現象は風と砂の雨者相寄って起る現象であるから、其の何れかを抑へ

虹ぱよいのであるが、飛砂其ものを抑へんとするより,も風力を殺誉、飛砂を絶

つ方法を講歩ることが肝要であると思ふが故に筆者は砂丘の築造の目的を此虚

に置くぺきだと老ふ。

砂丘の形状に就ては既に述べた通り、天然砂丘は自然現象に對し抵抗力の謹

いものであるから、人工によって砂丘を築造する場合も砂丘地至謡が天然砂丘

の形を爲す様に造るべきである。從って縦砂丘の築設は順序として、勢後部よ

り着手し次第に前方に及ぼすべき施群を採らねばならない｡管内砂防施設は
各地共との方法を探り施工しつ土ある．

次に砂丘を設置すべき位置如何と云ふに、計謹の當初に先づ第一着前砂丘を

築設すべき位置を決定することである。前砂丘の位置決定に就では諸戸榑士が

其の著理水及砂防工學海岸砂防鯛(1)109Pより118Pに亘つr亡三要件‘を掲げ狸

調される庭であって、當局管内砂防は右三要件を骨子として施工しつ上ある。

次に前砂丘築迩法を述べる。

1，砂丘の築設位置

諸戸博士(1)に依れば前砂丘築設上の三要件の一として「前砂丘の位置は潮
．・・ミー．、

線まb相儲の距眺に在らざるべからす」と。理由として「前砂丘の位置ば潮線
より相鴬の距離に在らざる時は風上面の脚部は波浪の爲めに害をらる可し。而

して此の距離は飛砂の穏度、波浪の磁慶、潮汐の高低及海岸の傾斜等に依つで

定むくきものとす」と述ぺらる。鴬地方の前砂丘の位置は此の説を基礎に決定一

しつ上ある。只欝地方に於ては潮汐の高低と云ふことは殆んど考慮外に置いて

よい。浪の襲来する最高授水線（年或は数年に一、二回の波浪を含め赤）は草

生限界を以って之と見徹して大差なく、之に前砂丘の計蚕高と風上面の傾斜を

老へ、風上面の脚が草生限界線内に在るやうに弧る。斯うして見れば當地方の

海岸では汀線より120m乃至130m位の地に丘頂を置く様にして位置を定むれば

大方誤りがない。筒最高浸水線を基礎として設置すればより以上安全なもので

ある。最高蔓水線の整理は綿柵の項に於て述べる。前砂丘の位置が決定す虹ぱ

その内部を適営に、實地に部した睡劃をして､縦砂丘の位置を定めるのである。

此の場合現在の地形と砂丘完成後の地形との關係を能く老へて、夫々適當武地

獣を選ぶことは肝要である。之に反し現在の地形を無硯して現りか上ることは

不可で、其虎に思はい困難を招ぐことが多い。然るに之にも不拘地形と無調係
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に施工ずろものム案外多いのは意外で診る。茨城縣利根川河口の波崎町に於け

る砂防主事の前砂丘の蓮絡潅どは、観る人をしてこの感を深からしめるものが

ある。斯ろ事例は濁り茨城縣下のみでなく、到る虚に於て見るところである

が、措當者が更代する毎に施工法の菱るやうなことがあってはならない。斯く

恩ふとき海岸砂防の施行は土地の所有如何に問はず一貫した施工方法であり度

いものである。

縦砂丘相互の距離は地形によって勿論異なるが、近過ぎる時は前方の砂丘を

越し來る風が後の砂丘に衝き當り、雨砂丘の脚の發達を阻止し、且つ雨砂丘の

間を掘り地形が複雑化し却って荒す結果に賂ることがある。能代後谷地國有林

の海岸では大正十四，五年頃に築設した砂丘には此の嫌があり、其のま典鎭め

るには容易ならざる困難が伴ひ、昭和四、五、六年頃となって其の－4部を取除

き安定に導いたものさへある。されば砂丘相互間の距離は砂丘の高さによって

異なるべきであるが、若し高さが2m.以上の砂丘を築設する時には餘程注意に

錦ひ少くとも50m.以上100m或は其以上の間隔を有せしめるが安全と恩ふ6

2.砂丘走向

砂丘築設の場合如何なる走向を持たしむるかに就て大臘三説がある。

其の一は、主風に直角なる走向を有せしむる方法、一は海岸線に併行せしむ

る方法、他は雨者の中間説で、個共として主風に直角として個考の中心黙を結

ぶ線は海岸線に併行させると云ふのである。

以上三読中何れが可なるかに就ては暫く措き、砂丘其物に就きて考へてみる

ならば、主風に直角に築設する時は良好なる堆砂をなし從って抵抗力も鰻い。

然し乍ら、主風は常に海岸線に直角なりとは言ひ難い。寧ろ直角ならざる場合

の方が多いのである。従って前三説の中、果して何れがよいかと云ぶととが問

題となる。しかし之も實地によって決しなければならないことで、机上で云為

すべきではないものがある。されば若し同一舩態で相営康い砂演であったなら

ば如何にすべきかを老へる。

砂丘の走向を主風に直角なる走向を採らしめる場合'主風が海岸線に斜に吹

く時は、砂丘膝海岸線に併行せずして一端は汀線より遼去かり、一端は汀線に

近付くか、或は甚だし<汀綴と交ることになる。延長が長くなれば長くなる程

雨端の砂地條件の異なる度を増して來る・本荘誉林署管内の水林國有林の主砂

丘は延長約1600m.を有し北75･西の主風に直角に北15.束の走向を以って築設

したのであるが、海岸線は北22つ東であるから此間70.の差がある。従って砂

丘の北端は前砂丘に近づき南端は遥かに遠去かつて距離の差が約200m.とな

凸
●
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ろ。斯儀なことは資行の見地よりして蓮‘不便を感余ることが少〈ない。

第二説は前法の峡陥を補足しやうとして海岸線に併行せしむるのである。山

形縣悔岸に於ける村誉工事は凡てとの方法によって、前砂丘を築設して居る。

然し乍ら此の方法も亦峡階を有す。

即ち砂丘に斜の風を受くる時が多き爲め砂丘の形状は風上面の呈する凹曲線

の度が硬くなり、風下面に於ては脚部の發逵を阻み、恰も丸味を帯び猫背の様

な形を呈して來る。要するに敷幅の小さい、偏平な、不安定な形状を呈式に
至る。

第三説即ち前二方法の折衷説は雨者の映黙を補はふとするものであって、天

然砂丘の成立と同一經路を辿らうとずるも:＠であるが築設に営って延長の短い

砂丘を幾つも造り個掩としては主風に直角を爲し、其の中心を連掘る時には海

岸線に併行さするのである。

人工砂丘の築造は天然砂丘の成立の如く、長年月を費すことを許ざぬので、

此の方法による時は、個登の砂丘は舌妖丘の様に孤立して、砂丘相互の間は掘

られ易い傾向が有るばかりでなく、築造作業も亦施行し辛い鋏黙がある。理論

は良くとも資行には不便を俘ひ易い。水戸管林暑管内村松試験地(50)に於ても

主として此の方法を採られる様だが、風が砂丘を越して内部に入るとき不整一

なものとなる。能代誉林署管内後谷地國有林では、大正10年～15年頃迄は此の

方法に依ったものが多いけれども､當地方に於ては良き結果を得られなかった。

前記三説は何れも一長一短鰹に是非を定め得まいが、要は施行地に何れの方

，法がより能く適するよかにつて判断ぜねばならぬ。筆者の經駒と資行の見地よ
り観れば風裂箇所の吹込と防ぐ爲めの築設ば直角主義が適し、速績した砂丘を

築造する時は第二説の海岸線に併行ぜしめて築遥することが良いと老へる。

何となれば、砂丘の形状は天然砂丘の形状に導くが良いと老ふる。天然砂丘の

海岸線に併行して成立する現象に徹ふこと上、此の方法による時は脚部の發達

が不良の峡賊はあるけれども、その峡黙は施行方法の如何により、脚を或程度

迄は自由に發逵せしめることが出來、而も實行が容易であり、且つ砂丘を越し

内部に進む風をして風力を殺ぎ而も整一として送るからである。

第二説によって砂丘を築設する場合は主垣に更に主風向に直角を爲す翼垣

（或は袖垣)を設くるを可とすることが山林局刊行の｢砂丘造林法(99)供他(98,

130)に於て説かるLものがある。営局称曹會報上でも曾て大阪、東京の誉林局

管内海岸砂防見聞記に、前穆岡誉林署長男至氏及當時能代菅林署在勤の濱野

氏の南氏は(10⑲翼垣の作用の良結果を賛すことを報ずる虚があり､石川縣丈聖

、
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寺海岸でも好成績を收めて居る。袖垣は各地看設置されて居ると聞く。

..然し乍ら筆者は前者の如く,砂丘は前より來る風を和げ、且つ鑿へて内部に送

ると云ふ老へを捨てるも、ではない。若し袖垣量設ける場合砂丘に於ける風は

果してどうなるであらうか。而も風が壷けｵ1ぱ狸い程攪凱される。風上面に於

て主垣と翼垣と交叉せる箇所に風の集ることは必然たるものである。砂丘築設

、

i蕊＆琴を5

蕊騨

－啄

鐵腫17魏垣設置と砂丘形

秘岡替林署管内液果國有林に於て篤眞(21)堆砂後設糧
せる漢垣により風の拙飢を誘致し主垣に風裂を生ず

（昭和九年撮影）
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上風をして攪凱せしむべきでない。此黙より筆者は翼垣に疑問を有するもので

ある。而して春秋風向の著しく異にし．殆んど主風向を二方向を有するものと

見倣し施工を要するが如き地方にありては、袖垣は如何なる方向に設くぺきや

亦疑問とせざ，ろを得ない。然し乍ら俗に云ふ｢喰は歩廉｣ひを爲すべきでなく、

他の長は見徹ふべきでiあるが故に、昭和九年秋鶴岡醤林署管内演泉國有林の前

砂丘主垣に之を設けた。主垣の走向はN29｡30Eで主風向はN8oWである。從っ

て翼垣をこの主風に直角の方向をとらしめ、主垣との接績黙は主垣p高さと等

しく翼垣の先端迄下げた。その結果は其後一度の弧風で嘉眞17及18に見るが如

き結果を示し、主垣は殆んど突破せらるム迄に掘り返された。即ち筆者が豫想

せると同じ結果を示したのである。尤も袖垣と雌も人工砂丘の發達小なる間は

峡陥の生ずることは少いものと恩ふが営局の如く位置によりては大なる砂丘を

築迭する場合の如きは適切なる工法とは言ひ兼ねる。

鴬海岸ではとの袖垣．に代る垣即ち鴬地で補助垣と呼ぷ主垣に併行する垣を

設け、主垣との距離の高さを加減して集砂の作用を助け、砂丘頂を水平とし、

而も任意の傾斜に誘導させやうとする方法を採って居る。この補助垣は砂丘の

高さを増せば増す程効果を現はすその作用は主垣に吹き付くる風を主垣に到る

前に、この補助垣で風を弱め､鑿一な風として主垣に逢らうとするものである。

補助垣は且て本莊水林國官林砂丘1.600m.に亘って三ケ年間施行を試み大禮
補助垣の設謹と堆砂關係圖

主

▽

一一

一

＝
●

｡．、a

希望の傾斜に誘導することを得た。叉能代に於ても60m.に對し施行したが只

一同の施行で中止せねばならぬ事備により、充分な結果を求め得主に移った。
しかし其後鶴岡鴬林署管内には延長12k．mに亙って昭和八年まり施行しつムあ

り、未だ砂丘築設を移らぬけれども良結果を得つ上あ'り、現在能代､本莊､酒田
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の各地の施工共此の方法を採り効果を蕊げて居る。

補助垣の施行方法を圖解すれば前岡の様なものになる。．

人工砂丘築造の場合、砂丘の風下面に補助垣様のものを施工してゐるのを見

ることが、第五章に於て詳説の通り、風下面に作用する風は風_L痴に諺てｶﾛ減

し得ると考へる爲めに、風上面の傾斜の誘導に主力を注ぎ、風下面には別に垣

を設ける必要がないと老へる。補助垣に對しては異論も多く、不可なりと断定

する人もあると聞く、､筆者も前言の如く補助垣の築設法に於て、筆者は現場で

は決め得るが主垣､補助垣間P間痛、傾斜角と郁助垣、高さ等は数的に決定す

る資料は蒐集中であり、尚幾多攻究すべき黙はあること』思ふが、之を全面的

に掴鴎する理由を見ぬ，今日當地方に於て幅の廣き大なる砂丘を造り得たるは

この補助垣の築設に依るととム信ずる。

3，砂丘頂の水平

諸戸博士(1)は｢砂丘頂は水平ならざるべからす｣と力読される庭であるが､各

地の施行状況を観るにこの説が能〈理解されて居らぬ様に恩ふ。即ち堆砂垣は

地面に準って地面が凹凸して居れば、却鋤垣をも凹凸のま上施行して居るもの

が多く、出來た砂丘はその頂に凹凸がある。前述の通り筆考は砂丘に砂を溜め

やうと云ふ考へよりも、風力を和かに殺ぐと云ふ湾へ遂以って設けることが肝

要なことム恩ふ。海面より來る風は所謂『息｣なるものはあるが、比較的一稼に

吹いて來る。陸地に入れば地貌の歌況によって乱されるのである。往蒔に於て

秋田縣の海岸砂防を大成せし栗田定之亟の傳記中（57,59）栽秘止風砂記に依

れば「風沙を防ぐは猶ほ水を防ぐが如し、水を防ぐ者は先づ水わ曲折を審に、

す。風沙を防ぐも亦宜しく、其の方向を察し、風の同榑を察し岡密の形勢に従

ふぺし。｣と大いに味ふべき言である。砂丘頂の凹凸するものは砂丘の高さが増

せば増す程、鋏陥が露はれて來て砂丘を安定せしむることが困難となる。山形

縣下の人工砂の不安定なのは砂丘築設の位置及砂丘の形状の適・切を峡〈外に、

砂丘頂の凹凸甚しいことも原因することが少〈ないと恩はされる。誠に示した

霜眞第'8は西田川郡袖浦村螢の槻王頂の不難形を示したものである｡．
砂丘頂を水平にしやうとするには先づ築設の當初から心掛けることが必要で

ある。錐者は能代管林署に在勤した常時、署長長沼殿氏より風の吹き廻しの關

係上､鍵垣の頭は須らく水平たらしむくきものではないかと説かれた｡此のこと

は諸戸先生の海岸砂防編に明かに示されて居る虎である‘から、其後此虚に留意
し大正十三年以降極力砂丘頂を水平たらしめることに努めた。褒在管内各地の

砂丘築造法はとの方法が普及さｵL、縣管事業は元より村螢工事迄之に倣ひ水平

負
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に築設するやうになり來た°筆者は之を草するに営り氏に深き敬意を捧げざる

を得ない。

砂丘頂を水平たらしむる築設方法を採って後今日に至る迄砂丘頂を水平たら

蝋

』

一一

嶌眞］9水平なる砂丘頂

（本荘誉稔署管内濱山國有林）
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しめた爲めに生じた映陥と云ふものは未だ一つもない。尤も地形の關係上如何

とするも水平に出來ない場合も勿論あるけれども、斯儀な場合と錐も水平たら

しめるつもりで全艘を通じて半裡の大なる曲線、或は緩かなる斜線をなす様に

篝垣を設〈べきである。袖浦砂丘の設計にあっては100mに付20cmの差を持つ

曲線が一番大きなもので､ある。潟眞第19は本莊の濱山國有林p砂丘であって嘉

眞20袖浦砂丘と對照する時はその何れが適切なる施設であるかは一目して知ら

虹やう。此庭に袖浩砂丘の設計岡の一部を褐る°
袖浦砂丘修正計識圖の一部

（十里塚宮野浦西部落間)、
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第四節堆砂垣

1，堆砂垣の種類

人工によって砂丘を築遜するには、飛砂を捉へて堆砂せしむる方法を識ぜね

ばならぬ。其D目的には一般に堆砂垣を設置する。先に海岸植物は舌状丘を權

成すると言ったが､此の理によって植物を植付け､噸の力に依って砂丘を築
造しやうとする方法をとることもある。植物のみ峰なる時は經費が低廉で濟む

代りに､出來上った砂丘は甚だ不規則になり勝郵吾交が望む砂丘とは甚だ遠

灘簾崖雪総繍礫駕繍黙際蕊難欝
と幾年か繰り返し植栽したが途に不成功呼維った｡尤も植付けた柳は飛砂に對

鰯鱒篝墓懸鰯鯨駕鑪黙雲響:駕
第10は即ち夫れである。

r

植物によらず砂丘を築蝉？電場合には、土堰堤､坂垣､粗朶垣､賛垣等が用
〃

ひられる。要するに1上等･燐作物は風力を殺ぎ、風の運び來つた砂を放郷させ
る設備なのである

／〆‐．

.ノ』
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士堰堤はあ壷り廣く用ひられないけ熱ども、本莊の水林國有林では、前述の

透水設備とじて鐡線蛇緬駐悶ひ、砂中から積み上げて蛇寵の一部を地上に現は

し、築設砂丘の基礎とした。板垣も當地方では殆んど用ひられぬ。只淘越線の

開通當時週1l騨附近では、之に類した防風兼堆砂設備四板塀が施されたのを見

たが、板塀の風上が掘られ途に倒壊するものも出來、結果が良くなかった爲め

か、今は其の影を没した。しかし砿洲地方では可なり廣〈用ひら鯉てゐるやう

である。一例を鋸げれぱ長さ6沢幅6吋、厚さ1吋位の板を1吋の間隔を置いて約

三沢砂中に打ち込む。打ち込む代りに淵を掘って並ぺ立てることもある。そし

て砂が板の上端から二、三吋位迄堆積した時に、更に上に立てるか或は梗杼の

方法で計書高に達するまで、3沢位宛抜き上げると云ふ(64)。

板垣の場合でも上記の様に間隔を置くものと、間隔を置かぬものとある。後

者の場合は垣の前面に側風を生じ、溝を掘り、時によっては垣を掘り倒すこと

もあって、常に良い結果を齋らさぬのは當然である。板の代りに杭を這ひま霞

して立てることもある。米代川河口左岸附近の砂地に、杭＠頭の連って出て居

るのを見るが、之は約四十年前能代町で施行した杭工の跡である。

粗朶垣は板の代りに粗朶を使用するもので、

歯類を用ひるものもある。高さは地上1mか或I

地方によっては生松伎、 或は羊

式夫れ以下と し一部を砂､中に埋

め、風が垣の下を潜って通らぬ様にする。施行法は普通は杭を或間隔に打ち、

鐡線か竹などで槙とし、此等の材料に適度の通風度を持たして立て並べ、更に

押へをする。通風度は粗朶と空隙との割合を等しくするのを原則とする。本莊

醤林署の濱山海岸では、一部粗朶工の代りに編柵工を施行して居る。編柵工は

単に堆砂を目的とするものならば、次に述べる賛立工の方が数等優るものと恩

ふが、砂丘が略堂計謹高に近づき、植物の繁茂固定する迄、其の砂丘頂を維持

しやうとするには有利な工種である。叉天然林内到る虚に存する無識識の根曲

竹を用ひ、粗朶の代りとすることは、造林地の支障物を除去し、勢力賃を地元

に落すことを得て一畢雨得となるけれ‘ども、根元が曲って平かに並べ立てるこ

とが困難だし、梢殺が著しく堆砂が不規則となる。若し土Ig"が良くなるやうに

並ぺ立てるには施行人夫賃が多くか上り、却って軍慣を高くする結果になるや

うだ。

試みに幅1皿長さ4mD鍵を製作した結果は、平均軍慎に於て、根曲竹採取並

遜搬代0圏877、鐡線代0画055、製作代0圓554、合計1園486となり‘,葭謹に比べ3

倍遇を要した。然し乍ら施行に當って萱立工に比し、竹代、鐵線代及施行人夫

賃で10md當り0"695を省くことが出來たが､結局10m.當り2圓1鉛を多額に要し
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た。砂防工事註施行する海岸には大概松林があり、粗朶垣の材料とじては生松

枝を使用することは有利なことである。各地でも謹を利用して居るのを見る。
識岡縣の御前崎では生松枝を挿して垣の代りとし、砂丘を造ることが、多年、

經験によつで挿方を含得し、妙を得てゐるとのことである。此の砂丘を挿松堤

塘と呼んで居ろ。

以上､色為の堆砂垣を述べたが堆砂垣として最も廣く施行されて居員ものは
簔垣であって、何虐の海岸へ行っても見られる堆砂垣である。

一綴海岸砂防は見方によっては不生産的事業の弓燧菟れない＆ので、従って

兎角後廻しにされ勝のものであった。勿論事業の實行に営るには經菱の節約は

鴬然のことであり、如何にすれば一厘の經斐でも安く仕上げ得るかは常に實行

瀞心頭を悩ますところである。砂丘の築造にも吾麦はこの考へで進むのは勿論

であるが、如何に節約すれぱとて其の目的を離れた結果となることは許されぬ

ことなのである。

以上の黙より硯て砂丘の築造には笠垣が最§適するのであって各地に於て施
一言忘一
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篤眞12堆砂垣

（鶏岡瞥林磐管内識泉腫|有林昭和九年撮影）

行せらるムも故ないではない。當地方臓岸砂防工事でも一般的には堆砂垣とし

ては錠垣を用ひて居る。

鍵立工に使用する一般的材料は次の如きものである。しかし之は標準的のも

･ので押竹は鐵線でも女竹､割竹､或は製材耳摺屑板でも代用出來るが如く、未だ

節約の餘地がある。
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2;鐙立エの材料麹

欝地方に於て鍵立工に使用の赫獅は次表画如き＄のである。
“

1

1｜品名
法寸

摘 要
長m1幅又は樫｜品・質

"|
」
i漫哩|萱菜感葭|溌蠅議警鶏膳冠瀞鳥灘
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竹|5･0以上|"6cm以上|害 竹1通直にして長きもの程有利なり
一
一|末口径4crn.以上|杉又ば松"|2.o |邇直のもの末口を削り鋭くす

｜’鐡線｜’ 20番線

賛を五符編とすることは切端の屑養を利用するに都合がよい爲めである｡

3 施行．法、

當地方の螢林署で質行しつムある篝垣の標準的施工法を圃示すれば下圖の如

巻寸法である。

施工の順序ば1、抗打2,燗付3,賛

張付4,郷となるが、杭打ば豫妙砂丘

築設のr項に於て述ぺた砂丘の走向を

定め､杭の間隔は普通2m.とし所壼瞳
間は直線となり枕の頭頂が水平となる

様に施工い費は高さを地上を標準と

する。場所によっては土地の凹凸の關

係上1･2Pm''内外までは高めて可なるも、
あま･り高くすることは却って不利に焔

り易い。従って鐙p地上に露はれる高

さは、局部的にも最大限122m､に止穆

而も篝垣の頭がﾇk雫にぽる様にしなけ

鯉ぱなら底い。

鍵立工施工圖

側面．背面

６
４

■
■
９

11

、 ’’‘’

IIIj9ミ11Ij

一三I
ろが却って有利の場合もある。

．されば初は地盤の高低に從ひ、凹虚

凹虎を基準として施工し、次第に餐凹

地の砂丘を連絡し水罪なる砂丘となる

かし凹虚でも勧めから水

も、徐舞に水平た:らしむ

な凹曲線を識くつもりで

様にするbし

季とすちより

斯葛個所隊籠挫の大き
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施工する。杭打は簑立工の生命であり､而も砂丘の形状を支配する重要な作業で
少

ある｡高さ1,2m,の賛を殊更2CGm_も砂中に埋めるは､板垣と同じ職に風の旋廻を

恐れることA､叉一面杭の力ばかりでなく､謝亘至鵠が砂中より直立したことに

よって風に對する抵抗力が増すからである°地面が草類の根で緊縛されて居る

土地で丈夫な杭で施工すれば、狼いて砂中に多く埋める必要ばないのである。

同一砂丘で二同以後の施工は､要するに前記ロ作業を繰り簿すのだが､推垣
の位置は元の鍵垣の上か、或は50.c‘、.位風上面に立てるがよい、元の鍵桓の後

方に立てることは可成避〈べきだ｡何となれば風上面は弧い風座が加はり､墹沙

が緊密になって居るが、風下面は主2ﾆして重力によって堆砂したのであるから、

ガ鼓款になって居て風の爲めに倒され易しく且､堆砂欣態も不良となり勝である。

賛の倒壊を防ぐ爲めに風下に控杭を設けたり、風上に控網を張ったりするこ

ともあるが、前圖の標準の築穀法による時は滅多に倒伏する様なことはない。

しかし篝があまりに密過ぎ、遮風鵠と空隙との割合が二と一以上になった場

合、或ば築設後未だ湘沙せぬ以前に強い雨風に出會ふと、賛に細い砂が附着し

て目を塞ぎ、堆砂は風上面ばかりに行はれ風座と、砂の側唾の爲めに座し倒さ

れることがある。

賛の室隙と堆砂とは密接な關係があり、室隙は適度でなければならない。同

一の濱でも風の弧<あたる虎もあれば弱くあたる虎もあり、砂粒の大小にも差

があって一様でない。叉鍵も全部一様に出來ては居ない。必ず密なものと粗な

ものとがあるから之を豫め選別して置き、箇所為煮に適應する鍵を用ひること

が肝要である。されども蓑の目のあまり密なことは粗なよりも不可である。堆

砂炊態より判罰して砂丘の峰が丁度賛垣の直上に來ることが最も望ましいもの

である。大篭當地方の欣態より推して遮風磯と空隙との割合は1:1～2:1の間が

萢當の様に見て居る。尤も人によっては1:2～1:4と云ふ(62）もあり啓諸戸博

士(1）は1:1がよいけれども經費を多く要するから,:2場所によっては,:4とし

てもよいと言はれる。然し乍ら當地方では上4は何としても不適當な間隙であ

ると老へる。

4．経費

當地方の實行の結果に基き簑立工10m當bの標葬の經喪明細表を掲げれば次

の如くなるが、所によっては材料の運賃を加算せねばならぬことや、反對に苦

竹の数を減じ得るもo人夫数を減じ得るものがある。

種目｜数量単債|金

篝杭"に:裳’
傾｜備
円

0.250I松杭

0.5251長5m以上

考
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上表は風衝弧き箇所の標準施工であるが、槙竹、押竹を二段とし得る箇所も

あり、押竹に孟宗竹の割竹を使用するときは1m営りの軍慣を低下し得る。次

表は此の關係の一例を示したものである。
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５
５
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２
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０
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0ｩ1，
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５
５
５
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Ｑ
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Ｑ

Ｏ

2.4'31

第五節覆砂工

1．覆砂エの種類

覆砂工は死物彼覆工を云ふが鴨営地方では從來覆砂工と呼び來つたが爲めに

畦虚に於ても繊砂工とする。
砂丘ロ崩壊箇所の振大を防止し,㈱或は砂丘の移動を阻止しやうとする峰は

目的箇所を何等かの材料で被覆して、風の破壊作用が直接砂丘に及ばぬ檬にし

なけ鯉ぱならない。この被覆工を営地方では覆砂工と呼んで居る。新潟市の砂

防工事の'一時成功したのは、塵芥汚泥工にありと言はれるが、之亦一種の甕砂

工と晃倣すべきもの､唾あり、針轆の附着した生松枝、或は介殻、海岸に打ち上

げられた藻類、或は木片などを撒布して砂の移動を防ぐも、一種の覆砂工であ

る。當地方の覆砂工は主として葉萱笠を地面に張り付け、其上に竹を伏詮て

qL
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更に其の竹を押串で押へ風の篤めに飛ばされぬ様にする。此等の材料を使用す

ろは､静他方で容易に得られるからである｡只竹は秋田縣画郷では得られぬ
が由利郡及山形縣は共に地元で生産する竹が容易に得られる。鴬地方の竹林は

天然自然腱放郷し、季入をするととがなく、需要があれば片端から伐って責る

程度である。それ故に品質のよい竹は殆んど見受けられない状態である。

其虚で本莊管林署長故島田吉軍郎氏は竹林の指導に當り、現在の竹林を伐

り透かさせ、伐採した竹は買上げて砂防工事に使った。その爲め由利郡の竹林

が大いに改良せらる上氣蓮を造り、同地の竹林が今日の成績を示し、地方民が

竹林娃放簿すべきものでないと云ふ老へを持つに至ったのは、氏に負ふ虚が多

い。葉萱賓の代りに古莚を試用するに材料代に於ては僅かに低廉となし得るけ

れども、莚は潔れぼ密になり、乾燥すれば間隙が生じ、地面と莚との間は常に

密着を･ず袋の様になるし､'且つ萱よりも腐朽し易い峡黙があるから、葉萱賛の

方が遙かに優って居る。

2．施エ

覆砂工の施工に営つては、先づ第一に覆砂工は風の破壊作用に抗して施工す

るものだから、其の箇所を無理に被覆することが果してよいかどうかを究めな

げ恥ぱならない。場合によっては施工の爲め却って良からぬ結果を招ぐことも

あるからである。次には如何にすれば永く、安全、且つ有効であるかである。

成る可〈急激な抵抗を避け、風に對しては摩擦を多く與へる様に心掛くべきで

ある。従って地均しをして地形の鍵化を少くし､､法切をして傾斜の緩和を圖る

必要もある。傾斜は施行後植俄の關係も生じ、出來る丈け緩斜とすることは、

凡ての黙より望ましい。風上は勿論綏斜とし、主風に併行する斜面でも南面は

水分の關係より殊に緩かにする必要がある。アキグミの挿木或は植付を行ふに

殆んど同一傾斜並湫態に在る如き南北の雨斜面を比較し、植栽成絞は一見して

異なる程鹿の差異を來すことが多い。

風に對する聴擦を多くするには錐の張付に徴って、萱の並列が主風に直角に

する様にすべきである。しかし施工上必ずしも斯様な菱の張付の出來ない時が

ある。殊に傾斜の急な箇所では押竹を足場にして作業しなければならない場合

＆多いから之と反對となることも少くない。

覆砂工を施すべき箇所城風衝の烈しい虎であるから、賛を張付けた儘では容

易に固定しない。其虎に械物が自然に發生する迄は二シ三年を要し而も全面的

に繁茂する迄には容易でない。されば施工地が植物によって固定される前に被

覆の効果を失ふことがある。筆者は此の黙に鑑み大正十三年試みにアキグミの

ﾛ
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挿木を伺った。其の成績迩豫想外に良く、其の後年盈之を繰り返し、何れも相

當の成絞を塞げて來た°しかし植物は必ずしもアキグミたるを要しない。繁殖

力が旺盛で、冬に残るものでさへあれば何でもよい。當地方では其雛に置いて

安定し得ればオポウシノケグサが占領ずろ。此＠草が侵入;すれば他の植物が生
立し得ぬばかりでなく野鼠の繁殖を招致し、且、後に黒松を植栽しても黒掻は

オホウシノケグサに負けてしまふから、やはりアキグミの繁殖を計ることが最
‐F可液一・一・竜一二一一＝ー｡･ｰ＝罰冒寓帝一一滝や-ー一一・hE

も迩當と思

ふo
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率が低く、
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篇 眞翠覆・砂工地均作業になる。
（秘岡誉林署管内演泉國有林） 挿穂とし

て適當なものは肥沃の土地に生育した太い一、二年生の枝がよく質がよければ

三年生位の枝迄採ってもよい。長さは砂地水分の分布状態から硯て25cm乃至

30cmが迩鴬、様である。挿偲は三月中が適す。暖かき年ぼ四月に入れば活着，

率が劣って來ろ。挿付は斜面に直角に地上に一芽か二芽出る程度として塞部

を砂中に入れる。しかし砂中に20cm以上も挿すことは容易でないから、鐵製

の案内棒を用ひるととが有利である。

活着率は葉萱賛が厚く、地中水分の逵譲を防ぎ得れば両％乃至80％を得られ

るが､砂中には根切虫が多く被害も亦不妙､緒局60％以下に降ること．がある｡雲さ

れば挿付本数も一平方當り三､四本の割で挿し三年目位で地面を被ふ様にする。

アキグミの直挿には上述の如き妖階があり、殊に迩當な挿穂を多量に得るこ

とは容易でなく詞經変も亦嵩むのは営然である。この不利を補ふ目的で昭和七

年にテキグミの寶生苗を菱の萱と萱との間に唐鍬を打ち込み、賛を壊さぬ檬に

植込んだ。その滅統は活着率も甚だ高く生育も良かった。能代管林署では殆ん
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どこ1の方法によって資行して居る現在では各署共苗木を使用するものが多い。

アキグミの叢生地より天然生の根分けを'して植栽する人も有るが多くの場合
や

噸
．
‐
１
１
０

一一rUPｳ■一一声聞■．”D＝一

灘
良成績を期

待し得ぬ。

實生苗を

植付る時は

蓄木代が挿

穗採取饗に

比ぺ低廉と

なるばかり

でなく、活

着率が高い

から植付本

敷を減余る

ことが出來

津可,E￥；‘1

●。｡

ぺ

P

篤 眞”伺施行後 る。その結

果軍位當りの經甜をも低下し得るのである。

3．經費

次に覆砂工の蝿位面積當りの經養を見積り掲ぐれぱ次表の如きも、地均は地

形により叉箇所により著しく、差異があるし、押竹抑串は節約の餘地あるもの

であるb

、

目|数量|皐債|金額｜備 考種
‐

円

：
5．5

0．8
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長2.1Xn,巾2.1rn六符編

長5m"以上4mg.鴬り1本の割

1Ing.獄ﾛ1認の割

地均．材料小運搬服付共一式

簑
竹
串
男
女
穂
う

１
１
識
甥

付
ミ
付

蕊

グ
獅

葉
押
押
張
声
一
同

枚
本
紐
人
人
本
人

25

25

皿
副
引
到
“

01

長25.c.m.～30c､m,挿穂代

男一人一日1.000本の割.但し獄手直
しを含む

0.22I

｜ ’’計 1.098911ha溌り1,099間昭和11年10月

前表中アキグミを挿木によらす實生苗木を植付けれぱ苗木代17銭植掴費2銭

8厘計19銭9厘となって、1ha當り19圓90銭を利する計算になる（苗木代は後

章アキグミ養成参照)。
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そして叉挿木によって生長したアキグミ,＠校は偏平に披張し、地上遊被ふ性

質はあるが､根も亦欝く偏平に張る爲秒に､乾燥画烈しい年には被瞥を生づ謬る

ことがある。之に反し資生茜は根と深く卸し､挿木苗に比べ乾燥に對し抵抗力

が弧い得職がある。

第六節靜砂工

卑靜砂工の種類と目的

瀞砂エと呼ぷは営地方でのみ呼ぶ名講だと思ふ°他地方で云ふ蕊立工、芦立

工、粗朶立工、埋工等p工種に大鵠等しいもので、靜砂垣を他の材料で細かく

施行する牟うなものである。靜砂工の目的は或腫域の砂地を全面的に鎭めると

云ふにあるが、覆砂工と異なるは砂表面を被覆するものではなく、砂地を小さ

く鹿制して、砂の移動を其の小麗域内で行はせ、他の腫域に及ぼさぬやうにす

るのが第一目的で、之と同時に使用材料により砂地に水分を與へ〃且つ植物の

_種子を捉へて發生を促さうとするのが第二の目的なのである。

靜砂工は全面的鎭砂を計る工事であるけれども、之を一局部に施工する時は

前面災り來ろ砂を抑留･し、施工地内の砂をぱ後方へ飛ばさぬと儲'二になるから、

凹地を高める結果となって、地表の鍵化を歩くする關係上斯る場合にも施工し

て効果あるものである・・

材料は何たるを問はぬけれども、低廉で而も豊富であることが必要で、営地

廃1字
1...4．‘

一一

寓 眞誕靜砂工

(縦沸呵轡林鶚管内漬泉國右称）

h

f
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方では萱､麥桿、稻藁等が使用されるb中でも多量に使用する場合は、やはり

稻蕊で、何虚でも稻蕊靜砂工が一番魔〈大規模に行はれ,て居るから、稻蕊職砂

工に就て述べる。

、2．施エ

施工は飛砂の程度により地砂を4m.方形、2m・方形、或は長遜を主風{て直角

とする4m,に2m・の矩形に唾劃し､其の直割線の虎に藁を立てるのである。新

潟市の藁立工は根元を埋め上部を地上に出して置く爲めに、先の方は風に廃い

て地に伏し、砂に埋められてしまふけれども、當地方の立方は溝を掘り根元を

I

－

風上に向け

蕊の中央を

溝の中心に

．置き其上に

掘り上げた

砂を元の溝

が狸る程度

にかけ、前

掲篤眞第

24，25の如

く蕊の根元

も先も斜上

方に向って

立つ様にす

嶌眞25覆砂エと靜砂エ 方に向って

（能代誉林署管内大森山國有林） 立つ様にす

る。施工は至極簡単であるが如何なる狸風に出會ふも藁の飛散するが如きこと

は絶對無いと言ってもよい位だ。この藁の埋方ば當地方潤特の方法で、現在本

莊誉林署在勤の森林主事岡部盤氏の工夫に成るものであることを特筆する筆者

が、大正十二年水林國有林の砂防を観察の際、同氏に習ひ其後多少改良し之を

上述の目的に應用し、矩形或は方形に蕊立して砂地の安定を剛る工種とし之を

瀞砂工と名付けたものである。

施工に営り溝を掘るには臺共鐡製の平鍬がエい°木蕊にすげた普通の平鍬は

峰が砂に営ろ爲め、一日中掘るには大分勢力を無駄に消喪されるからである。

溝の幅は普通の鍬幅で結隣だが、深さは約12e.m・位が適度である。深過ぎる時

は藁の雨端が短くなって効果を減じ、淺ければ地上に長く出る爲めに飛砂に唾

へられる。本縣地方の藁は長さが短かく､地上に出る部分が少くなり､従って効
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⑨

根 先
果も減ずる。萎程靜砂工も稻藁靜砂

工と全く同じで、而も施工上より硯

れぽ稻藁よりも施工し易い。しかし

材料は品不足で手易く得難い峡鮎が

ある。國有林の砂防として使用出來

る鯆憎代蒼林署管内℃一部分に過ぎ

ない。

萱の靜砂工は施工法が異なり、葉

萱を長さ80G_m・位に切断し元と裏と

を混ぜ、溝は約30c.m・の深さとして

根元を上にして50c.mj位地上に瀞は根元を上にして50c.mj位地上に露は 靜砂工施工岡

れろ檬に立てる。根元を上にすることは葉身を飛散させぬ爲めである。尤も施

エ方法にも色盈ある筈で小切らずに折り曲げて立てるのも一方法であるも此の
l

方法によるときは風に對して弧いが施工の功程が進まぬ。

靜砂工の施工上注意すべきは、溝は主風に直角か或は海岸線叉は砂丘線に併

行する線より掘り、立蕊を経へてから識の線を施工すること。横の線。立藁を

先にすれば、縦を先に施工したものに比べ、殊更に風の通路を椿へる様な形と

なるからである。

叉靜砂工は風力を急激に阻止しやうとすることは禁歩ぺきで、徐燕に風力を

和げる考へで施工せね燐ならない。之は渦り箭蕊沙工ばかりでなく、砂防工事施

エ上常に忘るべからざる事柄である。故に立蕊の際には可成薄く通風度を大き

くして魔い範園で風力を弱むくきである。薄くすることは技{雨を要し、螢働者

は兎角厚くする傾があるが、厚くすれば立蕊の前後が掘られるし、經費も高く

なるのである。

36經蓋

次にrhg_當りの經賓を掲げる。尤も蕊は普通束を以て軍位とする。能代地方

では小把30把乃至32把を以て一束とし、本莊地方では16把、莊内地方で

は10把を以て一束として居る。而も小束の大きさ能代と慨岡方面とでば鶴岡

の方が少し大きく、本莊方面は魑岡に比べ尚少しく大きい。施エ人夫賃は施工

地の草生状態によって著しく相違し、裸地は容易であるが草生池、珠I亡地下型

を蔓延せしめる種類の草生地程難儀である。次表は中廠地に施工するものとし

ての功程を見込んだものである。

?
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稻蕊2m・方形施工の場合（莊内地方）

種目｜敷斌｜単偵｜金額｜備 考

弛
工
岬
嚥
耀
．

長
”
迦

垂
長
細

施
延
材

ｌ
砥
’
ぬ
ｌ
”
Ｉ

５
０
３

円
幻
乳
喝1

58

1

3

円

0.035

0.7m

Q450

う
う
男
女
く
くＩ
藁
夫
・

人

て
立
に
藁
把
方
一
↓
掘

束
付
小
型

束
人
人

｜‘2.881鵬和U年10月計

萱使用4m･方形施工の場合（秋田縣地方）

種目｜数斌｜典償｜金額｜傭 考

6W6c｡｡l
15､:::I1""繩〆
'""’

'11

I部‘

萱

人夫{震
〆
人
人

22

；
2

4

0.28

：O〃0

10．45 1

冒 ト’！’ 95.0･ol昭11和年'･月

普通海岸砂防工事と呼んでるもの人功程では以上の外に波除編柵工或は護岸

工などあるが、最も遍く行はれるものに立餐工と靜砂工であって此等のものを

箇所為盈によって夫舞邇営に組合せ施工するのである。

第七節編柵工

1.經柵エの目的

此虚に述べんとする編柵工とは波打際に設置する編柵工を指すもので、普通
‐一~

角
０

、

角 砂紋
一
一
一
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迅

云ふに二級編柵工である。演に立てば前岡の様な三角形に似た高低が交互に蓮

って居るのを見るであらう。之を三角砂紋(BeachCuSPs)と云ふ。

之は波が海演近く水の淺い庭へ寄せて來ろと其の上下動が殆どなくなり､前

後動の内でも、前進動のみが頗る優勢になる。今にその多少方向の異った前進

動の優勢の波が汀に寄せる場合を老へると、二つ波が互に相干渉し合って其の

爲めに一定距離を距て上汀線に直角な方向に前進力の頗る阻害せられる部分が

起る。此の前進力の阻害される部分べは波は、今迄運んで來た砂を落す。其の

落す分量は水が湧くなる程、即ち汀に近づく程多量になる。之と反對に干渉し

ない部分の砂は狭り取ら恥ろ。斯うして出來た三角砂紋の頂鮎を連ねる線は緩

い弧を鐙く。砂濱では汀線腫併行する。此の現象は'草の生えぬ波の常に寄せる

〆少しも固定ぜぬ砂地に出來るけれども、少し内部の草生限界線の虚にも凸凹を

現出する。勿論此所の凸凹は三角砂紋のみではないが、斯穣にV字形､或はU

字形に凹入する虎が非常に多い。之がV字形、或はU字形に凹入すれば、高波

の際に波は凹虎に集りﾙﾋ虚よ･り趣波する．

波が低く、風が弧い場合、風も亦此虚に集･り、最初に飛砂茜起し内部に飛び

込んだ砂粒は、靜止せる砂粒に衝突し、之を蓮かし始め、斯くして内部砂地の

飛砂を誘致する。越波を多くす‘ることは海中より上げら恥る砂を多くする。
、o＆

“

r手戸~.."~~雪葡､"､.、’噸.…､..…~縄，~..…苧毒雷鳴…邦::雪域群舞.壼承麺:窒喫’､･･つぴ･〆-､､-．雲や｡△
屍.－コ‐･･･-,.､？-ざる己9,?･ﾜ･．ｰ･q

篤眞26能代後谷地國有林前砂丘の内部、黒松造詠地に昭和

十一年･乍月四日の高渡に際し海水の侵入の朕況
（未だ防浪砂堤の施設を行はず而も前砂丘築殺の中途にして

遺路の凹所より海水侵入し黒松造林甑に浸水せり）

零
色

百一

Jq
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三角砂紋は海演に生ずる一般的現象であるけれども若し、内部、最も大なる

凹凸を整理し、而“上所に趣波することなき程度の砂堤を設け得れば上記の鉄

階を補ふばかりでなく、寄波、引波の差を少くし、海中より昇る砂趾を減じ

得。砂防施設上効果大なるものと老へる。此虐に着想したの-は大正十三年であ

ったがp其後試みる機會なしに過ぎた。偶盈昭和8年繊岡螢林署管内演泉國有

林及酒田菅林署西ノ濱或有林に《､此の目的で編柵を施工して汀線の整理を行っ

た｡其結果は豫想に大磯接近し､殊に蕊泉國有林は2.M)0m.の間、最高浸水線

に近き程度に高め得た。昭和八年九月の暖風の隙は現在編柵工設置地鮎よ‘り

50m.も蘭部迄趣波したものが、昭和十年十一月の高波は近年見ざる激浪たりと

錐も完全に防止し得、且飛砂を調整しつ上ある。

昭和-1-年十月四日は當地方に風速30.7m/sの暴風襲來し、激浪亦曾て見ざ

りし高波となりて押し寄せ、各地に浪害を發生した。然し乍ら編柵により防浪

砂堤の築設完成に近き箇所ば殆ど被害を蒙ら意かつた。

されば鵺岡管林署管内では海岸線12k.m,に瓦つ?蝿工しつ上あり。本莊、能

代雨菅林署でも一部築設しつ上ある。防浪砂堤の築譲と前砂丘との關係を鶴岡
管林署管内漬泉國有林に於ける施工を圖示する。

讃泉國有泳到於ける前砂丘と編柵工（未完成）

ノ

ノ’

～

』
、

椛
鑿

職
鶏
嘩

倦
叫
馳
匡

2 .施エ

然らば施工法如何と云ふに第一最高農水線の高さを知る要がある。從來海水

の最も高く陸上に昇った箇所を水ZFに連絡したものを最高潮線と云って居たが

當地方‘は邇営しない。常地方即ち日本海の溌汐は次表に示せるが如くで滿千の

差少く、海岸砂防施設上殆ど考慮の必要がなく、海水の高位を示すは風による
吹寄せと、波浪の二つに基くものであるからである:｡-今日本海の大潮升を示せ

ば次表の如きものである。

｜大潮

海洋地名｜米’
升

|""|､Wゞ質眼

｡"’ 1･251'!、樟｜・・誼|'･26貝本海｜鐘

fl‐
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舞
敦
新
艘
大
函

浦躍

元山

城津浦

加茂

士崎

0.31

0.46

0｡38

0.38

0.38

柵
鎚
潟
川
淡
館

お
Ｉ
調
１
ｍ
‐
お
叩
．
お

●
■
●
皇
●
ａ
■

１
１
１
１
２
３

“
釦
率
露
顕

１
１
１
１
１

0．38

0．38

0‘31

0.38

0,76

1．14

'

前表の欺臆を平均海水面より見るとき平均高潮面は約大潮升②半分を加へた

ものであるから當地方では先づ20e､m粒と想定して差支へがないと恩ふ。され

ば堂地方に於て瀧潮と言っても考慮する程度のものでなく、寧ろ激浪及風によ

る吹寄せを藷へなければならな'い。

然らば波が陸の何虚迄昇るかど云ふに、渚に砂草類の生育して居る界の虎は

稀には波も上るが常には來ないと毒ふ虎で､其虚は平均海水面より大凡3670m,

位となる。叉暴風の激浪の後演を行けば、塵介の陸上深く打上げられたものを

見るであらう。斯る地黙の地盤高を測れば大凡(+4.00m.)である。故に灘他方

では海面よりも4m･位高1砿迄浪が昇ると云へる。然し乍ら昨年の営地方測候
所開設以來の最大暴風時に當つては4,5m.迄波が押し寄せた。我國に於て恕測

された風の各地の最弧記録〔20分間平均）の中二、三を拾へぼ、

mﾉsm/s
石垣島50.3那覇45.0

長崎44．5鹿兒島。49β

大阪（木津）48．5八丈．島41．2
新潟40．1銚子44．9

斯る暴風による浪はどれ丈けの高さに迄發達し、何虚迄押し寄せるかを考へ

て防波砂堤の高さを定めいばならない。最も浪の陸内に高く入り込む黙を結ぶ

ものを假りに最高侵水線と名付くれば、防浪砂堤の高さは最高侵水線以上たる

を要する。今此の高さを實弛に照し定めるならば、平均海水面4.50,9一･5."m.

として計識する必要がある。即ち編柵エは高さを最後に5m､とするのである。

平均海水面より高さを測定する方法は、三角黙或は水準標より起測すれば灘行

上便利である。當局に於ける海岸砂防地形測量、砂丘頂の決定、鍵立工、編柵

エ等の施工には此の方法を採り賞行して居る。編柵の築設法は一般編柵施工に
錠立工の施工注意を加味し、汀線に平行し、而も直線的の走向を有し、且つ頂

を水手たらしむるもので事新しいものではない。一同施工の高きは最も高い個
所でも地面上0,60m.～0.70m・を限度とし砂中に0｡20m･を埋めるやうにする。

編柵を設置すれば風と波は間もなく編柵を謹確してしまふ。一同埋没すれは計
｡
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書高に達する迄施工を繰り返す。然し乍ら策立工に於けると同職補助柵を設け

乍ら施工を繰り返し､傾斜面の角度を加減して其の溺吠を捨石防波堤の形状に
導き、波浪をして此の斜面へ奔流せしめ波勢を減殺するやうに砂堤を築造する

のである。

邇常「波が荒い」と云ふ時には平均瀧面上2.50m～3.00m.高き陸地迄打ち上

げるから汀絲を整理すれば3.50m位迄には砂草を生ぜじめ得るが故に、砂堤が

出來上れば連にコウポウムギ、オニシバ或はケカモノハシ等を樋付け、此虚を

固定する必要が重要なことである。固定した砂堤は浪害に對しては抵抗力、弱

いものであることは、溌に於て屡表資例を見出し得る虚である。

高波と防浪砂堤

既に述ぺた通り、海岸砂防其のものの施工上の見地よりすれば、秋田縣山本

郡地方に多く見るが如き、前演の廣闇な施工法を探り、飛砂或は越波等の害を

此虚に於て防ぐことは良法であ､る:と湾へるけれども、近時の如く砂丘地の利用

の進むに粋ひ、山形縣地方に見るが如く能ふ限り砂防施設地を狭ぱめ、而も安

／

江.ー r,･顎言嚥･宇〆U可.一＝p口■ 争
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鰯境27緬柵工、築設作築中

（鶴岡瞥感農管内演泉國有林）
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全たらしむる必要が痛感せらるムのである。此の場合、若し防浪砂堤を築造せ

ざるものとせぱ、前砂丘の脚部は時折波浪の侵害を蒙むるととムなり、諸戸博

士(1)の説かる上如く、前砂丘は勢、内部に後退せしめなければなら赤､で利

用せら伽ざる演淵なる砂地を必要とする結果となる。而し記｡秋田縣海岸の如き

廣澗なる前濱を設くるものとしても、激浪をも越波せしめず、而も飛砂を抑座

する施設を爲ｰことは當然で、叉必要なことである。斯く老ふるときは何れの

海岸砂防に於ても防波砂堤を殻く．るを得策と恩ふo
…~1m‘臥し和蜥々寅U●轆・湾，字や全弧Ⅱ貼岾ウュ’’ずD拝一

I
上

〆；

鴬 蕊28編柵工

．飛砂を抑留し將に再度築設を要するに至らんとす(本荘瞥林譜田･尻劉有林）

3.經費

今編柵エ施工鴬りの經謎明細表を表示すれば、

種目｜数一斑’1単債｜
円｜

|鰄誓蕊｜
材

料
釘冠E516Z61

計’

I
術

1m雷り2本遡上

25本1束

細粗朶抑へ師

同

考金願’
一

円

98函

SOOd"O

11.550

2.400

－

411.950

｜
人
〃
〃
〃 ＃

0．4

･0．7

α7

0．4 露
５
０
０
５

料
搬
打
方

迩
材
小
杭
編Ｉ
人
夫
賃

女
男
男
女

24．

Ｌ
Ｏ
乱

（
垂
ｑ
〕
（
二

沸掘編方埋方迄一式

I
◆
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・斯くして綿柵工が計謹高迄達し風上の傾斜が豫期に達すれば、前述の如く砂

草類を械栽し、此虎を蓮かに固定するのであるが、砂草植栽は砂草の繁殖力を

老へる時は可なり密植するを要し、Img16株位植栽を適庇とするものと老へる。

斯く大鐘の砂草は砂険施工地より採取することは場所によっては危瞼を感ず
るが故に砂地の圃場に培養するを得策と老へるものである。今1ha當り植栽の

經費を見積るときは次の如きものとなる。

種目-｜敷撤｜単慨｜金額｜術 考

円

40000

171500I

22.5001
80.|000

餅に噸総蕊
1m．集

男
女

探
ｉ
１
１
計

草
付
砂
種

q

型付掘方蓮搬共

植付雑役共

砂堤を砂草類を以て固定することは必要峡くぺかざるものであって最も這當

とするはオニシバである。何となれば地下蓮が網状に葡這し砂地を緊縛する力

遜〈、而も海水に濯ぐ、且砂堤の形状に鍵化を典へることが他の植物に較べ遙

に少いからである。

＝
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第 章砂防造林三

海岸砂防植栽は飛砂に對する施業にして、其の施業は砂地の安定と造林との

二つに分け得るが砂地の安定は造林することにより其の目的を逹せらる上とと

もあれども多くの場合は前述の如き諸種の工事を施し地形の整理及恢復に依っ

て爲され、その安定後に植栽すると云ふが一般的順序である。殊に日本海北部

海岸に位する秋田、山形雨縣の海岸に在っては砂地の安定を待って遥林するに

非らざれぱ成果を治め難きものがある。當地方海岸砂防施後を硯ろに、古くは

遠く大同年間に遡るもcさへありと傳へらる。其後各年代に亘り行はれ今日に

至るものであって此間實に千年餘の歴史を有するものである。今営地方砂防造

林上必要なりと認めらるム事項を此虚に記す。
①

第一節砂防上普通なる植物と其の繁殖

海岸植物に就ては第一章第十節に於て述ぺし庭であるが、今此虚に當地方海

濱に最も普通とする械物の主なるものにつき、その性質と繁殖に就き述ぺる。

し,ろよもぎ

シロヨモギ.は菊を白くした様な形態をして居る多年生草未で､高さ30～40c.
□

m｡全農綿毛で包ま虹外槻の美と餅に混じ食用とし得る虎から畑地に栽培
~■七戸￥■｡｡

ｰ

4

４
４

肉

廓眞”シロヨモギの群落

(能代管林署管内後谷四壱称）

q
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きれるが元來北海道の植物で北海道と航行した頃に毒移植したものから繁殖し

たものらしく、今日でも米代川、雄物ﾉ1I,子吉川、最上川、昔時の港たりし河

口附近に多い。飛砂にはあまり弧くないから安定しか上った頃に發生し出す。

繁殖は主として種子による。砂防上直接有効の種類ではない。

かはらよもぎ

労ハラヨモギは多年生草本で、その根葉が恰もニンジンの葉に似てゐ'ろ。稲

葉は細かく分裂し鑿は60cm位となる。この柿物は飛砂が少し鎮りか上れば發

生し出し種子からよく繁殖する。カハラヨモギの生育地に黒松を植栽する時は

黒松の活着が良くない。多分其の根が四方に網の如く張り砿げて居て、黒松の

攝取する水分を先に奪取してしまふ爲めであらう。安定が進み黒松を植付る時

には抜き取った方がよい。

はまにがな

ハマニガナは波打際の梢内部より發生して、殆ど裸地に生育する多年生草本

で、地下蕊は深さ5～15c.m.の虚を幟に走る。砂表面には葉身と花菫のみ遊出

す。地下蓮の老成部は漸次枯死し、新しい菫で増殖する。地下華は分岐するこ

ともあるが、主に直線に走って各節から根を出す。被砂に對する抵抗力は弧い

けれども、冬季間地上に何も残らないで､砂防_上直接有効な種類ではない。

うんら，ん

ウンランは箔安定し出した砂地に生ずる多年生草本で、蓮は潤立して生へる

應には地上に葡甸して園籠るが､他の草の中に混る時には斜に立つものが多い。

富眞30ウン ラ ン

』I

言

I
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高きは20C.m.'内外で､童葉共に白色を藷ぴ圃華ば厚球を榛ち砂地植物特有形態

を示し、ベンケイサウに似た感じを與へる。この草が生へ出せば次腫ハマエン
；…

巖ドｳｶ堰入して乗る｡繁殖は主に種子に欲るが寸砂防上直溌あまり蕎効のも＠
でなく、-只ウンランとハマエンドウとが廣いI墓域に混生して來る頃は黒秘の一

身
年生造林を行ふ適期と認めらる。

すなび'きさ．う

スナビキサウは飛砂の殊に激しい庭に發生する多年生草本で、華の高さ

30c.m.内外、華葉共に繊細な椴毛を有する。葉は無柄で至邊、密に着生する。

根は地中深〈に磯たへ其臘韮り華を抽鑿出す．
一四一迅一

懲今手や
盃
吟
毒

《
蕊

の

、

篤 眞31スナピキサウ

スナピキサウは名の如く飛砂の最も激甚なことを表示す患、従って小舌欣丘

を造り易い･ところからこの名の出たことであらう,。袖浦砂丘には虚廉ばヂスナ

ピキサウの繁殖してるのを硯るが､飛砂の如何に激しいかを物語るものであま

り看難くない。斯様にしてスナビキサウは飛砂が鎭まり、他の植物が發生して

來れぱ自然に姿を消してしまふ。繁殖憾主とじて種子で行,はれる。

は 霞ひるがぼク

ハマヒルカホは海濱植物中最も普通蔵種類の一の多年生草本である。地下華

'は10c､m，～20c.mの深さに在:り、長く砂中に蕊延し､時には10m.以上にも及ぶも

而して老菫は1m.以上も深く砂中･に存し､地上垂は地上に幟臥する。華は騒臓朧

の圓形を爲して厚く､雨水を湛令得墨形を呈して居る｡＃豚F菫に陰8～12c.m位
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毎に節が,あり、各節からは一蕊と二根を出す。

‐ハマヒルガホ:は被砂には弧いが、飛砂が箱盈少くなってから發生し、其の後

ハマエンドウと混生して行く。

繁殖は種子によっても行はれ、叉根菫によっても埴殖するものである,。根垂

の一節が砂中江埋れて居れば翌年には一の佃篭として生育する。表砂が飛び去

り地下垂が出て、一時地上部が枯れても再び芽を出す。

鴬眞鍋ノ、マヒルカホ

山形縣飽海郡西遊佐村佐藤逹九郎氏の談によれば、同氏が宅地内に井戸を堀

つた時に、地中からハマヒルガホの種子が出て来た。氏は之を播いた庭發芽し

たとのことである。然るに同氏の宅地と云ふは莊内砂丘の風下斜面の下部に在

って、延享より安永年代に砂防を行って安定をしめた土地であるから、若し其

の後の種子だとすればこれから推す時は、少くとも150年間位は發芽力を保存

したことになる。果して斯様に永き間發芽力を保持する･かどうか判ら･ないが、

直話であるから此虎に記したのである。

ばまぼうふう

ハマボウフウ涯一名ヤホャポウフウとも言ひ、普通食用に供され、八百屋など

に賛ってゐるからこの名がある。砂防上直接大した有効とは言・~ないけれど

も､.逆に之を堀り取った爲めに砂地の荒溌を招致したと云ふ例も少くない。都

會近くの海岸では堀り取って荒されぬ様注意する必要がある。本莊町に開.く市

場で、近頃管林署の監覗が嚴重で容易で操れ濯いから高い〃だと言って居た壷
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子があった。此の意味に於て砂防上重要な關係を有するものと言ひ得る:。

ハマポウフウは多年生植物で根は砂中に直下し､長いものになれば1mi以上

に及ぶものも少〈ない。根の上部は短い根垂であって、被砂の程度によって長

さを愛するのである。この根菫に葉、附着した跡が肥厚して塗る。それ故に附

蓋部の個歎によって大略その年鑑を推知することが出來るし、各肥厚部間の長

さによって年舞の被砂堂をも知'ることが出來ろのであるb

ハマボウフウは被砂には甚だ弧いけれども、風に堀られて根が露出すれば地

上に出た部分は枯れてし蚕ふ。されど再生力が掻く地中より叉芽を萠き出す。

嵩眞33ハマポウフゥ

増殖は種子で能〈發芽する。蒜海岸に於てこの稚苗が到る虚に發芽し或は數
十株團って發芽して居るのを見る｡ー

おぼまつよひぐさ

俗にツキミサウと言は＃Lる多年生草本で、三年目に結資し、結實すれば枯死

する。この穂物は北米原産の渡來植物で、今日何虚べ行っても見られる程蕊直

力の弧い椹吻である。されば海濱にも發生するけれども元来海岸植物でないか

ら、飛砂の烈しい所には生育し得ないのである。秋田縣では之を砂防用として

使用した所もあるが、この性質を辨へないで樋付けた結果、一時は花MIIの観を・

呈したが翌春には全滅して居たと云ふ賓例もある。飛砂が安定した地には、矛

ホマツヨセグサは種子でどんどん繁殖する°

はまえんどう

●

、
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ハマェンドウは安定度を指示する植物で露､之が庚い匡域に亘って地表を被ふ

獄になれば黒松の植栽を行ひ得るものと思はれる。ハマエンドウは多年生草本

蕊、或は種子により増殖して砿がる。韮は地上四、'．：窪b,でも‘地下ザ 五十緬位の高さを げ

篤眞34オホマッョヒグサ

（能代憐林署播内後符地閏有林移動砂丘安定後に發生）

有して横臥し､密生すれば他の草を唾倒してし主ふけれども、ハマヒルガホと

混生する時は六月上旬の開花期迄はハマエンドウが優勢で、結寳後は次第に簔

へ、ハマヒルガホが代って全盛を極め、九月頃は再びハマェンドウが伸び上っ

て雨霞混立する。ハマェンドウが繁殖すれば砂地の地力を増す。この草の若

芽及び生種子は煮て食用とする。

ね むのき‐

ネムノキは古より秋田、山形の海岸砂防に湊く用ゐられた樹種であることは

記録に示すところであって、黒掻林内に被墜され乍ら生き蕊ってるネムノキは

往時の植栽にかしるものであらう。現在でもなほ各地で使用されて居る。

ネムノキは暖帯より,温帯の南部に生ずる落葉喬木で、地方では直接潮風の

衝る所では生育が困雌で年盈梢を枯死させ、他の木が生蝿して風両が少くなつ・

てくれば次第に勢を得て来る。既往に於ては可なり藤〈植栽したけれども其成

績は潮風を眞面に受ける砂地では大方失敗して居る。成績の良いのは林内や黒

松と混植した所の潮風の受けることの少い虚か、或は砂丘の背後などである。

之に較べ輻井縣の三國海岸、石川縣の金石、大野町海岸は渚迄く迄ネムカ稲栽一

一

き

！

、
、
面
。
”
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され、良く生育して居るのを見る。この結果より椎する時はネムノキば賞地方

に於ては氣候的關係上、砂地の第一線に植栽して可なるぺき樹種か否か疑問を

有する。尤も山形縣管砂防工事に於ては、日本海に直面せる海濱地帯でも、良

成績産得てゐるととが報ぜられて居るに徴すれば、弧ち弱いとは言へぬかも知

れぬが､寧ろ黒松などの混植樹種として使用すべき樹種だと思ふ･

黒松とネムの混植に就ては大阪管林局の山崎氏の研究發表あり、黒松貰－.寓本

に對しネム百本を混ぜる時ば黒松の生長を促進することが出来ると云ふ(93)o

黒松は砂丘地にも能く生育し、砂防林造成上綾〈べからざる樹種であるけれど

も、黒松其物は砂地を好むものでなく、砂地にも繁殖し得ると云ふのみで、ネ

ムの混植により砂地に有機質養分を與へ、其の根癌菌は窒素養分を供給し、黒
松の生長を助長するのである。

ネムの苗木は一年生で充分山出し得る。大きなものになれば1m.以上にもな

るがネムは直根性の樹種で、あまり大きくなれば堀取も柚付共に困難で手頃の

虚はまづ30c.m.～50e"m.位であらう。小さいものは床替を行ふ人もあるが直恨

性のものを床替することは面白くもなし、經費も嵩み寧ろ朧葉して新に播種震

成を行った方が得策と恩ふ。種子は1kg約27,000粒で1kgより1:500本～2,000本

の山出苗を得られる。只恐るべきは錺病であって、全苗圃殆ど全滅の状態に賂

ることもある。駆除としてボルドー液が効果あるが、一旦錺病力鍍生す虹ぱ蕊

延する一方で容易に躯除し得ら＃Lぬ（'09)。最も良法としては同一苗圃に連年

養成せぬことと、集劉的養成を止め、他の臓種の中に黙盈と床地を設けるがよ

い。しかし錺病が發生し‘たらその苗圃でネム苗を養成することを甲止した方が
得策であるo

にせあかしや

ニセアカシヤぱ明治初年アメリカより渡来したものであるが、繁殖力の
旺盛な黙では他、追從を許さぬところで、今や我邦全土に亘って茂って居る6

如斯能<溶地にも堪へる黙から何虎の海岸砂防にも使用されるに至った。

一鵠ニセアカシヤば灘風には弱い樹木で、潮風を受ける様な飛砂地には生育

し得ない。されば當地方に於ては良成績を期待し難い。山形縣誉砂防工事でも

同様の結果を報じて居る。若しニセアカシャが生長し得る地なれば､共虚は黒

松を植栽しても良成績を得べき土地なのである。しかし之を林内に楠識する時

は陽光さへ充分ならば旺盛に繁茂する。從って黒松と混植する時は無松が生長

するにつれ次第に旺盛になり、前面に砂防作用を爲す何物かが來れぱ黒掻を座

倒して生長する。若しとの時雨者を共立せしめやうとするならば人工を加へ、
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常に或程度迄ニセアカシヤを除伐しなければならぬ。

次掲嬬眞第35は大正十三年に於て筆者が初めて植栽したニセアカシヤ造林地

であり、相當の成長をして居る爲めに良い遥林と呼ぶ入もあるが｡、筆者は自分

←

嶌
眞
妬

q

ニ
セ
ア
カ
シ
ヤ

窮蝿35能代掛林署管内後谷地國有林大正13年秋穂栽地

除伐の上黒松逮械栽（昭和六年搬影）

で植栽し乍ら之を失敗なりと見て居暑。それで昭和五年に極度の除代を行って

其下に黒松の一年生を植栽した黒掻の生長ば他の同時に植栽したものよりも遙

かに良い。之は＝セアカシヤの地力恢復に役立てるが主なる原因を爲すも＠と

思ふ。ニセアカシヤも如斯目的を以って植義すれば効果も少くないが、ニセア

カシヤを以って砂地を安定せしめやうとずろのは無理なことである。

増殖は播種或は分限によるがよい。播種は最も簡単で一年生を以って山出が
充分である種子は1kg約40,000粒で1kgよりの得苗數は大約7,000～8,000本位

だ。

はまなす

海演に美観を呈するものにはハマエンドウ、ハマヒルガホとハマナスであら

う｡ハマナスは我邦南部より北海道､樺太海岸迄分布する倭小な潅木で高さ

約1m"以内、刺毛を密生し、初夏の候から紅紫色の花を開き、往盈秋の頃迄

この花を見る。甘い佳香は辞ふが如く荒凉たる砂地で荒ぶ心に一掬の慰撫濫

與ぺる。果資は|園〈扁平で、熟ず〃ぱ甘く海岸の子供は喜んで食ろ。莊内

地方では砂丘地に生ずるアヲツもラフヂの蕊に通して輪とし、中元に佛前に
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均

供へる。

昔は秋田縣でも山形縣でも砂防に使った。演梨とあるのはハマナズのこと

で、實はハマナシが眞営でハマナスば誤りだと云ふが、現在では一般にハマナ

スと呼んで居る。今刺が邪魔になって取扱上不便な爲め、今.日では砂防上使用

されないが種子駐播けば能く發芽生育する。

ハマナスの蕾は染料と左ろ關係上採集して蕊を去って乾燥し、大阪方面に輸

出する｡‘根皮は叉制撫の染料となり痔の蕊となる。されば根を掘って自家用或

は費用とする者があり、斯る人爲被害の砂地荒應の誘因となる。能代誉林署管

鴬風36ハマナス

内の砂防施設を要するに立至ったのは、約四十年前砂丘上に自生するハマナス

の根を剛探したのに原因する。其の當時でも二圓位の賃銀となったとかで。鼓

って堀p取ったものだと老人は語って居る。その結果は今日の惨害を誘致する

に至っ捷｡：

こうぽうむぎ

コウポウムギは砂地謝亡最初に發生して来る海岸植物で℃雌雄異株の多年生草

本である。葉は狭く、長く、厚く、光澤を有し､高さ29c.m.内外で、誼は春季

より初夏の候に開き、種子は秋季に熟する。色は黒色三角形を爲し、一穂に数

十を着生するから結質量は相當になる。

夏季海演に立って細い葉のコウポウムギを見るは、當年の發生苗であって可

1

一－
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なり稚苗の數を見ることが出來る。 けれども繁殖は地下垂によって多く行は脱
行
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る。從って増殖をしむる方法も株分けによるがよい。

地下垂は20～40c.m.の場合に装っては其以上の深さを縦機に走る、麺下垂よ

り葉苗を出じ、その葉華が被砂するに至れば新苗は緒節より抽出して;荊葉垂を’

形造る。被砂を繰返す時には葉菫に鋤固の結節が塗う弓るo現眞室川螢林署長大

島御郎氏の調査によれば此の結節間の垂直的高さ朧割ちその年の堆砂量を示す

ことになることである。砂防調査に於ける飛砂朕態を推知する上に参考となる

ことがある。篇眞第38はその綿識を示したもので、各結節を横に結鐇時はその

縦の距離が大艘同じとなる。

けかものはし

ケカモノハシは砂地に護生ず息多年生草本で節奏より太い鬚根を出し､細長
の葉を亜生して華冬葉には白色の毛を有款る。殊に穂の毛は長い。花陵八月頃

に開き秋九月下旬頃に結蕊する｡穂は中央から二叉に割れ､〆鴨の礎の様な形な
ので此の名がある。

蕊稗I"m下垂で連結し、一探画数十本に達することがある。この華燥は地下

節より殆ど水平に走る2～4本の根を出して砂中に固着する。根の長さ1m･は或

腫其以上、稀には2m｡に達する‘ものがある。この根は刷毛蕊造に使用し得る位

丈夫で而も垂に交互L根網を形成して砂地に閲蒲する力が甚尭弧い｡さ鯉ぱ鴬ヵ
地海岸の前砂丘風上面より渚線に至る砂地に植栽しで効果多いものと思ふ。秋
田縣山本郡濱口村海岸は渚迄一面にケカモノハシが繁茂し、能く砂地を緊縛し

て届るを見る、只團妖的に生育しやうとする峡職があるから◎械栽の場合は植

栽方法考えの必要がある。

増殖は種子と分蘂による砂地に於ても稚苗の發生は能〈見るところであり、

畑に播種しても能ぐ生育し、養成可能だし、株分によるも襲い。播種養成せん、

とする場合は砂地に埋蕊瞳行ふごとは有利と老へる。砂地に於ける自然生を観

ても靜砂工の蕊、上に發芽するものが頗る多いのである。さ恥ぱ九月下旬どの

種を採集し靜砂工施工地上に播き發生巷しむることも容易である。計謹的に植
栽する場合は播種養成を霊ることが必要である。

おにしば

オニシバは海濱に生ずる多年生草本で、華は細く堅く殆ど地表下を詞罰し節

の間は8c.m位で各節より二本の葉華を出し、その下端より二､三本の根を砂中｜

に下す。葉垂は普通5c.m・内外で枝梢上に穂を付は夏季に開花する。

オーシバには我々 が普通海濱に見るものの外ナカミノオニシバ愛コオニシパ
の二種があり、何れも海演に生ずる。秋田師範學稜掻村氏の調頚“)によれば

--‘1

｜
〆I
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秋田縣の海岸にはナガミノオニシ式も自生することが記してある。

増殖は主として地下垂による､被砂の抵抗弧く舌城丘を形成し易いが葉垂の
長さが低く扁平な厳い舌状丘になる。山形縣の海演には此種舌状丘が渡達して

居る。第二章第七節に述べた通り防浪砂堤固定には最も適する植物である。

はまにんにく

ハマーンニクは俗に山本郡では卜●、由利郡及飽海郡ではプナグサ、西田川

郡ではタグチと呼ぶ。形態がニンニクに似たるを以ってハマニンニクの名があ

る。この草は多年生草本で三月下旬から四月初めに廃棄、夏季開花する。非常

に繁殖力の狼い草で、種子でも下垂でも繁殖する。大聖寺鶯林署では播種養成

をして砂地の柚付をしたこともある。當龍方の民家でも葉を以って筵を織る爲

め,に、畑地に栽塔しで居る庭もあるが、主として株分による。

ハマーンークは繁殖力が旺盛であるが新しい砂や飛砂地には適しない。箱安
／

定しか上って他の植物の發生した虎であ恥ぱ急速に殖える。との植物は窒素養

ダ

朔

分を好む。栽培に欝って胸壌素肥料を充分に典へ、苗の上に少し〈被砂して分

蕊せしめる。

賦洲にはハマニンークに似た植物で亜蕊野ramGras3(Pasmmaarenaria)が

あって砂防上無くてはならぬものとして重要されて届る。形態､はハマニンニク

に妨佛たるものがあるけれど繁殖力の黙ではハマニンニクの遠く及ぶ所でない

らしい。

あきぐみ

アキグミは鴬地方の海岸では昔から康く用ゐら恥た樹匝で、グミと稲するの

は皆アキグミのことのやうである。

アキグミは山野、海濱を間ばず自生する潅木で。高さ大鰡2.,.以下、葉は長

楕圓形で銀色の細鱗を具へて居る。この細鱗は若い枝や垂にも附落して居る。

刺は枝であって翌年には普通の枝となる。初夏に調度に数花を綴生して秋にな

れ瀧白い星が密に附着する紅色の漿果を結ぶのであるとの果肉は甘く子供等は

好んで生食するし、叉璽漬として貯藏し冬季の副食物とする。

アキグミが何故昔から砂防に用ゐられたかは次の理由があらうと恩ふ。

天然生多く欝木を手易く得られ‘ること、

飛砂に對し抵捕性の弧いこと、

活蓋繁殖力の大きいこと、

之を混植する樹睡の生長を助けること、

アキグミの根には根癌菌が寄生し、窒素養分を混植樹種に與へ生長を助ける
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に至る。この關係に就ては後章に述ぺる．

繁殖の方法は直挿、挿木養成或は播種養成の苗木による。挿穂は年數が若く
、

て太く、貯藏養成の多い部分を使用する。穂慥は直挿の場合は砂地は乾燥すれ

ば年によっては20c.m・位迄乾くから､これより芯深く砂中に入れることが必要

で、大約25cm.以上30Gm・位を標準とし、苗圃に養成の挿穂、長は15c.mb内

外が適度だと恩ふ･

挿木養成は普通土壌の苗圃に於てするのであるけれども旱害にか上り易く、

従って養成喪も樹み勝である。叉一方一時に多量の挿穂を得ると云ふことば至

難の'ことである。之に對して播種養成ば種子採取の時期を失しざへしなげれば

恐らくこの地方では種子を不足すると云ふごとは無い。そして一年間の養域で
足りるから播種養成が最もよいと恩ふ。偲岡管林署採取が容易なれば海濱の小

學校に依頼､した。學校はその代金を以って貧困兒童の雨具を朧入したり、兒童

岡書館の岡書購入喪に充てたりして、頗る有意義に使用された例がある。

蛇足に類するが種子の緒選は果肉を操み没して水洗ひ陰干とする。精選種子
の駁實量は漿果の時に比ぺ重量では6～8％位である。種子採集費の各署の朕態

を示せば種子の採集費は1kg鴬D閲内外より1圓5,60竣位で、各署の質行軍漬を

掲げれば次の如く，、酒田誉称署に於て5掴以上を要せしととは例外と見だけれ

ぱならないo

アキグミ種子採集変

昭和九年’ 和十

量kgl単
昭
一
数

Ｉ
‐
日
Ⅱ
Ⅱ
け
０
１
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
１
０
１
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代
莊
田
岡
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2．8

14．0

3260

7．2

16．0

1.545

1.251

1.632

1｡074

龍
本
澗
鶴

種子には木に附着して居た時から虫が付いて居るから貯藏の場合は殺虫の方

法を講歩る必要がある◎アキグミの發芽効率其他の資例につき石川瀞一氏の鑑

定を借りて掲げれば次表の如きものがある。

｢ ■
備 考

昭和七年｜鴫和八年｜

可謂'婆
1k誹り55,m0粒

種子は能代管林署實内後谷地図有林産
資
純
發

重
奉
率
量
芽

タ
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播種養成でも1年で30cdm以上の苗木を得るは難かくしない。叉山出は30e,m.

以上の苗木の方がよい．されば砂地に養成するよりも壊土の欝圃で肥料も充分

與へて成るべく大苗とし。若しあまり大き過ぎる場合は梢端を切って、迩鴬の

大きさにして山出するのがよい。山形縣縣露では砂地に養成して床巷してるの

を見るが、小さくて床巷するやうなことは、養成喪が総むから小さなものは寧

ろ艤乗した方がよいと筆着は恩ふ。壌土に養成した苗木を直接砂地に植栽せぽ

或は衰弱しやしないかと云ふ心配もあるが、アキグミは邇應力の大なる樹匝濁

あるから其の心配はない。從來は能代以外の誉林署の義成はアキグミは無肥料

でもよい様な考を以って養成した雄があった。そ肱故山出苗木は数量が少なか

ったばかりでなく至って倭1,なものであった。本年養成は各署共充分の肥料を

與へたから成績が良いと思はｵLる。試みに能代篭林署萎成の施肥料を掲ぐれぱ

一雨r霞ア1流肥量gl種獅 施肥量雪’
｜

孝伽

堆肥

過燐酸石灰

硫安

蕊化加里

鰯紬

｜

|’ |……
8

69

1.125

10

12

アキグミ養成愛は次表に示すが如く甚だ腫盈で年により庭に麦り異なる、要
身

するに未だ養成方法が充分含得されぬ關係にある。昭和十年に於て能代熾林署

停高慣なりLは種子の麗理方法に峡陥あり播種後に發見せられしと見られ､鶴
岡徴林署養成の高償なるは挿穂の選撚に峡陥があったこと上思はれる。挿木養

成の場合挿穂の選定は重要なことである。養成費を低下せしむるには主として

播甑養成による事､肥料を充分に與へて得苗率を高むることに雀る｡筆者は雑
經毅を含めたる養成費にて50銭～70銭位に仕上げなければ蔵らないと考へて居

る。挿穂養成は挿穂の採集に於て既に多額の經斐を要するし、挿付後に於ける

枯損は結局山行苗木の眼慣を高からしむるのである。薪し挿養成に依らんとせ

ば杉挿木台木D如く、苗圃内に台木を養成し置くは採取菱を低下し、且つ活着

率を高むるものと老へる。

管内アキグミ養成費
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第二節砂地の安定と黒松植栽

從來砂防造林に使用ざれた樹種は種脅ありと雌も、今日硯る砂防林は其の殆
ど全部が黒松林であろを以って糠砥ぱ、主として黒掻を紘糊翻重として使用し

たものであることは論を俟たぬ･之黒掻は賞地方海岸に最適の構種であること

を證するものと云ふぺきであって、今後も亦使用せら熱るもの･と老へるが紋に

砂地の安定と黒松造林との關係に就き述べてみた､へ。植物の侵入するは環境が

其の種、生活要件に適するからである。樒伐は人エによる植物の侵入であるか

ら、人工を以て侵入せしめや心とすれば、先づ瓊境が其の械肋の生活條件に遥

しぽければならない。

′飛砂の安定欣況溌覗るに、一厘域が同時に同一程度に發生するものでは.な

く、批虚彼脆と散在的に安定の土地が生じ、そ恥が次第に四園に、恰も遜波の
陣D行くが如く披がって行くのである。

I

した篇冥第39～第42は能代醤林署管内後谷地罰有林に於ける砂例へば次に示

地安定と柚物の

發生を示す一例

で、砂防垣の風

上面の黒い斑紋

はハマエンドウ

の群落である。

植栽も此礎に

考慮を柳って行

ふを要するので

ある。劃一的柚

栽は如何なる迩

林事業に於ても

避くべきである

が、殊に砂防遁

林に於て然りで
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潟 眞39防施設と造林

能代誉称署管内後谷地國有林(大正十二年）
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ある。一厘域を一時に植栽するなどは良法では厳いし、
．_1

○

假りに無理に植栽した

‐曹とするも同一な

:Z良成績は期待

し得ぬ.ものであ

る。

"X&!次に掲げたる

。本莊瞥林署管内

蝿水林國有林内ID
‘署藤森に於ける例
罵を示した圖に依

爵｡"‘竺長、？

§篭熟
醗ことを知り得ら
れるであらう。

斯様に植物の

自然發生に倣つ

９
Ｆ

陽強．箔
きざ

鐙鐸蓋謹

蹴磯．

F－F

看磯“塾"_鴬
鰯眞如同上

同砂丘上面に於て黒営はハマエンドウ

の發生し來れるものなり（昭和四年）

麺

同一顧域内に於て何同となく勅植が繰返さ’＃仏ることになる
b

1

て植栽すると牡ぼ、

が、事業の質行

より見れば誠に

煩雑でもある

が、要は成林せ

しめることに在

る。如何に溌行

容易と錐も不確

實なる造林は避｜
ければならぬ。

安定せる局部よ

り年燕安定の度

に應じて四方に

披げ途に一地域，
全部の植栽を経

へるやうにしな’

Z

嶌眞41同上

ハマヱン群ウの生育旺盛となる手前はハマニンニクの網舩植栽同
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ければならぬ。

飛砂が鎭定し出せば植付げ凌ぐなるのは人情だと恩ふが、植栽は必ず急いで

は不結果を招ぐ･時期の到らざる前に主林木p植栽を行へぱ、柿栽木迩保護す

る爲めに肝心の砂防が鯛却され易い9何庭迄も砂防が宝で、 栽
ぱ
安
に

植
内

は從でなけれ

ならない。叉

定せるが如く

見えても天候

次第で本年の如

く冬季間の風が

著しく狸いと云

ふが如き年には

植栽木の埋没せ

られるこどもあ

るから必ず急ぐ

べきでない。砂

防憾外槻を軍歩

べきではない。

碓蛮でなけ瓢ぱ

ならぬ｡-植栽可

能の如く観た時

ノ

蛎興鋼同上

同紘栽時期到逢せるを以て黒穣一年生造林遊行ふ

は果して植栽すべき箇所か否か再考の必要がある。若し榧我すべき箇所でない

と考へるに至らぱ前の行がかりに捉はれずにあっさりと放棄すべきだ。或は埋

木荘答林署水林國有林通霧藤森人工砂丘風上に於ける黒松生育状況

一マ

率の上方の欧字

艤繰鮮鋤

一
］

生長不良の年欧
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附‘｣1

匪
閂
１

子

●

1”

められても掘ってやればよいから早く植付くるがよいと云ふ人もあるが、掘っ

た場合摺鉢状になれば一度風が吹けば直ぐに埋められるから、徒らに經費を棄
、

でるであらう。筆者は再び植栽ば決して急ぐべからずと躯調し農い。

第三節樹種の混清

前述の如く當地方の海岸砂防は古くより行はれ、一般豹に例外なしに主要殖

栽樹種とした黒松は､砂防造林上最適樹匪なるを意味するものである。然し乍
ら黒松は必ずしも砂丘地を好むものではなく、只砂丘地にも生育し得ると云ふ

のである。當地方の黒秘は元の移械に係るに不拘、内陸には可なり深く侵入し

て居るのも地方的に邇する爲めである。
砂丘遥林に於け墨黒掻の生育炊態を硯るに客土或は埋蕊などの効力は左程長

く続くものではなく、漸次効果を減退して來て生長も裳へ、葉色も黄ばみ、生

色を失って來る。之ば前第一章に於て述べた鎌に砂丘地の地味清悪なるに基く

ものである。然るに奮藩時代に篭成せし砂防林黒松の生育は可良なるものが多

い。それは何故であらうか、安定するにつれ自然植物が發生し、或は落蕊等に

I

上‘

吉

よって地力の増進するによるものが多いには相逮ないが、試みに蕾記録を総く

時は今日見る黒松林は必ずしも黒松林の単純植栽を行ったものでない。否寧ろ

始んど全般的にアキグミ、ネム等の樹種を混械したことが散見さ恥る（30.31.4

7.51.55.58.57.58.59.60)。今之を地方別に黒掻と混清植栽した樹種を摘鋒すれば

次の如きものである。

黒松植栽に伴ひ地盤固定の爲め植栽せし混植樹睡調査

戒
1

1
1

塊 砂防事業
施行の主
たる年代

蒋記に識れ 傭老
る汎植樹種

砂防難業常り
し主たる施設
護

脈
郡｜町村

秋‘"，本|龍代潅II唾徳一天綴'越後腫太蝋II右細IW
村井久右術門

賀薩景林

同祷村寛政一文化.栗田定之亟

叶繍急熱同淺内村喪

：灘蕊-勤鱸職蔦：

栗田定之亟は山本
南秋田河邊三郡砂
防に貢献し藩士な
り以下略

柳合歓木

茨萸合歓木

潰柿玖魂

柳

合職木装萸

采萸I
亨
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寛保i太田政扉梢

文政大賀小助

菊地三季茱萸

享一保中川六右衞門柏.楢

享保一交化栗田定之睡莱萸柳､合

謙井傳陣1;i歎木
天顔一明浩

霞艤-乗鱸驚鶏獺蕊合噛恭
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ネム腫發芽の關係上天然に於ては含水量少ぎ砂丘地には容易く漉發生し得ぬ

もので、今日砂丘地に生育訴名黒松林内外のネムは主に往時の植裁に係るもの

である。而して往時の遥成をし黒松林の良成績底ろは此等樹種の混渚によって

地力の増進せられしも與って力ありしもの,とも見るべきである。今日営地方に

て黒掻と混植しつ上ある他瀧睡はネム、アキグミ、ニセアカシヤ、ヤシヤブシ

!ヒメヤジ報ゴシが主蔵る:ものである。’

此等の混瀧樹種は大概､根瘤菌を寄生せしめる。根瘤菌は其の寄主により種

類が異る。農業用植物に寄生する根瘤菌の種類の研究は進んでるが、林木に寄

生する根瘤菌の研究はそれ程進んでは居ない。目下種類に就ては．研究さ虹つム

あるものもあるその中ハシノキ属、ハケシバリ及びグミに寄生する根瘤菌は

「ナクヂノミセス」4ctinomycesの一種であるとされて居る(28､86)。

雌等の稠曹菌は鯛生に對する抵抗力は種類によ’り異るが一般に弱い。

例へほき次表に示すが如く張酸性には生存し得ない。

?

~

~しかし乍ら海岸砂地

の酸度ば左程狸酸性の

もの･では底いから此の

職より:観るときは根瘤
篇の繁殖には都合がよ
いのである。

|限界酸露(P6H)根瘤菌の種類

アルファルファ．スヰー吟クローバー

読豆”カーデンピ一％.ベツ．チ
赤.ク．ローバー.。コン､モンピーンス
表豆、ぺ．ノケペ玖’トピンス
〃〆－ぜン

4卜90

4.ZO
塔1．20
3630

3．15

I
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1麺

而して叉根瘤菌は塵に對しては一般に抵抗が弧い°然らば鯉に對しては如何

と謂ふに、農學博士板野新夫氏（28）の研究によれば紫雲英の「ヒユーバム」

及「クローバー」にありては食騒の含有率3.5％以上に達す虹ば發育卒至難で

あって001～0.5％が其の好適淡度を示すものであると云ふ研究結果を發表せ‘

ら恥た･即ち次表の通りである。

根瘤菌の發育に及ぼす食聴の濃度
二一一一.－－－－－－－-一一一一一一一一

の－ －濃度％
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＋
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＋
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十
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十
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備考 (＋)の激は程度
(－)は生育せざる達示す

1

然らば海岸砂地の食塵の含有塗は如何と云ふに、林學博士原勝氏の鳥取縣砂

丘に付き研究せしものに依れば（78）高潮線に近き程高.〈内部に進む程低く同

一個所に於ては上層最も高く下屑之に亜ぎ、中央部最も低いが其の範園は海水

の浸入せざる個所では0.019～0.093％で海水の浸入する虚では2.147～2.927％

である即ち次表の通り‘

砂丘土壌中に於ける土壌水中の食聴の含有量％

|藻§｣鋤"丘|震"屋1腿灘診犀|”1

試料採取の位置 考

一

0･0931賞灘岳駕蔚轤膨
高潮線附近にして拡生

｜蓬有する諭線の砂地(婁
麓漂亨粒）

｜
高潮線より500m内方
の砂地

｜
高潮線より湖山ぱ1.3
00m議坂は1．000m服
部は7"m内方の砂地
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の含騨斌の著しく大なる
は高潮の際には海水によ
り洗はるL揚研であるに
よる◎
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０
０
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･023
･0231

1
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i
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Q301

膿:’0.0251
是を以って槻るとき砂丘地は「根瘤バクテリヤ」の繁殖に好適の含瞳奉の箇

所が多く、海水の度為浸入するが如き箇所でも根瘤菌は繁殖が可能であること
を知る。

型

ジ

駒
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毎

されば砂垂地は根瘤菌”繁殖に莚iするものと云ふべきであってP砂丘地には

根瘤菌の寄生する植物の繁殖を計ることは有利とするものであるが其中でも寒

風害､醗害及び飛砂の害に對し抵抗力が弧き植物を選定することを必要とずる
根癖菌の作用は空中の遊離窒素を攝取固定し､一旦蛋白質態窒素化合物とし

て菌の艘内に蓄積し、之が寄主の蛋白質分解酵素に依って消化吸收され、寄主

の地上部主として葉に運ばれ、其の落葉が腐朽して窒素養分を黒松に供給し、

黒松の生育を旺盛ならしめるものとせられて居るのである。

ヒメヤシヤブシの混植の有効なことは所謂｢松D若返法｣で有名であり.、森川

均一氏の研究論文(80)は林學會誌昭和6年2月瀧に發表ぜられた虚である。又ネ

墨の有効なことも既に林製會誌昭和9年11月號に岸田、山崎雨氏の發表せ‘られ

た研究輪女(94)によって明かである。然しネムは寒風害烈しい箇所では枝は年

柔枯匁黒松の生長につれ良い生育をなさざれぼ、前哨地帯の植栽としては當地

方には最適と言ひかれる。殊に飛砂の襲來する如き箇所ではあまり烈しくなく

とも地上の部分は年為枯死し根部ばかり、生き残り安定を待って伸び上る。

最上川河口に械栽せる山形縣の砂防事業のネムは良成績なりと報ぜられるも

やばりとの蕊係を脱して居ぬ。＝セアカシヤは砂防造林上より観察して有力な

る樹瞳とは言ひ得ない。何んとなれば潮風及び飛砂に對しては極めて弱く＝セ

アカシヤの生立する虚なれば、黒松を植栽ずるも良き生育遂見る箇所である。

そして若し黒松と混植するに於てば黒松の生長するに伴れニセアガシヤの生長

も盛となり、前面で潮風が遮ぎられる様になれば黒掻を座倒してしまふ。され

ぼ＝セアカシヤは黒極林造成上の混清樹種ではなく、黒松植栽前の第一次造林。

として地力壌進上役立つものである。

次にアキグミば如何と云ふに當地方に於ては最も適する梱種であるが、吹上

濱に於ても好成績を示して居ることは林上試職報告の示す虎である。之を以っ

て観れば濁り當地方のみでなく砂防上全國的に有効①樹種であると思ふ。近年

青森登林局管内鯵ケ澤董林署より年舞アキグミ種子の採取を委託して來る･又

躯海道廃よりも海岸に植栽するアキグミ種子p採取を依頓された。今此虚に能

代誉林署管内後谷地國有林内に現はれた黒松の生長との關係に就て示せぽ、同

國有林昭和6年以降黒掻1年生遺体駐施行するに賞り、東西1列20本12列計2

40本植栽した調査庭を設けた。翌年該麗に接綾して外國にネノ､及びアキグミ駐

植栽した。然るに砺橘種を隣接地に植栽した2,3年後から、之に遠い黒松の葉

が黄色を帯び針葉が短いのに反し、ネム、アキグミ①植栽地に近い方の黒松の

葉は蒜が濃く針葉も長く生氣滿ち充ちて來た。

ノ

L

､
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計 ’
前表に就て見鯉ぼネム及びアキグミ植栽列より麺｡の距離に在る黒掻の植栽

列迄は黒松生長の劃然と旺盛でありも此の影響は現在大凡5m.離れたる黒松迄

及すものと見得られ、との現象は逐年擴大するものと思はれる。

表に基きネ皇及びアキグミの植栽後その距離と黒松の生長の朕態を観る次表

の如き開係に在ったものである。

1
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二表によれば、ネ奄及アキグミ植栽地より1m.離れた第一列はネム、アキグ

ミ椎筬の翌年よりも既に効果が綴はれ､2m.離れた第二列は3年後に至って効果

が出て來たことを知る。次にネムとアキグミの何れが黒松に對してより効果的

だか今遼かに沢し得ないが、前記第1列及第2列にあってはネムの植栽地に接

する部分の昭和9年7月に於ける平均樹高ば1.358m、アキグミに接する部分の

平均樹高は1.493mであった。

‘本調査庭以外D混渚植栽地の黒松の生長状況は､愛呼欺に依ること乍ら
全鐙にアキグミの混植地はネムの混植地よりも良好である。而してネム、アキ

|蕊
鳥

邸

灘
語

蕊
ざ彦竺~壱

三＝

濯

瀧

錘

グミ雨樹種

の養成の難

易、養成饗

の高低、潮

風に對する

抵抗力等よ

り見る時は

少くとも當

地方に於て

はアキグミ

はネムに優

るこ:とを信

ずる。宴眞43ネムアキグミ混械と黒掻の生長．ずる・

左方黒松の大なる造林木はアキグミ、ネムの植栽地アキグミ

に接し右方に到る‘に従ひ蓮去る（能代誉林暑騨内後 の混植本数
地國有林昭和三年植栽地同十一年三月搬影） は植栽する

時期により

異る。例へぼ飛砂が充分鎭主ら歩して黒松の植栽前に植付ける時と、黒掻の植

栽と同時に植付ける時とは異底る。しかしアキグミは細じて黒松の植植の二三

年前に植付けとなるを得策とする。gIIち黒松を柿付けたる時は既に砂地に肥料

分が増加して居るし、加之ならず飛砂に對し抵抗力の狸いアキグミは早く砂地

を固定L其他の草煩p發生も促し、且つ黒松の防風作用を爲すからである。今
アキグミ:と黒松との混植配置産考へれば
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一

（')及(2黒松'0,000本アキグミ'0『000本の閻合

黒松アキグミ各1OjOOO本械(1)尚上(2)

・黒松･アキグミ 同

● ◆ ● ● ● ● o･。。．.む

o o o o O
O O o

● ● ● ● 。｡､o．.C

O O 。 ⑮oc。｡。

主風。。。。。｡。。主風
● ● ● ● 0

。 。<-－。。。÷__‐
0 ．。

● ● ● ● ● ◎｡。。.．。

。C O◎ 0 ．
－0 ‘。 p

● ● ● C ● ● 口｡。。■．。

。 。o oo
O o ．◎

●。｡.。◎．．。

(3)黒松10,000本アキグミ20,000本の場合前記三圖に就き云へぱ(,)及

黒松10.000本。アキグミ20)000本植(3)、 (2)間が効果的であるが(3)は黒
UO

経植栽と同時に行ふぺき植栽法同

。●｡｡。｡｡．｡．､ であって而も三年内外で密生し
主風

てしまふ。即ち混植本数が少し
o O O o O

÷－
口･Ce。｡｡『．｡e 多いと言へる。（2）も亦黒樫の

植栽と同時か或は1．2年前位に
0 ． 0 。 O

・。。。、。。。．。’．・行へぱよい。事業の寶行上より

槻る時は(3)は植栽並に其後の
o O c O O

補植撫育等より槻て最も實行容
｡go、。｡。.。G

易で、割合に効果が速く顯はれ
。 。。 ｡ ◎

◎・o｡◎。。．。．
る。而も黒松械栽二、三年前に

植付ける時にこの配置によることが良いと老へる。

第四節砂地含有水分より観たる黒松造林法

海岸砂防植栽に於ける主林木たる黒松と植付けるに當つては、先づ砂地が安

定せることが第一條件である。此の條件に1I卜つた植栽を暇りに適期を得た造林

と呼ぶことにする。

然し乍ら植栽の適用滋得だ黒松造林地でも植栽後4,5月頃には殆と全部活着

I
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したものであり乍ら、6月より8月の頃に至れば陸繊として枯死してしまふとと

がある。筆者は且って大正13年春造林に於て斯穰な失敗を爲し、當時の事業

規程に鯛れ不成績溌告を提出した。しかし之は當地のみならず大凡各海岸地方

に於ける共通的現象と老へる。同様の現象は凋り新肺地のみな'ら.3言老齢黒松林

内の雅樹の發生消失にも観る虎である。
．、

今本莊螢林署にて調盗せし同署管内水林國有林中天保年代の植栽に係る鶚松

林内稚樹の發生調蕊表を掲げれば次の如くである。

黒松稚樹淌失調査表(灘撫認撫篠剛有林）
－

｜月別
黒松稚樹本数

生｜’年生
|現在本数|輪損本蕊|橘損歩合|残存本蕊

I 年 生I2

’ 蕊|蕊現在
本数
枯損
本数

生
数
透
木 ’’

％

1．58

謡’
12．46

1J531

0.381

45,101

％
0.62

0.53

2●27

1.29

一
麺

９
７
６
２
９
４
２

２
９
８
１
５
８
８

和
却
却
叩
暇
暇
暇

超
皿
釘
誕
幻
釦
４

Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｏ

４
５
６
７
８
９
１

21079

2,063

2,021

1,”5

1ｼ948

1,928

1,924

一
弘
空
的
一
一
一

５
２
．
１

一
弘
旭
力
刃
鎚
、
釦

扇’
1,0Ig1

一
蝿
銘
刀
弱
妃
犯

４
６
４
９
９
９

Ｊ
９
Ｊ
９
ケ
－

２
２
２
１
１
１

2コ

1j

５
７
７
４
１
１

？
ザ
Ｑ
づ
□
９
Ｆ
２
Ｊ
Ｑ
グ
ｔ
〃

２
３
２
２
２
２

１
列
ｑ
Ｉ
Ｉ
討
口
１
１
句
判
Ｉ
副
副
ｌ
↓

０
０
３

３
３

’
2.“

1.03

0.21

'681'sp@’1,7431|3,5651計 2,122 1,924

窯 松稚樹本數

’4生月別’3
年 年生

現在本数綜損本数|構損歩笥窪存本数|魂瀧本数|枯鎖本数搾損歩合|窪存本敷
％
犯
印
拓
兎
鉛
詑
．
“

％
1．13

O.40

al7

1．07

3．13

1．55

Q44

Ｉ
ｑ
ｌ
別
５
８
２
．
５
７

２
５
１
５
２

4314 ７
７
６
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６
５
５

１
Ｊ
夕
，
』
，
，

１
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。
↓
。
’
Ｇ
１
１
＆
１
Ａ
勺
山
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２
７
９
６
６

１
０
０
３
１
７
５

０
０
０
９
９
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，
，
夕

１
鼻
●
１
９
人

鎚
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鎚
印
“
、
妬

７
７
７
６
６
６
５

１
２
９
Ａ
１
Ｊ
Ｖ
▲
ｄ
八
。
’
勺
１

Ｊ
ｊ
ｊ
，
〃
，
，

８
６
節
唱
銅
加
哩
Ｉ

ゆ
Ｏ
ｐ
ｅ
ｅ
４
ｅ
ｄ

Ｏ
０
６
１
４
２
１

1j0O8

ljOO2
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876

856
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５
６
７
８
９
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６
１
３
１
６
９

３
８
６
１
８
７

－1

'0･"|1,"91',OI6|'74i6･'4｡4"1．1，7631計 '841
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黒 松稚樹本数

月別 5 年 年生生 6

現瀧本数|柿榊数|枯損歩合|礎存本鮫|蝿瀧本難|枯損本数|粘蝋歩合|鯛侮本数
－

４
４
４
３
３
３
２

２
２
２
２
２
２
２

’
’
１
１
１
１

％
⑩
御
調
錘
印
勿
銅

●
６
●
●
■
●
ｓ

ｏ
２
１
０
２
１
０

９
３
０

％’

0.571

:ヨ
1.75

1.19

１
６
３
１
６
３
１

，

‐
白
９
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
日
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｂ
■
１
日
■
Ｌ
■
■
０
■
■
■
凸
界
■
■
日
■
■
・
■
』
■
■
Ｌ
１
ｂ
Ｉ
■
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０
９
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０
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０

奉
塑
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塑
調
調
調

４
５
６
別
ｌ
剴
切
ｌ
引
ｌ
威
可

お
湛
泥
”
”
“
“

１
１
１
１
１
１
１

混
沌
お
れ
鉛
“
“

１
１
１
１
１
１
１

１
１
－
２
３
２
－

I

則

:1

一
心

一
計 2"｜！だ’915．141】“8･40125013!

三

鶚 松雅樹本数

7年生

魏菰本数|赫損本数|枯損歩合|残存本数

月別 8年 生

|嬢瀞本数現在本数|満損本数純歩合
ト

i21 ％
一
一
一
一
一
鯛
一
、８

％
汚
一
釦
卵
鍋
汐
一

●
■
ａ
Ｏ
心

０
．
１
１
２
６

｜

篭’
iM|

Ｉ

■

Ⅱ

Ⅱ

ｌ

■

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

０

８

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ｂ

Ｆ

Ｉ

■

■

Ｊ

Ⅱ

１

１

Ⅱ

Ⅱ

。

０

８

Ｊ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

！

■

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｌ

０

Ｂ

Ｕ

０

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

１

４

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

日

、
入
－
２
２
３
１
－

３
３
一
○
３
２
２
＃
２ｑ

ｌ
１
１
１
１
１
１

４
３
３
１
９
６
属
〕

４

２
２
２
２
２
１
１

１
１
１
１
１
１
１

凸

一

４
５
６
ゞ
７
８
９
０

一’２
２
２
２
２
１

１
１
１
１
１
１

一
一
一
１
’

、129

I
126

125

125I

｜】’
I■

121]|8.33，’
1

6‘721 ｣2s1｜］341計

上表に就て綴れば枯損は6月より8月に亘ってその大部分を占め、而も幼齢

のものに多いのを知る。水林國有林内天然生黒松稚苗の主根長に就き本莊螢林

署手塚義久氏の.溌査結果を同氏の承諾を得借りて此虚に掲げる。

水林國有林黒松林内天然生稚樹主根長調

隠漁蕊喜|~蕊地上高c皿･'主根長c･剛、齢’ 考樹

」封
0.741調査本数は各樹齢毎に
2"|就き20本宛1

2．6

9．3

.
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Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｂ
も
ｆ
Ｉ
凸
■
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■
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Ｕ
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■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
８

３
４
５
６
７
８

ｈ
む
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０
●
●
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ｄ

乱
５
６
６
７
８
９
０１

４
０
５
８
４
４
４
５
‐

２
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２

。
■
Ｌ
■
４
ヶ
●
。
●
●
●

１
３
４
８
２
３
っ
〕
８

１
１
１
１
２
２
２
２

22．9

２
３

’76

｜
､C5

．77

６
３
６
１

2

､51’９
０１

２
２I

68

可

とれによつで硯I/Iぱ苗齢の大なる程主樋が深く地中に入って居る。其虚で本

莊mlに於て穣測の氣象年報により、昭和6年より同8年に至る月別平均氣温を求
めれば次表の如く、6月より9月迄に温度p上昇するを見るのである。

q

月次|'|'13141,|｡|'|'.|9|'ol'[|121年
一

13．6

16．0

8．0

'-617181
21.1l24,828.0|

22.9127.213｡.4

1“’,;罪“

O.9

3．6

－2．1

１
１
７

６
●
●

７
０
０

１
２
１

－
１
１

６
６
ｌ

ｂ
Ｌ
＄

０
３
４

１
１
１
１
《
○
０
６

の
●
●

４
７
０１０ｏ◆
０
２
３－

1

23．1｜

篭’
７
４
６

●
●
、

５
８
９

１
１

10.3
1

1童’
平均氣温

平均溌商氣湛

平均媛低氣温

０
６
７

４
ａ
Ｑ

從來の研究に依れば氣温､蒸發堂及蒸散壁との間は前述の如く密接な關係澄
有するものであって､前2表を對照する時は温度は高き期間に祐損が多い。尤も

1年生稚縦の請失が6月に於て最大を示すのは温度は他の月より高くなくとも、

發生後間もなく笛根の發逹不充分な篤めである。而して叉東京誉林局珊了村松

砂防林概要(49)によれば同試験地の黒掻造林に在っても6，7､8月に於て枯損の

多いことを報じて居る。柵って天然生黒松稚樹或は造林木の枯損すろは主とし

て乾燥即ち砂中含水分の峡乏に基くに在りと言ひ得る。同牒に含有水分の多寡

は直ちに造林木の生長に關係するものであるが故に、砂地の含有水分は如何な

る歌態にあるかを知り、夫交適切の方法を講歩ることは蓋し造林上府要なこと

に属する。故に筆者は此虚に目的を置き能代誉林署管内後谷地陸賄林に於て含

水量の調査を行ったものであって．その調張結果は第一章第七節に於て述べた

虚である。之を綜合して老へる時は

砂地の含水度は低混地を除けば一般に甚だ少し､ものて､ある。

砂地の含水量は深さと共に増加する。

‐砂地の含水量は砂表面の蒸發によって失はるL水分よりも、植物の蒸發散

作用に依って失はるL水分の方が遥に大きい。

砂表面に庇陰を與へる時は含水量を増加する。植物生育砂地の含水量は植

物の種類及その形態によって異る。,

鰯

、
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同種の試験は林業試駿場大迫元雄氏によって爲され､林業試験報告第16號｢草．

地と裸地に於ける土壌水分の比較試駿｣(67)と題して發表されたものがある。

この結論を掩録すれば

地表の氣淵及土壌温度は夏季に於て常に裸地に高く、草地に低く、叉地

・表の漁度は之に反して草地に多く裸地に少い。土壌の含水量が其の深度に

對する關係は、草地裸地共に浅きに少く深きに多い。即ち地表に近い程乾

燥度が増加する｡」

とせられ、筆者の砂地含水蟹調交の結果と同一なことを知る。

以上の調査結果に基き筆者は次の植栽方法を推すものであって、管内國有海

岸砂防植栽では一般にこの方法を採りつ上ある。即ち

1、安定状態が一年生造林を可とする個所の黒松植栽には可成一年生を杣栽

すること

；2，植栽に當り苗木の根の直下に埋蕊を行ふこと

3、シバ、ケカモノハシ．オホウシノケグサ、ハマニンニク、或はオニシバ

等の禾木科植物及之に類した形態を有する植物の生育する個所は地被物を

剥 ぎ去る，
0

4、乾燥期に臨んで植栽木の周園の不要な植物の刈挑ふとと

5、刈挑つた植物鵠で植栽木の根元を覆ふこと

′6，風避の爲めに衡立工を施工すること

上記6項、施工理由とその方法駐此虚に説明する

1、既往の黒松造林の成績を槻るに可なり無理な植栽をぜるものがある。即

ち未だ植栽の適期に達せざるに杖戦する爲め飛砂によって埋没する。と､の埋没

を防ぐが爲めに床替苗木p大苗を使用し、甚だしきは四年生位の大苗を植栽し

て風に對し抗し得ぬからと謂って、杭を立てL縛りつけ支へとなした時代もあ
い

る。今日では往時程のことはないが、しかし1同床替2年生を植栽しつ上あるも

のが大分ある。之は各地共植栽を急ぎつ上ある關係上、抵抗性の弧く見ゆろ二

年生苗木を使用するも、之は即ち無理なる植栽を意味するものである。床替苗

木使用の可否ぱ暫く措き、然らば砂地の含有水分上床替箭木と1年生苗木の何

れが適するか考究するの必要があるd

試に筆者が昭和7年3月能代誉林署管内後谷地國有林の植栽に當って苗長と主

根長比較調査したる虎次表の結果濫得た。
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調蕊｜苗長c.m.!塞纒長c.m.|'蕊麗苫種別

本鍍|憂大|最小|季均|曼大鑑小|季均I歩合

1．職に:に!::：
黒松

”|"，。
1年生

黒松1同

霞替2"FI1,10フ39.015.

同様な成績は本莊苗圃に於ける調査に於ても認め得るのである。
、

剰
釧
一
刻
Ｉ

調
本
一

松
生
同
年

別
１
２
年
繰
替

種
黒
１
黒
床
生

長c.rn.|主根長c,ni． 麓長K鋤す
る主根長の
歩合

－り･U1■

田

斑一天｢扇~爪 雫均 最大|最小|割ゞ湾
30138｡3 港．

4079.4 5315 5

勺

30148.4 26320.22 6515 18．4

前2表に就て見れば1年生の主根の長あは2年生よりも短かいけれども、苗長

と主根長どの關係的長さは2年生よりも遙かに大なることを知り得る。叉1年

生苗木の根系は天然生の如く法正なる形を呈するに反し、床替苗木は不整形に

なり勝であり、而も永い間普通土壌で養成された篤め根系の發逹が濯ぐ扁平に

なって居る。然るに砂地含水度は上層に著しく少いから床替苗木の根ば充分の

披能産發揮し得ない｡要するに砂地に於て水分を織取するに不便なのである．備
叉1年生よりも2年生は植栽に充分活着せざる間は1年生よりも風によって振動

し、地上の振脇は根系に傳へられ水分の吸牧困難ならしむる結果を招致する。

如斯にして床替苗木の造樺は1年生苗木遥獄に比べ水分$f1i取上より槻ろも不利
なりと言はねばならぬ。

2、埋蕊は黒松1本に對し約β509r～400gr宛蔚木の根の先端より梢盈下方に

埋め、堀り上げた漂砂で蕊の見えぬ程度に甕鼻。之は蕊が乾燥して居るから若

し苗木の根の一部が此庭に接するとせば、植物鵠中より逆に水分を奪取せられ

1

、

ることになるからである。

苗ﾌIくは埋藁の直上に植付け、植付の深さは、苗木が苗圃に建立

よりも3m.m"~5m｡m.位の見営で謙展する。これは砂地にも凹凸
いて砂が移動し根を露出することがあり、そう云ふ時でも根を出

る。砂地は一般林地と異り琵随深櫨と言へ｡ど械方が困難なものだ

苗木が苗圃に雄壷した時の地際

があり風が吹

さぬ爲めであ

のだが苗剴喧を左手
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の撤旨と食指とで持ち、小指遂植孔の縁に當がへぱ植栽

埋蕊は植栽の列間に行ふ地方もあるが。主摂を主とし

上便利である。

て考くるか或は側根を

主として考へるかによって決定することである。若し埋薬を多量に施すものと

牡ぱその腐朽と共に、上部の砂層が焔落し植栽木の根部を損傷せしめる結果と

なるが､300gr~4009厘の施行に於てはそ雌の略落産生じない｡然る時は植栽
水の根をして速に水分の豊富な屑に誘導する矯めにば、植栽木の直下に埋蕊す

ることを良とするのである。黒松の主根は只に繊幹逢支へるのみならず水分の

識取上にも意義を有するものである。さ伽ぱ埋蕊の効果を速に顯はすには紘栽

水の直下に施すを適切なりと老ふる錘埋蕊を直下に施すと列間に施すとの間に

睡直下に施す時は樅孑睦掘る序であるから自然經費を低減し、1halO,000木植

栽に淡て約18圓120の差駐生歩る。されば営局管内に於ては最近能代誉林署で

_毎列間に埋蕊するの外、全部主根下に施しつ上ある。埋藁の主根下の列聞及び埋

I

藁の代りに敷蕊をする場合の經費關係を調べて見れば次表の如くなる｡､而して

次表を戒るに無蕊値栽の場合は勿論植栽費晨も-低廉であるが､蕊1把使用の場

合ば埋薬よりも敷蕊の方が安く、蕊2把使用の場合は敷蕊逼最も安く、次は埋

蕊厘1把埋蕊1把敷蕊の順となる。次に3把使用の場合は敷童匠が最も安く1把埋

2把數藁、3把埋藁、2把埋蕊1把敷藁3把列間埋蓑の順となる。

要するに施行人夫賃は敷蕊が最も少く列間埋蘂が最も多く要し、埋蕊はその

中間に位するものであ'り。故に効果に於て夫の何れが最も大底るかを経費少く、

して効果の大なる方法を採るべきである。
P
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埋藁の植栽木に奥ふる効果は砂中水分を一時貯減じて必要に應じ之を苗木に

典へる作用を篤すもので、埋蕊の氷持ちは甚だ大きく且'て筆者の調査した礎に

よ伽ぱ埋蕊の含水量は、埋蕊の乾燥塗に比し3倍～5倍に及び、若し苗根が埋蕊

中に達すれば菰分の大なる給源を得ろ｡然らば埋藁の限界残水量は如何と云ふ
黙に就ては調査を行はないが植栽木、根は施行後間もなく埋蕊中に突込んで居

ろを見る。埋藁に接すれば砂粒の含水量は埋藁より70.cm･離れた同深の砂屑の

含水量よりも1.5％～2.0％内外の水分左多く含有するを見れば埋藁には可なり

大なる有効水分が含有せられで居るものと老へられる。そして今假りに無施行

地の含水壁を5％と假定すれば､埋蕊の周園の砂は30%~40%戸含水量を増加
する理で、水分の大なる給源たるを失はない。

埋章含水鎧

1全_水湿百分率％
調査年月｜埋蕊|埋砿凋圃|蕊槻o’

傭 琴

一｜

雲1
338d451

X521
‘’

464.09

412．79
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地
：
地
地

》
》
鋤
輕
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蝉

月
月
月
月

年
年
年
年

和
和
和
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昭
昭
昭
昭

昭和

同

I司

同

5‘8’

6.6

6"’
6.81

一
釦
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７
５
３

！

Ｌ

埋藁の保水力は何時迄も持績するものではなく追々腐朽し、遂に有機質肥料

として砂地の地力を増進せしむるものであるが、埋藁として含水量増加の作用

を爲すほ大篭2年位の様に思はれる。尤も金澤誉林署砂濱國有林の砂地では5

年位有効だと云ふが之は水分及養分の雨方面より硯たる有効期間だと思ふ。埋

蕊は瀧年を經過すれば容職は箸じく減少してしまひ、失自鵠の含水量が多くと

も埋蕊として効果は箸し<減ずるものと老ふ°次に埋蕊の保水力減少に開する

調査結果を示す。
埋藁保水力減少の壯況

｜
埋込年別調査年月

1

考
含水量言分率％

備

埋蕊|埋藁圃圃|蕊謬Mo
ｌ
ｊ
ｌ
ヨ 霧

524

4．64

5．03

3.021１荊昭
同

日
日
■
Ｂ
■
凸
■
■
■
８
■
■
ｇ
■
丑
永
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
Ｏ
Ｉ

皇
３
４
５

裸砂地埋蕊後2年ケ4月

同1年5ケ月，

同5ケ月

昭和

同

同

垂§’

’3.479.31同

叉水分保有の黙より見て施業地、附近に容易に、壊土を得らる上ならば客韮

を行ふもよい方法である｡藩政時代の砂防造林には栗田定之丞は眞土を用ひた。
即ち翁の手記には「･･･松苗木を植樹し必ず］株毎に苗木を蕊苞に包み、眞土を
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以って其の限を固め、後之を砂中に極議して別に施肥を要せざるなり」とあり。

今日、山本郡濱口村附近で切苗と孵し、普通壊土の林野に發生せる天然生稚樹

を鉢付として堀り取って來て直ちに植栽する。之も一種の客土植栽と見るべき

である6客土は各地方で行はれる方法である。管内本荘螢林署管内の砂防植裁

地は造林地の中、或は之に接縦する箇所の中に四紀屑を有するものあり、酒田

管林署吹浦海岸に於ても比較的容易に眞土を得られる。客土と'爲す時は土壌の

改良を爲し得含水量も増大せしめ得るのであって、客土量が多ければ多い程有

効である。客土に就ては林業試験報告23號及25號に山本正夫氏の發表された論

文がある。客土により有効水分、増加量如何は理學博士纐纈理一郎氏善植物水

分生理（43）に借りる。

保水力及び限界鍵水率

鷲F更T藤王1
（71‘,'）
64．4

(25.0)
22．0

種類｜砂|砂十粘土|粘土
■
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
７
１
１
口
Ⅱ
Ⅱ
甲
凸
■
■
■
日
Ⅱ
Ⅱ
０
■
Ⅱ
Ⅱ
け
り

|備考腐植土

(1"･1)
140.5

(45.0)
41．0

’
1 ’

(45.8）
37．0

('1．0)

'Qol

(40.7)
2a9

(4.0)
4．0

(57.7）
56．8

(16.0)
13．0

括弧内は對乾
燥容職百分奉
對乾燥重歳百
分率

保水力％

小麥に於ける
限界残水竿％

客土は一般に多大の經誕を要するものであるが、穂栽地の位置が笹だ恵霞れ

た場所でなけ虹ぼ施行し得ないのである。水分赫取上客士の有効なことは今更

述ぷる必要はないが、客土堂少ければ植栽木の根は客土施行の周園以上に根を

出すの必要があり、従ってその効果を長く持綴し得ない。寧ろ埋藁を行ふを得

策と老へる。

能代螢林署管内濱口官行造林地は後部砂丘上に設定された造林地であるが爲

めに植栽法に就ては代灸研究されたものである。該造林地に昭和4年植栽方法

試嶮の爲め設けた試駿地の域繊を昭和7年同地出張の序に測ったものを掲げ

る。之を以てすれば埋徹唾の生長が最も良い。

植栽方法別植栽成績

植栽営時昭和5年に同6年に於
の高さ於ける仲長ける伸長量

"c6m･corn。C･nl､.

前2年間に1現在全樹
考

鴬ける隙,高。m・
備

一一一,--------－一一一一一_＝一一一二鑿’
8.24

9.48

a．871

植栽方法

9｡74

11.20

11.30

１
１
１

の
唾
の
唾
の
厘

木
栽
木
栽
木
栽

雌
錨
耐
繩
雌
蕊

苗
普
苗
耕
苗
埋

36.3644．61昭和4年秋械栽

昭和7年4月鯛査鯛査
37.3546.83

本数各唾共58本宛

39･931｣"｡|

26.62

26.15

28.63

’
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天然喰鉢付
苗植栽睡

前4瞳平均

） 1
24.0

34.4

21.32

11‘48

45‘41

45.91

8.50

10.19

15.59

24.24

海岸砂地の黒松林に接する原野状或ば裸地状を呈する虚、叉は黒松林内の皆

伐箇所の草生地などには荊蝿の生立することは稀である。然し礦ら6月上旬頃

には可なり多くの仔苗が雑草間に發生するのを目蝉する。裸地に於ても多少發

生する。此等の仔苗は6月下旬頃より枯死し乾燥期に入れば殆んど全部治失し

てしまふ。之れ畢寛、主として水分の峡乏によって消失することは疑ふ餘地の

ない虚である。故に水分の補給を典へ､適當の手段を講歩｡るに於ては､飛砂極銀

年生造林との利不利、戦を除外す)－まれる砂地であれば一(經濟上1

種造林も難事とはしない。利松（

播
く
の
能
松
を
黒
の凋松の試験地に於ては河田氏の行ひたるも

生育しつ上あるを見る。筆者は昭和三年四月黒松を毬果の磯砂中,に埋め發生を

計ったが毬果は乾燥すれば鱗障が開き､潤ふれば閉ぢ､之を繰り返し乍ら途に自

然に砂上に浮び上り途に失敗してしまった。故に翌4年4月に1ha,當り25kgC

割で128唾に次の3種の方法で播瞳したことがある。黒松の成績は次の如く、

今日は之を間引して生立本数を減じた爲瞳周園の造林地と何等の遜色がない。

嘉眞44は即ちそれである。

砂地黒松播種造林成績

播
別
面 劉塑
種
播種量

積
mMImg

現在苗

考

一

職

總本薮|'職冨灘
理"|播種畷和4年4月

I……
12車3

22．0

1

1"､m・下埋藁腫

lOc,m.下埋藁地
表倣蕊砿

jOc.m･下及20c､m・
下二重坦藍量地表敷
藁唾

80136

1601.478

321

"I

11

23.0

1。“
8

’
32 26．3

前表を見る二重狸蕊地表敷蕊瞳が他の二厘に較べ格段の差があることは要す

,るに水分の多きに基くものと言ひ得るのである。

叉當地で云ふ蕊瀞砂工は飛砂を鋲定する作用の外に尚水分の給源として砂草

類の發生を促すことは前に述べたが､施工した蕊の所に黒松の播種を行へぱ矢

張生育し得ることを見た。若し黒松の播種造林を行ばんとぜぱ生立せしめんと

する本数を定めその配置により孔を掘り埋蕊をし、其の上に1孔につき20~30

粒宛を播種し、覆藁するがよいと老へる斯くすれば飛砂の安定した砂地では賞

一一
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、

行可能と信ずる。然し乍ら順當り]0.000本生立として1孔30粒を播種すれば晒

鴬り4･6kg

の種子を要

することに

なり、1年

生造林を行

った方がよ

り確資で經

喪も却って

節約し得る

と老へる。

黒秘林の

林縁の飛砂

‘蟻眞“怨松播種遥拝地。侵入箇所で
（能代管林署管内後谷地國有林）． 飛砂の侵入

が止まれば洲鋤の盛に生立するを見る。之は落葉の上‘に飛砂堆職し数年間落葉

と砂の互厨を形成し′結局落葉は埋蕊の作用をして水分の増加を爲す&のであ

って、前記播種遥林と同一理由によるものと言ひ得る。篇眞第45は之を示した

ものである。

埋蕊D施行は鴬’

局管内にありて

は昭和3年度よ

り資行した。

筆者は砂防植栽

上水分の問題は

最重要なことを

痛感しつ上あっ

た虎が§昭和2

年荒溌地復駕技

術員識習會に於

ける河田講師の

講義により埋藁嘉眞“暑綴落葉土に稚樹溌生の状況

の効果あること （能代誉林署管内後谷地閣有林）

．~］
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を知れるに始まるも′ので、今日當局海岸黒掻植栽成績を向上せしめ得たるば腿

の教に負ふもの大なりと言ふべきである。只河田氏の埋蕊は列間埋込であり営

局の埋蕊は前述の理由により植裁木の直下に埋込むの相速がある。

黒松林内皆伐跡地或は疎開してシバの類の密に溌生ぜる虚には上述の如く容
易に雅樹の生育を見ざれども、之も草類より水分を奪取される爲あに仔苗が發
生しながら生育し得ないに因るものであお･

毛上の種類とその生育地の含水度に就では第一章第七節の諸表に照し明かだ

と思ふが此虚に於て今一度昭和6年8月30日正午より午後時迄の間に採取した

賓料に基く含水度の測定結果を掲げ､章生地には稚樹の生育し得ない事情を示
したい。次表は即ちそれである。

ノ

P

【

毛上の種類と含水度(鯉錨紬溺驫謁
一三■

| OCm一伽‘脇|‘髄'職燃．蓼
20cm－

80cm 40Cm
～

"…,",|"｡‘"","｡”……“｜購熱細薑爽〆黒松老齢株

蝿
畢
鵠
》
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》
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》
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》
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１
１
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地
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地

皆
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密
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青
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生
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ン

黒
に
力 3.2613'714:8316判5．3214．52
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ｊ
跡
地
代
育
錯
生
砿
パ
栂
シ
黒
地

4.75.5.323．59
1．８

９
８
石

。

３
４

３
－
’
１
１
１
朝
Ｉ

３
４

●

２
４Ｉ
３
６
６
盛

り、
１
１１地地背育生生ぐぐ〃ノシシ

外
二

林
↑
牙 4.7514.8113.93

コウ韻ウムギ生育地’2.5812.2112.6114.46i4.9713.36

に::,鱸:：
カハラヨモ兼生育地1.998.11．

裸砂地368115.84
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黒松1年生の苗圃に於て養成濟のもので根の長さは15cm内外であるが故に

6,7､8月の乾燥期にあっては草生地殊にシバの如き草類の發生地では黒松が生

育するにはあまり水分が少なすぎる。從って春期に發生したものでも枯死して

し霞ふことになる。

斯る箇所に稚樹の生立を招致しやうとするならば、地表を剥起して水分を奪

取する草類を除去し､或は同時に埋藁を行へぱ必ずや生育を促し得る｡砂地黒松

天然更新の方法に就ては本問題と次第に離れて行くが故に此虚には省略する。

3．次にシバ、ケカモノハシ、チガヤ、オホウシノケグサ、ハマーンニク等の

／禾本科植物坐青地の造林に當つては地表を剥ぎ取ることは前の天然生育に於て
．毛上を除去すると同じ理由であって、ル時の禾本械物は根を鶴〈扁平に生ずる

が故にで、上層は水分は極度に擬取され乾燥を來すけ虹ども20cm乃至40cmX

り下部になれば急に水分を増加する傾向があるから、地表を剥ぎ取って後値栽

すれば埋蕊の必要を少くする。然し埋蕊を行へぱ更に良いことは勿論である金
一艘毛上の種顎と深度による含水度の差遠は佃脅別糞なことば既に前掲諸表

により明かなるところで、植物の形態はその種類により自ら異なり、同一種類

でも生立によって異なるのである有毛砂地の含有水分はその細毛の生ずる位

置や程度、繁茂の欣態によって差違が起る。例へぱ同じアキグミ生育地でも舌

朕丘を爲す箇所の水分の垂直的分布と、栽植地に於けるそれとほ異なるのであ．

る6

即ちアキグミ植栽地は20c､､.以上の深度の虎は、それより淺い所に於ける巽

りも却って水分が少い虎もあるが、舌肢丘にあっては前者に較べ深い虚でも水

分が少いo

雑草木の繁茂地は裸地よりも水分が少いととは前述の穰な關係であるが､1回

の降雨雛の少い時には地上の落葉などに遮られて、地中に鯵み込むものは極め
三

で少い･

之に反して垂葉を傳はる水滴は、華根を博って地中に入り、根の周園の砂を

潤す。斯様な時には中部が水分が多く、上下部が少い現象を示す。

同じ雑草木の生育地であっても、其の理により種類により異なる現象を呈す

る。叉その葉に於て雨滴を湛へるに都合よい形をして居るものであ虻しば、他の

種類の生育地に比べ含水度の低い場合が多い。

例へぱ小雨の際にあってハマヒルガホの生育地はハマェンドウ生育地よりも

上層に於てzk分が少いoとの關係は前に述べた虎であるが、斯様に毛上の形態

を考へ栽樋方法或は撫育方法を考究することも注意すべき事項である。
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4．値栽木の周園の雑草潅木類窪刈沸を行ふことは砂防_上の見地より許きれぬ

場合が少〈ない｡故に刈沸は何虚這も之を「刈沸ふも飛砂を誘導ぜ余と云ぷ脆

園を脱してはならぬ｣雪飛砂地が次第に安定し始め丁度植栽蔦期に到達迂る時な

らば刈沸の必要は少いが叢生を待って穂栽するを一般に得策とするが樅に斯る

篤眞46アキグミ根華溌達の脹況

場合腫刈抑の

必要が生歩

る。そ:れ故に
‐：…

筆着ば刈り取

るべきものを

「飛砂零に狼

て地上部の枯

死する草類及

植栽木に那臓

して居り乍ら

刈り沸舞"も飛

砂には關係を

持たぬ草類や

撒水類」を目：

標として刈沸ふ。

り擶取せらる

上水分灌奪同

して黒松に與

へやうとする‘

のである。
宇

此庭に疑問の

存するのは雑

草木を刈沸ふ

も黒掻の織取

する有効水分

を増加し得る

や否やに在

る。然し乍ら

限界蕊水量は

何となれば前述の様に砂地の含水は甚だ低いから他④植物よ

窺眞47ツルウメモドキ根垂發逢の妖況

1

p

1！

L
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笠

溌物の種類により多少の相違はあるが大な､るなのでは濯ぐ、黒松の限界残水量

i睡他の砂章類の限界水量に比べれば犬なることは想像し得られる虚で、而して

今小麥の砂地に於ける限界篝水量は容水量0‘04に営り砂地容水量を23庫9％とす

職ぽ結局無効水分は1“％となるからして海崇に於ても大艘無効永分を1§15と
、ｰ

見元可なりと老ふd斯くす恥ぱ含水量の項に於ける第10表を参照す.る時は有毛

地の含水分は殆ど限界残水量迄低下するものである。

愛植物の最適含水量は如何樫なりやと云ふに、勿論植物の性質によって少な

からぬ差を有するもので一概には言ばれぬ。例へぱ同じ海岸砂地でもシバとコ

ウポウシバでは全く含水量が異なり筆者の調査一部を示せば、

u

麗

咽

蓋蓋逵豊毫'｡~""-“
…生育地3"｜"‘
コウポウシ．』パ

4･5016･1'生青地

|"-‘｡|‘･~．｡|"~"｡|…
｜

’

＝
ご琴備

｜‘篭,睾：
6908

32.42

1

昭和6年6f112日よ
j6月21日迄10a
間の平均含永慶

5617

23．07

本表によって見匁ぱコウポウシバは地下水の高き砂錨に生育するものである

ことを知り得。本箇斯に於ては60c.m･以下は水曝地を篤すものである。

然し乍ら一般作物の最適含水量は大凡土壌容水量のβ0%~8U％と:篤されで居，

ろを以てみれば海岸砂地の含水量は甚だ少いものと言へやう。故に砂地造林に

謬っては砂地含水量の保有水分を全割職取せしむるが如き施業をすることが必
要で、從って雑草木を刈沸ひ黒松の攝取水分を可及的多からしむる‘は蓋し重要

なる意義を有するものと言はざるを得ない。然らば刈沸地の含水分は如何と言

詮に筆着調査のものを此虚に示す:に、

刈沸地含，水度％，
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4.唱

前表と凱掲中前表調査と同時期庭於ける裸地及草生地の含水度を比較の爲め
I

再褐するに
２

｢蔦壼雪|鍛麺T河” 考砂草類
生育地

４
９
４
５
４
８
１
５

４
９
３
４
７
１
８
３

心
Ｄ
０
４
旬
●
●
●

４
４
５
５
５
５
３
５

201 3.51

4.52

4.96

5.52

5.38

4.74

3.33

3.62

4.36

斗
4.5

4.9

4､'51

。
Ｉ
△
ｑ
ｌ
ふ

ぐ
８
４
ｑ
ｌ
ム

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
Ｏ

ゞ
２
４
６
８
’
２
ゞ
４
６
８

昭和6年7月13日より同月22日迄10日間調壷
の李均値なり

ａ
２
ａ
ａ
４
３
Ｌ
ｚ
ａ
ａ
４
３

９
７
４
７
８
８
７
０
５
５
９
２

１
３
０
８
６
１
９
４
９
７
５
１

40

60

80

4

0

昭和6噸8月2畦Iより29日迄101ﾖ間調垂の平
均値なり

44
601

8d
OO

CO

’
5.43

5.37
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本表によれば刈沸を行へぱ裸地に比べ未だ含水量少きも草生地に比べれば1

％以上の水分を増加ぜしめ得るを知り得るのである。刈挑地の裸砂地に比べ含

有ｽ暇､の少きは刈沸ふと雌も他の植物を全部除去するのでないから蕊存する切
口を介して水分が消失するものである。
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風刈佛ひたる植物の枝葉で植栽木の根元附近を被覆することは､水分の進散

を防ぐと地表面ら高熱による害を防止しやうとする、二の目的を有するのであ
る。

河田蒸氏は砂表面よりの蒸發を防止するには敷藁と講し至地面を麥桿で被覆

して居る。此の方法は各地方で行はれつ上ある。河田氏は敷莫と埋蕊との水分

保留に就て、石川縣山林會報昭和6年10月發行第29號に｢砂丘造林の實例に對す

る生態學的の解牒｣に於て切口の大きさを同じくする3個のプリ製の圓筒を用ひ

中に砂を容れ、その砂を水を以って浸し、更に之を水中より引き上げて充分に

水を切ってから其後毎日此の圓筒から蒸發により發散して行く水分を圓筒の減

少量によって測定した。31mの圓筒の中の､1は標準器として砂のみを容れ第2の

圓筒は敷蕊容器として砂の上に蕊を敷き第3の圓筒は埋葉容器として砂と砂と

,の間に蕊を埋込んで賃瞼した結果埋蕊容器の方が敷蕊容器に比し其の保有水分

の減少状態が遥かに急激であったことを發表されて居る。
含
水
量
言
行
享

、
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沓
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この賢駿は寶行上参考とな'ろものである。要するに砂地含水逓の増加を計ら

んとせば埋藁よりも地上爆度の影響を少くし、叉地温の上昇を防き砂表面より

の蒸發を少<する爲めに、敷藁の方が有効とするのである實地に就て観るに敷

藁を施した箇所には他の何れよりも植物の侵入が速かであることを目盤する。

只此の寅醗では消失水分の補給の職は除外されて居るから相営廣い面積を全部

被覆した時に効果が大きく植栽木の根元を被覆した丈では効果が割合少い。叉

地中水分の給源で述べた撰に、毛管現象、結露或は小雨によって上層に於ては

水分が補給されるのである。敷藁は裸砂地に對し効果大きく、草生地に就ては

裸砂地程に大なるを期待し難きものと老へられるから、事業として施行の場合

に於ては同一經斐で埋蕊と敷薬とがより以上効果的であるか研究の必要がある

例へぱ結露による水分の補給は僅少となり、小雨の場合にあっては敷蕊によ

って遮断せられて砂中降下し得ぬことが間麦ある。砂地含水度は深度と共に増

大することは前述のやうである。斯る1同の降雨が重力水として深へ降下する
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程多くない時に,は殆ど全部が毛管水として保留され、上暦含水度が下部よりも

却って高い現象を呈することがある。叉此の時砂地の椿成が籍であれば、毛管

水としても比較的深く入り、根の附近の水分を増すことが出来るけれどもあま

り乾燥した

り膨軟であ

淀ぱ、漂度

は上部に屑

を爲すに過

ぎない。之

は渚に於て

乾いた砂の

上に新らし

く波が打寄

せる時に圓

蓋の生ずる

と同一理由

である。そ

の原因は乾

も
り

〃

烏華

I

I

勘

富眞48黒松一年生造林地の刈沸と衝立工－レー．'。‐←
の原因は乾

燥し切った砂の表面に降雨があれば、砂中に含まれる室氣は上方に逃げ、水と
－口一今一■、一一

1
置き換ふるので

あるけれども、

上部の鴻砂ば被

膜作用をして内

部の室獺の逃散

を妨げる。それ

で上屑は雨水に

飽和されるに不

拘内部は乾いて

居る。

多少脱線の嫌

あったが刈沸つ

た枝葉で植栽木

の根元を被ふこ

Ⅱ

篤眞49衝立工

(本潅管林署祷内田尻國有林）

、
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抄

と睦地中水分､嬉加を計る一助と睡ることは疑はぬところである。

：6．衝立工は主として風趣即ち寒風の防肺に煙鯛するもの種あるが、営地

方の冬季には安定した砂地と雌も、前漬よりの飛砂は内部深く侵入する。斯様

な場合は一旦雪で埋つた上に砂が被さり、春になって消雪すれば上の砂から唾
：‐、

さ紅､砂屑が僅か1c.m.も壷れぱ可なり大きな欝木でも全く隠れ途に枯死して

し蚕･ふ。との時衝立工があれば其虚に苗木の在ることを明示するので、一寺起

伽
１
１
い
ｕ
Ｉ
Ｉ
卜
恥
９

1

1

してやれば立派に生育し得る。即ち衝立工は苗木にj所在を示す目標ともなるの

である。

然し乍ら衝立工は植栽木ゐ水分獅取に對しても有効であることは見逃し得れ

もの:と老ふ･即ち其の作用は

風産遮り欝木の振動を少くする篤めに根系に傳ほる振動を防止し、水分攝

取典有利なら'しめる外過度の邇發作用を防止する。
=降雨の際は雨滴を之に受けて砂中に導き植栽木の根系に塗る。

1．

地表に庇陰を與へ地温の上昇産少くし、蒸發を減じ地中水分わ減耗を防止

する。

衝立工とは堂地方でのみ呼蕊名稲である。別に工種と云ふ程度のものではな

いがも施業上何等か名溌を粥ずを便利とするからその形が衝立に似た虚から衝

立工と名付けた窓ので〃萱靜砂工或は靜砂垣､、或は河田氏の立蕊の一部分と見
徹3-も差支ない｡然し乍ら衝立工は植栽木一本一本の保護となる者で保護の黙

から見れば前者よりも却って保護作用が有効なものと老へる。而して施工經費

は諭著よりも低廉となる。何となれば萱靜工と較べるに1halO,000本植栽とし

4m蒻形鐡施エとす恥ぱ黒樫1ha､の施工延長は5,000m.となる、然るに衝立工

は1個の巾を30Cmとせば唾a,の延長は3.000m.となるから此虎に材料及勢銀の

節減となるのである。此の方法は筆者が昭和3年能代誉林署管内後谷地國有林

の1年生遥林施行に篭って案由したもの種あるが､國宥林蕊業でば各地共實行
し苗木の保護を爲しつ上あ愚｡叉青森螢林局では立萱と濡し施行しつ上あるが
営局の極立工に似たものと恩ふ･

施工方法は材料は麥稗萱､叉は播種用古錐或は古炭俵等で植裁木の風上菊
c型位の虚をツヨペル叉は鍬で長さ3.)Cm幅適宜深15cm内外に堀り、地上60""

位畠ろ鎌に篇眞第48,49に示した形の様に立て、堀り上げた砂で根元を埋める

されば萱は中央から切断して根元と梢とを混ぜ、麥桿はそのまLとして中程力専

ら折り曲げ雨端が砂中に天ろ様にして立てるq之を逆に雨端を上にして立てる

と葉身や梢が吹:き曲げられ風に對し著しく弱い雨端を砂中に入れて折り、曲げ

1

〆
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目を上とすることは葉でも弱い部分でも一擬として作用せし妙やうとするので

あるとしたことながら浅凄を喪するものである。茜賛厳:どならば葉身を除去し

た葭叉ば萱の丈夫なもので編んであるからその蚤上がよい。荷一つ注意を要す

るはあ護り厚くせず多少通風性を有ぜしめる℃とである。一燈海岸砂防では風

に對し急激な鍵化を起さしめるは宜しくない、この衝立工に於てもその黙の考

慮を爲すべきものである。

施工費は材料代及勢銀を合せ､､萱使用の場合は1個5厘内外麥稗使用の場合

は1本営り2厘内外を要する。されば麥稗は多少弱い訣卿はあるが經斐は約半

分なれば可成麥桿使用を得策と_する。

以上は営局管内國有林の海岸砂防植栽で水分に對し採り乗れる無掻逝林事業

の方法である。この方法を採りし後は補植本数の如きも著しく減少し今日水分

･不足の鰯め柚損するが如きものは僅少で、1年後に於ても10％内外に過ぎない
けれども、従前は問題としなかった程度の雪害が却って大きく、枯損10％の過

半を占めるものである。本荘管林署の濱山國有林にありてば植栽成績不良の爲

め営時の署長嶋田吉重鄭氏は斯檬に枯れては無駄だとして一時械栽を見合せた

こともあったが砂丘築設方法の改良と共に上記植栽法に依りし以來、今は良き

謹林成績をj供めつムあろを見る｡叉能代螢林署管内の成繊を示せば昭和3年よ
り埋蕊を施行し、上記方法を追逹施行したものであるから植栽成績も同年以降

は次第に向上し來り次表の如き成績を示しつムある。

黒松新植對補植歩合調恋表

．（能代港町後谷地國有林）

植付|新穂本敷
年度|獄鑛喋|累計 釜筈,篶|雛劃” 考

４
９
５
５
－
，

４
０
５
５
．
５

０
０
０
０
．
０

羽
電
飢
飢
渇

３
４
今
５
２
３
４
５

釦
や
釦
釦
一
唖
皿
皿
皿
恥
麺
｝
唖

４
ゞ
６
４

ａ
２
ｑ
ａ
ｚ
Ｌ
万

９
ｊ
ｊ

Ｏ
４
２

２
３
１
５
９
３
４
９
０

１
１

１

正
荊

大
同
同
昭
同
同
同
同
同
同
同

１
１
１

一
釦
函
皿
一
麺
岬
一
恥
一
四４

＄
ｚ
３
１
５
ｑ
乳

１

２
３
２

一
函
却
郵
却
唖
唖
皿
函
即
郵

唖
麺
掲
娼
私
混
混
鬼
頭
蝿１

64

37

631

兎’
581
-’

埋蕊の施行を始む

１
雪

２
２
２
２
０
６

Ｊ
夕
＄
，
，
＃

５
５
３
０
２
９

３
２
６
１
０
０

１
３
４
５
６
７

６
７
８
９I ヨ

I



一一－－'区一一一一一一一F～＝－

146

’｡，".｡《捌鯛
10114838"

11

19

19本年度補植は課伽とす

同
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この植栽法は管内霞有林のみならず附近民間事業にも模範となり榊村に於て

は能代署袖浦村にては鶴岡署の植栽法其の幾分かを倣ひつ上あるは該械栽法の

從來に比べ良法なるを物語るものと言島べきであるc

第五節黒松一年生造林と多年生造林

海岸砂防造林は軍純林を造ることは望ましいことではなく、飛砂及潮風に對

して抵抗性の弧い種持の樹種を混清せしめることは、諸種の被害に對する抵抗

力を増大する結果となる。然し乍ら既往の砂防林に用ひられた樹種は前述の如

く黒松が殆ど全部を占むる虎を覗れぱ、黒松ば海岸砂防上最も抵抗力の狸い樹･

種であることは否めない事實である。

然るに昔は黒松を植栽するに當って、「砂に埋っても全部埋ることのないや

うに」とて、飛砂に埋るこ.とを前提として二同或は三同床替をした三年生、或

は四年生の可成大苗を選んで植栽した。勤稼な大苗なれば風に揺られる。之を

防ぐ爲めに棒を立て上縛り付けた。今水林國有林黒松造林地に黒掻の根元に串

檬の棒の立って居るのは、當時植栽木を結び付けた栗割材の棒である。それ故

由利郡西目村の元村長佐蕊木孝一郎氏は砂防遥林に就て（128)上に於て「國有

林事業では大苗を使用する」とて批難して居るけれども之は往時國有林事業に

あった事寳であって致方がない。しかし今日ではこんな馬鹿燕たことは全く跡

を絶ち、二年生或は一年生を用ひ三年生或は四年生などは全然用ひない。黒松

植栽上一年生を用ふろとは水分攝取上有利であることは前節に於て述べた虎

であるが、此虎では一年生を植栽した場合と二年生を械栽した場合の成績及經

費に及す關係を資行方面から検討するとき、砂地に植栽後に於ける生長状況は．

二年生造林木は植付営年の伸長量は大きいが、當年伸びた部分に着する針莱は

短く′其の翌年は伸長が短く′其針葉は長くなり、三年目から順當な生長を示

す。之に反し一年造林木は植付當年の伸長は小さいがこの部に着する針葉は長

く、其の翌年は伸長も大きく斜葉も長く逐年生長旺盛となり、植付後四、五年

になれば同樹齢の二年生植栽木よりも大きくなるのが普通である。

植栽當時の針葉の長さと上長生長との間には密接な關係がある。葉。械物の

榮養網なれば榮養機關の發逵もるものは生長亦良好となるのは営然のことであ

り、横道に入るの感あるが能代管林署管内後谷地鯉有林に植栽した各地産黒松

に付き調査した結果に基けば、針葉の長は翌年の生長量と密接な關係があり、

』
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長きもの程翌年の上長生長の大なるを観た。

叉同署後谷地國有林では昭和三年から黒松の一年生造林を實行し始めたので

あるが、其の枯死した跡に翌春其の一年生と同時に播甑養成した二年生を補植

した。從って樹齢は皆同じである。其虚で其の中から標準地を選定し二年生に

標識を設けて置き之に付き之を測定した生長關係は次表の如く，各腫共一年生

の伸長量睦二年の夫よりも大なるを示した。

鶏|・
蕊一睡|-鎮“
’二年生

本欺｜調遜時にける平均樹高
考術

l71

i
C

58;

45．

i'6'|
cm

ll‘7,9

20．00

|常初|現存｜
24｡l｣981
4742

5

2総｜

麹"’

6

cm

42..37

34.11

昭和=嬢四月繩栽
柿栽欝時一把鯉蕊
前者に對し四年四月祁
械せるもの

:::”篝識羅
昭和四嬬四月植栽

69.451.62前年アキク．ミ植栽､髄
勝二把埋蕊

3"ア,｡721霧に封し五年四月捕

9.45

17.7a 冊
21.38

22‘59

325

92；

190

10

41.00

39.00鱗二遮麗
317

２
０
－
．
釦

９

－年生

錐三唾
二年生

Z.0416.12138,87

88.51]5.55123.30
'9

一年生造称木の二年生造林水よりも生長が旺盛だと云ふととは、其庭に繊々

なる原因の存することであるけれども、主として一年生は二年生に比し

砂地に早く馴染み易きこと、

根系の發育が法正たること、

水分錆取關係に對し有列なる形態を爲すこと、

であり自然の理法に順應するに在ると思ふ。然し乍ら械栽後の根系の形状は

一燕覗ることは叶はぬけ虹ども参考の鰯め、昭和三年春の造林地に就き同五年

夏一年生瀧栽木225本、二年生紘栽木90本の平均樹高及形状に相営する造林木

を選び出して掘り、根系の状態を槻るに、二年生植栽木の平均樹高は21.2cm一

年生造ｵ緬この平均樹高は21.0cmで、主根の長さば二年生造林木にあっては40.8

cmであり一年生造林木にありては48.4Gmであった､之はやがて一年生造株木の

生長旺盛となるを證するもの･と云って襲い。

各署の造林状況を澗匁ぱ二年生駐多く用ひる。.之は一年生遥林に不安を抱く

爲では産いかと思はれる。尤も一年生造林は二年生迭林に比べ

植付に當り淺植深植の判定難しく實行上深き注意を要すること

グ
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飛砂に埋没しやすきこと
■

外観貧弱の感を典へること

溌排
塾?〆幸

蕊
一

；
二

蕊

憲
我

町蓉

蝋風50黒松多'年生造林

能代瞥林恐符内後谷地瞳I有林昭和三年四月植栽

(昭和四年四月撮影）

4ﾜー

のやうである。

しかし植付は人

夫の選定と得て

教へ込めば銀ち

困難なものでは

ない。飛砂に對

しては埋没され

易いは事賞であ

るから引闇沙で埋

められる虞ある

箇所に植栽する

は抑掩械栽時期

の選定宜しがら

ざるもので問題

にならず、外観

貧弱の感を典へ

ると云ふは理

充分の考噸

を桃ひ大な

る、頑健な

苗木の養成

に努めねば

ならぬこと

は勿論であ

る。尤も潅

木の繁茂の

密なる箇所

では實際は

植付困難な

虚も.ある。

又草類の繁

茂が著しい

由にならぬ。但し一年生遥称を行はんとする以上苗木つ養成には

鴬眞51・同上

（同昭和十一年三月撮影）

qⅡ
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箇所では目標となる木片或は萱等を立て上置かなければ手入の隣往餐にして

篤眞52黒:松:多年生遥林 刈り取られ、

『----~r~--｡<Ei或は探し出

i-。.-「‘す繍睡柵｜ふ夢鯉に影郷
崖§‘し､周標を立,_，、熱溌職蝿墨騨鳶歳"錘鋤軸“てたよ蠅不てたよりも不

利となること

のあるには注

意せねばなら

ぬ。’

認に一年生

遥林と二年生

造林との經費

關係を棚や

、

ノ

（水難醤林署管内永林國有林）う。
白く見ゆる棒は粒栽愉時栗材の割剛を立て苗木を縛り付けしもの 先づ苗木代

に就き各署養成の五ケ年間の官苗養成費(雑經斐を含む)を掲上比較する。

黒松一年生千本営養成菱繍溌灘）

‘'．．'”，|”。|”,|””|￥。|聡和

１
１

代
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1.949
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臼
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06541
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円
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Q9cl
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本
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鶴
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ー

1.148

均|&･'"|L3081%遇5'|'"6|3wsl"|

黒松二年生千本営養成費蟻蕊繍）

2．113平

同】｡|平均同6同7 |”8 ，’|昭和5 同

能

亘

12.985侭｜”-|鳥‘，|鳥"|晶蕊|晶鱸’
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－
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ｒ
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翠
粥
蝿

ａ
ａ
ｚ

三’
－

｜－’ a'231a22'|6"'la98｡3'82314.1981平均

前記の如く昭和5年～10年の平均養成費に於て一年生は二年生よりも1圓863

低廉である。叉植栽擬に於ては次表に示すが如く、一年生造林の方が二年生造

林に較べ手入費に多くの經菱を要することもあるが苗木代が低廉で植付功程が

進み結局一年生造林の方が1ha,當り28圓位節約し得るのである。筆者の經聡上

より槻て砂地にあっても一年生遥林で少しも不安がないものであると云ふこと

を再言したい。

1種目 '億
二年生遥林一年生遥林

考

錘裁|単腰|金繊|敷鼓|“|金額’
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０
０
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顕
ケ
場
造
糞

臓
五
現
荷
埋

Ｊ
叩
’
四
剛
、
ｌ
叩
兜
釦
心

円
掲
Ｂ
〃
Ｄ
Ｂ
″
４

５
２
０
０
３
１
３

，
３
６
２
１

人
人
、
お

男
女…

Ｉ
４
３
５
４

Ｄ
Ｌ
Ｑ
Ｇ
Ｂ

哩
翠
８
釦
配

１

１

灘。

142.088

28.418

7.500

33.750

211.756

計
植
入

小
袖
手 ０

０
０
５
７
４
■
Ｄ

Ｏ
Ｏ

０
０
０
５
〃
４
０
０

人
人
２
０
１
９

男
女

計
グ

筆者ば必ずしも一年生造林萬能と云ふのではないが、植栽の原則は一年生造

林に置くべきであって二年生植栽は局部に止め度いと恩ふ、若し一年生植栽を

不適営とするならば其は植栽期に適せぬか或は植栽時期を失したるものと言ふ

べきである。

第六節黒松母樹と造林木の生長

種子陸森林造成の基本であって､其の系統､品質の如何は造林成績上犬なる影

響を及す。「種子の産地と遥林成績の關係｣に關しては幾多研究の發表せられた

るものあるが、要するに種子は造林すべき立地に遼應する種類を選定せねばな

らぬことを教へる。昭和九年度から施行せら虹た國有称産優良種子の沸下規則

ｰ



L一一－一

＝

ニヘ

151

も此庭に立脚して制定せられた規則であって、其の配給逼域は母樹の産地と造

林すべき州‘方の立地關係を考究して定あられたものである。過去に於ては斯穰

なことはあまり考慮さ血なかった。例へぱ吉野杉造林の如きその著例なもので

當局管内杉造林不成績地の大部分を占むるものは吉野杉造林で､逆に杉造林池
の不成績は吉野杉を植栽した篤めであると言っても過言ではない。同檬に黒掻

や赤経でも南方温暖地方産の苗木を購入して植栽したが篤めに、今日不成績地

として残って居るものがある。

海岸地方は蒋象の荒い關係上各地共通なる黙もあり、海岸植物の如きも内陸

程の愛化はないのである。然し乍ら海岸に於ける異種造林にも、母樹の産地は

充分に考へねばならぬとと上思ふ。今能代菅林署管内後谷地國有林に現はれた

黒松造林地の成績を述べて見るに、後谷地國有林では曾て苗木養成の都合上能

代､本荘､酒田醤林署産黒松を植栽した。此の三種類につき昭和五六年度一同床

巷二年生黒松濫林地中に標準地を選定して生長關係を測った虚、次の如き結果‘
を示した。

i"|&""=|""＃本数罐輔躍欝鍵c剰腱。

調査養成磐名

番號（職圃名）

考傭
悔

輔撫一~卿康職二…駕鰯馴鮴:li;:::I

郷
》

植
生
ミ
年
グ
鐸
蓉
床
月
堀
四
月
年
四
五
年
和
六
昭
同
同

５
８
０
１
７
２
１
１
’
１"騨繍|::1 ’

11.46

10･801

28.51

23.05

二|職鱈麓…-…二…酒田(八森）’00’1.71
Ⅲ
能代(機織)|100110.421::差’

前三厘を比較してみれば酒田管林署八森苗圃養成毒木の生長が旺盛なことを

知る。この關係は一同床替二年生にのみ現はれたもので瞳詮<、一年生造林地

にも同様の現象を生じた。即ち昭和七年四月一年生を植栽して同年九月に調査

したものが次表であって、植栽常時最も倭小だった酒田産が其の年の中に最も

大なる生長を･示して居る。

’
剛査｜平均樹高昭和七年

平均伺長

本鍾|総栽繍1聯澗恋欝鯵量
養成署名
(苗圃名）

備 考

酒田(八森）

本荘(本荘）

能代(槻織）

3.77

4.46

4.19

二把埋蕊施行

同

同

8．64

8．62

8．26

197

164

154

4.画87

4.16

4.071

毎
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此等苗木の養成苗圃と母樹生育地を示せば次記の如くである。

養成鑑｜養成苗圃｜母
一

青樹 地生

山形縣飽海郡吹浦村大字吹海字西ノ,演國有林

秋田縣由利郡本荘町大字出戸町字水林幽有林

秋田縣山本郡能代港町字後谷地幽右林

酒
本
能

圃
圃
圃

熱
赫
錨

八
本
機

田
荘
代

可

避林木生長の相逮は種脅なる因子の綜合的結果に雄〈けれども、前記植栽木

は同一箇所に植栽したものであるから、若し之が養成地と植栽地との氣象的關

係が主なる原因を爲すものとぜぱ、僅かに里餘の地に植栽した機關苗圃養成苗

木が最も良好なる成績を現はし‘最も差違ある地に養成さ虹た酒田産苗未が不
良な結果を示さねばならぬ筈である。

価って氣象關係に付き秋田山形雨縣測候所の氣象年報に基き自昭印五年至昭
和九年五ケ年間の月別平均を提げる。

山形縣酒田市
’

|”
水

考

|總量I

０
８
５
０
０
３

１
１
．
２
５
８
４

●
Ｄ
●
●
●
卓

２
２
，
０
４
９
５

一
一
１

１
０
５
富
。
８
３
３

０
３
ゞ
２
５
３
１

。
◆
●
卜
●
０
●

３
３
７
＄
６
０
４

１
２
２

… …

190.

108.

109.

115．

102．

123．

伽

0．65

1．10

4．55

10．93

17．00

21.08

24.70

27.20

22.78

16.38

9．70

4.23

13.35

５
３
０

ａ
■
心

６
２
１

２
２
２

14.5

15.0

15.0

15.8

13.01

４
０
凸
ｃ
ｃ
＆
ｅ
ｂ
Ｃ

Ｏ
４
７
９
５
８
２
６
６

２
２
２
２
２
１
１
１

19.98

21.80

16口45

10.751

5．15

0.95

8．38’

19Z13

麓|‘篭

1
17．0169．

21．0222.

22.β159.

22,Oll,895.
’

垂

|-l
－一

秋田縣曲利郡本荘町

急|息,總至|‘
氣

考月別

平均|最衝

-2"i""|'""|…高種36.6I｡"|“。］ ｛
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1

令

、

宝:’
14.6

13.6

麓’

II

3.041-2
7j12'_0
…l

蕊|，：
23.6614

26.96!19

29,9621

25.2415

18.729

26IO．6．260
15．867

同最低樋-15も1
一

４
今
０
６
２
４
６
４

６
２
２
１
６
６
０

11弓.98

０
１
２

２
３
４
５
６
７
８
９
１
１
１

o‘68

4454

10．|80

16．98

21．02

、
’488

137464

95618

125.02

203hO2

j
137●2

178‘5

’
24‘5

27.5

22.76i
15.961
9．60

3．

．13‘

１
割
１
８
３
８

申
■
。
■

ｎ
通
必
翠

０
２
８
３ !”｜
淵’
1,75“81
1

’
Ｆ
ｊ
■
ロ
区
■
且
■
Ｕ
Ｕ
９
１
ｊ
６
Ⅱ
８
０
Ⅱ
Ｕ
Ｌ
Ｏ
ｑ
■
■
０
Ｊ
Ⅱ
０
１
日
ひ

６
６
２

２
２
９

０
●
。

24.6

4釜隼’
222

秋田縣山本郷能代港町

’
ｄ
■
Ｉ
■
ｌ
■
１
１
１
１
１
１
’
一
Ｈ
Ｉ
ｌ
ｌ

降 水’鏡 温

|”
月別 考

L"l"日数1總平均 童｜
－

；':::|:菫二麓至:：
33#44'5.901－α9815,0
49．5812．603．3413.4

516．3619‘589．4412．8

:郷:淵::量:
826.58i29pOl2q84,11．0

:｡,"f::::|,:::;|{:::

83.58氣温最高極87.5

92拍6同最低極113

65.92一

頁1．38

I 120.641

列’81
,62:651
169.14

153.94

139588

痘I.36

104．48

426.82

－

前表に照すとき氣象關係が揃銭地に較べ最も差の多い地で養成した酒田産苗
木の生長のよいことは前述の如くであるが、現在生立する老齢黒松の生育經遜

に就ても樹幹析解に於て同様な關係を見ることが出来るのである･両者の樹幹
析解表を示す｡・

能代菅林署管内後谷地國有林黒松生長量

I

I
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１
１ 』

均
逓

・
積
一
斜
尉 長

が

平
生

柵|,雌’
材高、糊

伽考

'1繍曝|羅痩麹|鼈長雛長難…腰墓奪厩淵
ﾄ l『

0．06

0‘18

0錫3

0．43

0．44

0．31

0．23
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0．14

No.】
Ｉ

８
０
６

Ｏ
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０
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械
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幹
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は
琴
と

は
建
悲
無
の

０
０
３
７
４

０
０
ｄ
１

ｍ
ｍ
ｍ

Ｏ
０
０

0.28.

1.20

3．86

6．00

8．20

9.75

10.90

12.35

13.03

]3.90

14d50

14.60

14.75

14.93

15.06

15:10

１
７
８
９

蜘
哩
唾
哩

０
０
●
企

０
０
０
０

Ｊ
叫
ｌ
ｑ
，
ｊ
可
郁
１

３
４
４
５

1i05!0:0035
1296I0.0038

罵瀧
0.00311

0.0032'

0.0O32

0.0032,

doo3'|

雲｜
Q21

0.02

0.20

0.17

0.12

＃
0．1

0．1

0．1

0．2

::I 0.02

0･03

0‘04

0．03

0．02

651 O‘0034

0.0016

0.,0022

p･0015
U

70

75

(77）

0.2161

O.22刀

02317’
0.0030

0.0030１
１｜

臆皇遡匿ゞ蕊蕊|㈱
樹高m

呑號齢階

年總生長獄陛長雛長豊
考

－

N｡｡31 ｡|

ｉ
４
ゐ
ゐ
《

０
１
３
－

0．08

0.25

0.391
’
0

0．0001

QC8

叩
0．1

042

1
0.000

0.003

0.005

0.006

0.007

０
８
０
４
４
１
７
つ
－
４
８
５
６
４
《

唖
函
岼
晒
唾
唖
唾
麺
却
一
坤
涯
．
鏥
麺

Ｑ
ｑ
Ｑ
Ｑ
Ｑ
Ｑ
Ｑ
Ｑ
Ｑ
Ｑ
Ｑ
ａ
Ｑ

０
０
０

３
９
８

ゆ
●
●

５
６
８

３
２
８
１
５
２
６
４
６
２
４

３
３
３
４
３
３
２
１
１
１
０

Ｑ
Ｑ
ｏ
Ｑ
α
ｑ
Ｑ
⑪
Ｑ
Ｑ
Ｑ

0OO12i可良なるものであ

O

詞査木は加藤景

の植栽木

刀
ｌ
剖
剴
１
劃
Ｉ

２
２
２

○
Ｑ
Ｑ

0

’ O.00191る

O.0026*

Ｑ
２
４
５
＆
乳
孤
乳
＆

１
１
１
１
１
１
１
１
１

O00033林
●
■
血
。
●
守
口

０
０
０
０
０
０

.00391Ｑ
Ｑ

0O83

0057

0

｜
O.0040

QOO46０
０
．
０
０
０
０

OO83

爵
00

OO

o･'91
eO58

0C48

4O05J

iOO51

０
０

ヨ
0．

O6

Q

0.0058

0.0054
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801ド
85

90

95

100

(103）

0．23

0.22

0.'21

Q20

0.19

0,19

鴬’
0.4814

0．5120

|9･2919

1：:::；

0．0052

，α0051

O!0051

0．0051

0．0051

0．0052

18.40

18.54

18.74

19.00

19.26

19.50

0．06

0.O3

ObO4

0.05

O.05

0．08

0,0045

0．0061

0.0050
’

0.5272

酒田管林署管内新林國有林黒松生長量

備
均
鐘

３
長

ｍ
平
生

積
詞
飼長

連
生霊

材

生

Ｉ
総均量
、
長
高
篭長

連
生

樹
霊一雑

階
年
齢號番 考

NQe51
10

15

20

25

30

35

40

45

50

55

60

65

70

75

80i

85，

90'

,5;|’』｡｡’
105'

(,08)|

一
癖
鑑
識
唾
嘩

析
代
近
し
も

幹
能
に
せ
る

樹
は
齢
定
な

は
木
樹
遮
好

號
號
壷
の
を
良
ず

ｌ
勝
し
榔
刷
Ｌ
詐
恥
ｒ
隈
し
排

１
４
５
４
５
４
６

．
唖
螂
唖
唖
恥
”
恥

●
●
■
色
ｄ
ｏ
●

０
０
０
０
０
０
ＯＩ

皿
唖
呼
皿
岬
岬
吋

●
●
■
◆
●
Ｑ
Ｄ

Ｏ
０
０
０
０
Ｏ
Ｏ

Ｉ
ｌ
ｌ

７
３
１
８
６
３
３

８
４
３
８
２
２
２

０
１
５
０
６
２
０

０
０
０
１
１
２
３

４
Ｇ
◆
の
り
９
９

０
０
０
０
０
０
０

1.20

3．80

6.10

1害:’

｡率’ ４
８
１
６

２
３
４
４

Ｏ
Ｂ
４
Ｃ

Ｏ
０
０
０
麗’
0.62

篝l
6241

q221
0.18

0.,41

｡"’

’
0.47

0･461
＄

13｡701

鰯’
I

５
４
４
４
？
●

０
０ 0.4009

0.,4817:

O.57461

0.6537

0.7239

0,8008

0,8812

09716

1,0577

1.1302

1,2011

1.28811

1.3770,

1.4746,
14.9511

O.0197

0．0162

0．0186

0.0138

0．0140

0．0154

0．0'6'|

｡"|
0.0172

0．01451

020158

0.0148

0.0088

0．0194

0．0070

0．0100

0．,0107

0．0115

0.0119

0.0121

0.|0123

0,0126，

0.01301
0.0132

0'0133

0,0134

0,0135
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0．|0138

’0．41鰯 0．39
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0．3

0．3

0,3

0．3

0.3
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20c60

21.30
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23.50
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24.30

24.50
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::::’ ６
５
４
－
３
‐
３

２
２
２
２
２

●
●
●
”
●

０
０
０
０
０

0.04

0.06

0.10

0.05

I材

順
｜Wfm3高、樹

|”蒋號|齢峰 考

…｡|""‘嘩搾建長鐘匿長雛長豊|綴生長鰯筐鍵雛長制'”
N0通151,.4･|Q48,O.481｡,00051｡.000,|｡'､W｡.｡に同じ’
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8鍵O

1qOO

“81

』
0．4

0.乳

0．42

0．40

::::’
Ob39

0,38

O437

0β5

d541
0.33

0．31

0．29

030015

0.0032

0.0038
．｜
0.0075

0.0092
も

0，0098

0.0099

0.0185

0.0184

0.0110

0．0158

0.0146
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氾
妬
麺
奉
釦
弱
，
細
妬
釦
弱
印
お
沁
汚

341O･34
0．48

0.32

0趣34

0．0016

0.0022
’
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１
日
ｐ
ｈ
ｐ
Ｉ
Ｅ
・
０
１
日

§
皿”，
13570i

ig!;;!

M:;;|髄301,h.301．．’
19｡261

29321
21o20
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21;701
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０
２
０
８
一

一
兆
４
４
》
３
２
１
一

一
ｊ
心
■
。
■
。

－
０
０
０
０
０
－

L

0.3600

0．4151

0.4940,０
０
型
６

２
２
０
０

▲
ｇ
●
Ｃ

Ｏ
Ｏ
０
０
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以上述べた様に氣象關係が械栽地に較ぺ最も差の多い地で養成した酒田産の

苗禾が生長が良いし、現在生立する老齢黒松の生育經過も前記樹幹析解に於て

同檬准關係を観ることが出來るのである。此等生長關係は或は偶然の現象かも

｡

0

蕊れぬ。然し乍:ら之を偶然な現象でないものと假定すれば、母樹の品種に負ふ

崖溌多いであらうと考へらる。

現在に鍵ては秋田、山形雨縣下海岸には黒掻が到る虚に生立して居るけれど

も.､営地方にば菩より黒掻が有ったものでなく､過去に於ける移植せる母樹より

繁殖したものである。本邦海岸秣分布を観れば九州の南部は黒松の純林で北進

する礎って赤黒掻の混清を増し本州の北部に到れば遂に赤松の純林となるので

あり､、新潟縣の北部に至れぽ急に赤掻の純林を形成する(124)。瀬波温泉附近

及笹川流は即ち夫で、山形縣の南部に於ても多少赤松を見るが先づ全部が黒松

と云ってる能〈、夫より北部秋田、青森縣にかけ黒松の純林筵爲し、黒抵林の

内部に第二次自滅ほ砂丘の背後に於て赤松林分を観る。此の分布上より観て黒

松の純秣が北部迄延びて居ることは自然の分布ではなく、人工に依って移植さ

れたものと観て可なり.と老へる。数年前園部博士がラヂオを通じ同様の講演を

経られたことを記憶して居る。

今若し薑詑を繕くならば之を裏書するものがある。即ち莊内砂丘では黒掻の

ことを一般に男松或は能登径と呼んでゐる。莊内砂丘に在っては錐海郡即ち最

上川の北部破屋には享保十七年本間家の胆先久四郎翁が能登より持ち來って植
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栽したことが明かであり、西田川郡に馬する南部砂圃剛浦村西郷村湯野演方

面でば田川郡京田邇西郷組溌中村遺書紬間裏書(55)に「･･･…‘･･･年蕎植付困薙

の折或人の咄を聞き及び候虎砂山には能登三國にある黒松は必ず相應なる由に

つき村中一統相談の上乍恐當御殿鎌酒井公御國入被爲遊候後に至り右之事御

役所迄奉職願侯塩早速御聞届被下置候上右黒松苗木能登の國より御買下被當趣；

の内村東大森小森と申虚右四個所へ御植付…･････…･」とある.。この年代は明記

してないが前後の事情より推察して蜜暦年代と恩はる。一韻北瞬也方と莊内躯

方とは古くより交通が拓け、舟運による雨地方の往來が頻繁だったものと想像

される。例へぼ安宅關の古事に繁る富樫姓は石川縣地方と莊内とに最も多い

し屋號の如き加賀屋、越前屋、越中崖、能登屋など云ふものは莊内、方生に見

受ける屋號である。叉地名にあっても能登興屋、能登山など能登に因んだ地積

が方暑に有る。斯く交通の多かったことを老へるとき、記録以外にも黒松が苗

木或は種子により移入せられたものが多いであらうこと力麹像せら鯉るのであ

る。

次に本荘海岸の黒松は寶暦年中仙臺の種屋善兵衞より種子をI職ひ求め、苗木

を養成した(52)に始まり、能代の黒松は醗釜方面より移入したものだと鱒へら

れる･されば秋田聯海岸の黒松の租先はiiil蕊地方に在り、山形縣海岸の黒松は

能登地方に在ると言ふくきである。然るに仙臺地方の黒松は天和年代に於て佃

蕊藩主が石森某をして遠州演松より種子を取り寄ぜ苗木を仕立植付させたこと

が記録の示す虚である(56)が故に、仙臺地方にも天然には黒松が分布しなかつ．

たけｵLども防潮の目的で移植せられたものであらう。斯く観る時は秋田縣海岸

の黒松は共の租先を遠州方面に承けることになる。澗越線の車窓より海岸に生

立する黒松を眺むる時、凡そ小抄川騨附近を果として其の南北によりその形態

が多少異るを感ずるであらう。今此髭に的確なることを述べる資料を持たぬこ

とは這憾であるが、樹幹、樹枝、枝振等、叉此等を通じた至鰡よりI受ける感斌
秋田縣の黒松と、莊内の黒松と．では多分に異るものがある。雲

然らば常地方即ち秋田、山形雨縣下の海岸に権浅すずき黒松は何羅を採るぺ
きかと言ふに､氣恢の温暖厳地方に育った太雫河岸系統の黒松より:も､猟候｡
荒い同じ日本海岸に育った日本海岸系統の黒掻の方が適することは當然のこと

であるが故に、営局管内の海岸砂防には荘内地方産の黒松を植栽すべきだと老

へる。遥林用黒松種子挑下に鴬p、秋田縣山林會では酒田或は慨岡誉林署産黒
r‘

樋種子を希望して來るは此庭を老へるではなからうか。

斯く老へる時前述せる能代螢林署管内後谷地國有林に能代､･本懇酒田各躯

←

」
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1

産瞳黒掻を植栽せしに、酒田産黒松⑧他を唾して生長の良好蔵るは此虚に原因

〆ぜる當然の現象で、偶然の現象と砥言び得ない。

此の一事を以て推断するは早計であり、安當を談く虞あるけれども謬覺の研

究と権幾上の注意を喚超L度い。、

、

第四章海岸砂防事業實行上の参考

海岸砂防植栽實行上注意を要するものは前各章に擬て述べし虎であって、改

あて此堤に述べる程のこともな･いが画以上述べた以外に参考となると思はろ上

ごとを摘み二、三を記す。

1、地形圖を作るご’と・

海岸砂防の設計に當ってば設計事由、説明書平面園、総作物、雛形、軍慣

明細表、所要經費計算書等は等しく調製する景けれども､･地形圃を作ることは割

谷少いやうに見受ける。然し乍ら地形圖を作るときは設計は勿論､實行に當っ
ても頗る便宜である。例へぼ風の吹き麺しは砂地一様ではなく、局部局部で異

るものであるが､地形圃を製作すれば一目｡して判定出來る。叉砂丘の築造に営

っても局部局部の蓮絡關係が都合能〈出來ると云ぶが如〈に、凡ての事業施行
ず量上に便利紙多い。

叉一面海岸砂防枝術は未だ幼稚の域を脱しないと言ふぺきであらう。されば

、施設前の地形岡と、完成後の地形圖とを比較對照するときは､必ずや此虎に参

考となるべき施設方法を見出し得る:こと上思は鮒る。

當局は近年新に砂防を施行する地域は､先づ地形測量を爲し､然る後實行し

つムある･此の場合同高線を1m.毎に設定し、圃面は縮尺を千分の一として居

るも‘のが多い。尤も同高線を50cm,毎に設定したものもある。海岸砂地の地形

は山地と異なって高低と雌も其の差が少いから1m以上の同高線では設計及實
行上、効果を減ず葛d

海岸砂防の高低測量の場合、即ち地形測量は勿論砂丘の横鐵或は縦笥叉は賛

・立工､綿柵工など･の設計の場合蕨ど､渚砿零と総して超側する人もあるけ姪ど.’も、

率均海水面の設定は短時日で出来るものではないから、測量、都度海面の高さ

力喫なり誤差を菟る上乙とが鰡來ない。されば陸地測量部の三角識､或は水準
標鞍り超測するが便利である。営局各署@測量は之に擦って罵る。

2、施設は須<合理的なるべきこと

施設の合理的に施行すべき迄とは碍に営然の,ことであって、賛言を要を砲。

ノ

兇
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然し乍ら實際は何れを主とするか、從とするかと云募黙に於て其の種別を迂歩

して行って居るもの、施工@目的が奈邊にあるやを'定めずしで行って．番もの、

‘或は小さな被害に拘泥しで大局産失し筵るものなど無v,とは言はれない。

海岸砂防ば自然の法理に従って行はいば到底成功し得ぬ仕事であるから須く
合理的施工方法を採らねぽならぬ。若し海岸砂防に秘決斌あるものとするなら‐

ぱ､夫は含塞的施工法を採り且つ無理な施工を訓琶ぬことであると恩ふ･

第一章に於て砂丘仁形胱は天然砂丘の形状に徹ふべきことを述べたが、此虎

に且て秋田縣犬学の海岸砂防を完成した栗田定之丞翁の砂坊の方法を實地と文

献とに照し考察して談ろに、翁の方法は甚だ科學的な･ものであったと言はねば

ならぬ。翁は自然現象に對し鋭い澗察を下した。其の一例を學げ虹ぱ、前にも

，言ったが「飛砂を防ぐは猶ほ水を防ぐが如し。砂を防ぐは先づ砂の曲折を明に

すべし。風砂を防ぐば亦宜しく其の方向と風の韓同とを察すべし｡｣と砂防を行

ぶ者ば大に味は藤ければならない不朽の金言である。斯くて翁は飛砂が暴風に

より海岸渚より吹き飛され、或は吹き溜り、或は更に吹き飛ばされ、最後に埴

積して大蔵る鍵動を爲さ堂ろ極限を見定め､此麗に砂防這を設置しで本砂丘逓
造り、葵を基準として西方に向つ内部よ’り順表に、實地に應じ、幾列力や砂

x丘を築造した｡内部の第一砂丘瀧目的を逵ずれば第二の砂丘を築造し､飛砂が鐸

りかけるを俟ってアキグミ、ネム、或は其の他の雑草木を樋付けて第三画砂丘

に取りかムリ、此の間第一、第二砂丘間に鶴松を植栽した。

、如斯砂丘の築造即ち飛砂の鎭定するに從ひ、黒松の造林地を鑛張して、汀線

より300m2内外の虎に前砂丘を設置し、黒訟の植栽ば前砂丘の内部に維.り、前

砂丘の前面汀線との間は潅木或は砂草類を繁磯錘しめ飛砂ゆ清淨地帯おらしめ

た。此の方法は秋田の砂防に特徴あらしめ。叉砂防技砺上より観るときは合理

的方法で砂地の集約的利用の必要＠なかった往時に於ては、適切なろ方法であ

ったと老へられる。今日営局管内砂防ゆ方法は大綱に於て大磯に之と．一致する

ものである。

植栽の如きも翁は軍純植栽を避けアキダミ、ネム等を混植して主林木黒松の

生長を温ったことも前述の邇:りである。

叉當局で云ふ衝立工は､筆者鰄且迄栗田翁の傳記を讃み「曾て地方を巡硯せ

る際に、･一面の砂漠に一難の青きもの見たり。近づき混れば蕊の苞p蔭に草

の生ぜしものなり。と:れは草継の篇めに風画遮られし所に章、生えしものな

り。‘是を見て心秘かに悟る虎あり･･…･･’(中N鉛･…-曇る"先づ蕊を束ねて砂上に捕

み、柳を付け、其の根付きたるを見るや錘ﾌ蔭に眞土にて根を包めるグミを

－

'理
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植え、活きたるを見て其の蔭に松を植ゆ。かくの如くにして始めて松の生長を

見たるなり｡｣と云ふを讃みて著想工夫の結果昭和五年より今日施行しつ上ある

衝立工を得たるものである。

・欝蒼たる秋田の砂防林を見る時、栗田翁の砂防の成功せしは故なきでないこ

とを知るのである。

海岸砂防を初めて行ふ時には先づ先進地を硯察する人が多い。之は百聞一見

に如かざる甚だ有意義のことであるが、只硯察した丈けで其の儘施工地に當嵌

めるととは損か得か判からぬ。一旦施工を始めてし毒へぼ中途に於て夫が拙い

と気が付いても之を改めることは容易のことではない。海岸砂防は一年、二年

に完成するものではなく、長年月を要するのが一般であるから一年の施工を急

ぐよりも砂地に起る諸現象を観察し、能<基礎調査を行ひ然る後に着手するが

得策だと思ふ。

叉捨営者が誉れぱ兎角施工方法を愛更するを見る力留、之は老ふべきことであ

る。本荘螢林署水林國有林前方施工地などは之が爲めに何れ丈け不利を招いた

ことであるか知れない。櫓當者の更迭毎に方針が替ったら、何時完成する時が

來るだらうか。されば前述の通り極端に拙劣だとする以外は前方針を踏襲し、

急激な菱化を與へず、徐愚‘に修正し前方法を活かすことを老ふくきである。

次に海岸砂防地には観察者が多い。そして種荏なる批評を下す。質行者は此

の批評を容れるとと上吟味することが肝要である。戒察者は一般に皮相な観察

の許に無責任な批評をすることが多いから之に迷はされてはならぬ。賛行者こ

そ麦任者である。しかし自由な批評はそれ丈け参老となる。筆者はにノート」を

備付けて観察者ある毎に、批評或は感想を書いて貰った。書いて奥れない時

ほ言ったことを此方で書いて置いた。斯う･すれば何時も記憶が新になり随分参

考になった。

3，僅莨人夫の養成

筆誉は過去の經駒に鑑み、優良人夫の養成を棚め度い･砂防工事の施工は頗

る簡軍の如きも而も技侭を要するものであり、些共たる不用意は恩はざる失敗

を招ぐ、炭き面積或は長い距間に亘って一時に施工する場合は當者の勢苦は

一通りのものでない。其虚で勢勵者中より優秀放る者逓数名選抜し置き、砂防

教育を施し一般努働者の指揮指導に當らせるときは甚だ便であるのみならず、
7

良き施業をし､行程の進捗を圖ることが出來る｡筆者は曾て此等優良なる人夫等

に事業の一般を教へ、又彼等に一冊の植物圃鑑を與へて或程度の植物の知識も

異へたb後谷地國有林内に残る植物見本園は人夫等が自ら椿へ、種名も自ら附

’

9
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－ 1

けたも⑬である。叉波等口内の最も優秀な者に測量も測樹②方法も教へ彼等自

iらが澗瞳し縄る:やうに迄訓擁し､筆“手足蕊らしむる割畷得髭ととがある。
4、雲薬用材料品

、

事業用材料品に就ては第二章に於て一部述べたけ邸:ども、主なる材料品の寸

法及重量を一括して此鹿に掲げ賞行上ゆ参考に供する｡
．．二

|" ’重；量
k答

5.3＝5.4

4.8～5.5

17.0～19.0|

寸 法
種 類 考備

極5‘冠｜長"､|幅"1

一
一
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一
麺
即
卸
四
一
ゞ
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５
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一
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一
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１
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心
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峠

１

ｌ
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一
一
一
一
一
一
皿
皿
壷
恥
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１
０
幅
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却
郡
姫
一
釦
却
妬
姓
繼

７
時
へ
》
」
（
四
〕
・

Ｚ
５

枚
同
束
同
同
本
同
束
本

１
１
乱
州
引
‐
‐
討
鋤
‐
．
雨
計
岬
佃
綱
引
櫓
瑚

菱
簑
う付

常
立
編
工

萱
蝶
・
罫
》
航
準

杉
・
↑
‐
竹

・
雪
ｖ

蔑
葉
萱
蕊
粗
松
楢
苦
割

五忽蕊み

同

Ｊ
１

邇溌5尺繩〆‐
長さ,は年により地方に

認識《譲繩
1束に換猟’
1*25本

2‘O～2d3

Z0--"30

253戸-;3･0

2p～34

25．0～85JG
直径､の大なる亀｡のにし
て細く且長き酷の有利
I*25本

Ob6

、

5､，海岸砂防施設經費．

海岸砂随施設に要する經養は施設池の峨置面積の大小､噸隣諸獄耀瀧逢い關

係等により著しく異るものであり、標準たるべき所要經費を計算することは甚

だ困難である。例へぱ面積が大薩れぱ施設蕊は比較錦少〈て濟み、位置が河口

の卿上澤の何れに位するか睡依て飛砂量が篭だ異る“し､地形力噸雑なる程噸工

困難となり、從って經費も多額に要するのである。叉海岸砂防事業に使用する

材料は蕊､萱､麥稗等が主蔵:る潟め慣格の割合に大蔵る嵩を持つものであって、

假令地元に較べ債格が低廉だとしても遠隔の地より運搬すると逵は却っで不利

に陥ることが多いのである。されば材料は可成地元で産し低廉なる材料童使用

し､而も目的を達する様心掛〈､べきである｡.管内各躯に就き覗慈に、能擶地方

は地元町村が採草地或は萱刈場を有するも②多き關係上稻藁或ば萱の購入が容

易であるに反し、鶴岡螢林署管内砂防地は莊内雫野の西端に征し平野内の町村

は薪炭林､採草地､萱刈場を有せぬ抄の多き爲あに稻蕊は地元民の肥料或は燃

料として消輩さ姓、さしもの米産地中に在り乍ら調達割合に困難を感余るが、

さればと莚之溌本莊或は能代労面腫求める這と‘は出來滋いこゞとである。

●
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で

今鴬局管内の實行に鑑み汀線に沼ひ此虚に5,haの一園地ありとして着手より

植栽木の撫育（除伐を含まず）魅了迄に要する事業種類別の經費を見積れば次

表を得る。然し乍ら海岸砂防は庭により箇所によって著しく所要経費を異に

し、該表を以て的確なりとするもので.はないが、一の目安とするものである。

尚當地方海岸は砂丘の築造、鎭砂、防浪施設等を繰返し施工の必要があって．

特殊の場合以外ば殆ど團地全面に亘って連年施工して砂地を安定に導かねばな

らない事情に在り、太平洋岸の地方とは甚だしく趣を異にするものがあること

に注意を要する。

海岸砂防lha常り所要純識

植 栽
減種

面穫|藪曇|単侭|經饗
胸
応 |師．

修 經
合

讃

計|数量|単価|經饗
（）内
面積は
重複施
行の面
稜とす

ha

｜
】T2

520 ,40321

1120.88
15.OOOl

13722.’

円’ xn

520 .6OOl

j9ol

円

0.241

109d

890

円

0.030
円
巧

エ
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地
工
工
柵

立
砂
砂
棚
謹

餐
覆
盤
織
編
保

125.320

１
１
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１
２
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15･000

3"220
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0．10 ]01
､
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0．80 42.880

0.472
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O｡005
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1

O00
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20.1
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120
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80
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j000

本
.”
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●
．
●

２
２

１ 68

10

67

Q

衝立工 ９
９
２
２

●
■
Ｃ
ａ

Ｏ
０
０
０

0

９
９
９
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4。

:::1
0690

(0.90)

0.201

9.90

(2;70)

22‘

ミ
栽
シ
栽

グ
マ
キ
ロ
ア
植
ク
植

0

:閑’
25■

■

０

４
３
３
６

1

4

＝

0 1 191.820

19.2CO

41.260

838.|390

83.840

922.230

砂章植栽

撫育

計

諸雑変

合計

0 4 80‘COO

11.460

000

,蓋::｜
｜

鰯:’

662‘240

66.220

28.460

事業饗
の.10%

7

(昭和11年10月見穂）
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6

結 言一

以上諄毒と述ぺた事項は直接海岸砂防事業の賞行に営る措當者、或ば補助者

の参考たるべき事柄の大要で、寧ろ海岸砂防の見方とも言ふくきものである。
‐‐_，、′：．

きれば未だ充分壼さ堂る憾有るがより以上突込めぼ理論となり、資際とは大分
：”

離れた基礎學と蕨って事業の實行わ間に合はい。夫は初より目的外わものであ

る。要するに海岸砂防は自然《､注則に順應して行ふべき施設であって、決して

自然に抗すぺき術ではない。若し此庭に留意するならば、海岸砂防は左程難か

しい仕事ではない。或人は「海岸砂防なんか簡軍なものだ。常識で出來る。｣と

言ってゐろが、全く此の一言で霊きてゐると恩ふ。

砂防の目的は何れの地方と雌も歸する所は砂を鎮め、防砂､防潮の森林を育
成するに在るっ只其の到る道筋は千差寓別であって、何‘れの道を選ぶべきかを

考究す巷必要がある。此麗に應用の必要が生れる，例へぱ太平洋岸の海岸砂防

も日本海岸の海岸砂防も根本に於ては同じであるにせよ、太平洋岸の方法を其

儘日本海岸に営嵌めるごとは難かしい。太平洋岸の砂坊は植栽地の保護の爲め

に砂丘を蓋る感有るが瞥日本海岸では地形､整理の爲め砂丘を必雪とするが如
き，即ち其の一である若し太平洋岸或ば南方方面の砂防を硯察したとすれば、

込

之を日本海岸式に錬直して用ひることが肝要である。海岸砂防の柿助規則は

太平洋岸式砂防莚基準として制定せら既たるが爲めに、三ｸｰ年間で一睡域、事

業を経了することになって居るが、日本海北部沿岸に於ては先づ地形の整理に

よって飛砂を抑墜し然る後に植栽せねばならぬが故に一地域にも長年月を要す

る。該規則で當地の如き海岸砂防をも律しやうとする底らぱ相営困難を伴ふ。
＆－・

困難を俘ふとどは即ち犠牲をも望することになる。

叉同じ日本海岸に於ても能代は能代、鶴岡は鶴岡で各登の施業の方法を替へ

る必要も生ずる。即ち實地に郡した方法を採らねばならぬ。能代で良いから其

の儘鶴岡ぺ施行したとて必ずしも良結果を得るとは限らぬ。要は一律施行･を避

け其海岸で實地を讃み、自然の法則に従った適切なる方法を採ることの肝要な

ることを再言して掴筆する。

屯
ロ
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｜防風称農林省山林局

同平原地方＝於ケル防風林造成

同佛國海岸松卜砂防造林

同に蓬あかしや樹砂防植栽成績

同ねむのきI､砂防積栽成縦

同津浪災害識防林造成に關する技術的考察

同ひ必やしゃ夢し.及やしゃ夢し卜砂防植栽

同生態蕊的に獺たる砂丘の造林法

蓮信省水力調査襟5及6巻

鏑木徳二森林立地學

同森林の生理

議纈理ニー郎植物水分生理

佐伯直臣管内國有林植物目録

村松七郎秋田縣ノ拡物誌

結城嘉美山形鰈ノ植物誌

秋田縣林務課秋田縣砂防造林史

新潟市皇競弐砂防造林事業成績概要
東京管称局村松海岸砂防林溌要

水戸誉林鵯海岸砂防遼成試験慨要

大聖寺誉林署海岸砂防瓢業概要

本荘小林厘怒舗鬮有林砂防植栽溌鯛書
仙蕊蟻謹局飛砂防止施設＝關スル調査

茨城縣丙務部茨城縣の海岸砂防林

早坂鐵談覺川郡京田邇西郷組漬中村這書繪固面裏書
農林省山林局日本林制史秋田藩、荘内藩、保謹林編
河遜郡致育愈栗田定之亟傅

秋田山詠會賀藤景林父子傳

宮田長治郎郷土を創造せし人為

飽海郡學率撫阿部清右工門翁事職概要
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溌性悲鯉=對ﾕﾙ樹種,蝿=就テ林業試聡報皆26號｜
蹴演林内裸地改良試騨林錐試駒蕊報・6

砂丘械物ノ調査林業試職蕊報’2

氣象蘂報鳥取海岸砂丘ノ氣象的成因＝就テ12

雨水ノ穆透試験報告同’2
鐡遡省業務研10*1號

吹雲二依ル海水嚥分ノ飛行距雄～3號究養料
欣田建設事務
所執務養料防雪の話昭和10.4

”-關塞"礎擁駿雷講|:』::：砂丘土鯉に於ける蕊素含有逓と植生との關 同
係に就て．

繍齢巽薙蕊'鰯｡鋤暴に繍て赫嬢脅誌偲獅蕊
立地雛的研究
赤松及黒松の伸長量と肥大生長との關係に

同大正15.6
就て
赤松と黒松との合子種に開する研究同昭和2．2

海岸砂防工事に就て同大正10.9
風衝及地形の鮎より見たる海岸林黒松の立 同昭和11．2
姿の礎化
林産物の特殊利用に就て同大正'5.4

ハケシバリ根瘤の細胞蕊的研究同昭116･12

林木の生長と風同同6．11
アカマツの肥大生長と上長生長との關係に 同同4．2
就て
海岸無松樹幹偏心生長同同5．2

稚齢期に於ける松類年生長經路の斫究同大正8．10

樹木の偏俺生長に就て同昭和3．5
〃

釣外二氏共著樹木の偏椅生長に就て伺同3．7
砂丘酸度研究の一端同同2．10
澗葉樹混植が海岸砂防植栽の雲蕊に及ぼす

同同9．11
影響に就て
海岸砂地に於ける河流浸蝕に對する謹岸綴

同同1047
柵の施設に就て
日本海北部沿岸地方に於ける前砂丘に就て同同10．10

砂丘造林と海岸林の取扱に就て‘ 鳥取艇畢含報昭和5．12

九州を見て研修!昭和2．5
大正11年

海演に停みて同～12年
海岸砂防植栽協議會に就て同昭和8.6〃1

欧洲の林業よりも 林曹愈報同7．21

：偽:｜
森林生態學講義

秋田大林瞳署管内観察所感

XIK"球雨"扇…鴬"蝿蝿|:|:"海岸林防風効果の一例

｜同圃5.'2，林木根の形態に就て

守屋踵政
永井芳雌
野路錐室

山本正夫
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嚥生誠
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鏑木穂二

同

釣俊一外二氏

肺生誠

山崎姦夫
岸田願一
山崎亮一
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拙薯！
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山本正夫
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郎
一
一
一
郎
渡
次
次
夫
三
一
武
生
郎
職
燕

管内の海岸砂防を鏡って
佛國ジロンド洲に於ける海岸砂防工事の効
果に就て
海岸飛砂防止林造成法

男鹿半島の地質・

不思議の大穴

紀州鬼ケ城に於ける土地隆起現象

震難藤譲及縦並海津砂他の保護
新潟市の海岸砂防林經管事蹟

海濱砂場のオニシバに就て

海岸砂防と産業上の慨値

防波堤に就て

海岸砂丘の成立

海岸砂丘上に於ける土弧型及森林型

新潟市の海岸砂防に就て

動く土地の固定

砂防のji'li栗田定之亟翁
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砂丘の利用に就て

新屋漬に於ける植生と砂防造林

海岸砂防林に就て同同8．2128

新潟海岸砂防工施行地に於ける植物とその|山と人昭和
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◎黄河の森赫治水に關ずる調甕研究一

黄河の治水問題ば支那治政歴代の根本問題で支那主瀧者の頭を機し瀧所で
ある。此の問題を日本の袋術によって解決することは宣撫工作上最も重要で密

って軍④希望によって東亜研究肺曾此問題を取上げ山林局にも其協力を求渉來

たりたるを以て左の者が主として之に當ることになった。

田中林勝課長、東大農學部園部教授，中村教授、伊藤教授、山林局小泉､:山

ノ内、加納技師等である。

◎森林伐採状況調査二關スル件

○今般山称局二於テハ各出張員寿對ジ森林伐網伏況ヲ次ﾉ要領ﾆ依り調甕セシ
典ルゴ'トーセリ

：一、調査ノ:孟曽

各府縣=於ケル主要林業地方二擬ケル伐採状況＝付ｷ過伐早伐及濫伐ジ關
係ヲ調査スルモノドスー

但シ調査ノ都合垂己ｦ得ザル場合ハ其ノ地方ノ代表卜見徹スペギー部ゾｰ厘

域例へパｰｰ町村又ハ数ケ町瀞等＝付キテ調査ヲ行フコトヲ得ルモノ.fス

ニ、伐採歌況調査復命事項

本調査ハ別紙基礎調査要綱=基キ過伐早伐及濫伐ノ何レニ馬スル侭稼傾向
が如何ナル程度＝在”ヤブ調査復命スルヨノトス‘

但ｼ過伐ﾊ地方的二見ダル総主伐面積＝依り之ｦ判断ｼ最近三ｸ奪ｼ謹計

＝於ﾃ年伐標準量ﾉ何倍=相齢ﾙﾔ叉早伐及端伐ﾊ佃舞,箇駅圭繊表
記判定標準=‘依り之ｦ判断シ裳状態=注ルモノガ件数叉ﾝ､面積晏於ﾃ失為

該地方＝於ケノ抄伐採除数叉ｿ､伐採面積＝對シ加何Iﾅｼﾚ割合ｦ,占唾ル索ヲ復

命スルモノドス而シテ早焦=在リデハ之ガ牛以上、濫伐＝在り:テハ三分ゾ

ー以‘上ヲ占雪,”場誉地方的＝享伐又ハ濫伐ﾉ欣鵡＝在りf判定ズルモノ;ト
ス

森林ノ伐採＝開シ過伐早伐及濫伐ﾉ事實ヲ判定スル標準左ノ如舞。

一

＝

■
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（イ)過伐＝最近フ三ケ年ヲ通ジ伐採量労標準量二比シ過大ナル場合ヲ指

溺ｽ侭ｼ三ケ年ソ通計が年伐標準量ノ四倍＝猟ﾀ､ザル場合ハ過伐ﾄ見徹
、、

ジザルモノトス

（ロ)早伐＝佃達ノ森林ノ主伐ガ標準伐期=達セズシテ行ハルル場合ｦ指

孵ス但シ標準伐期年数ノー割以内ﾉｰ短期又ハ主伐木ノ平均ノ大サガ標準

伐期二於ケル標準木＝比シ劣ラザル場合ハ早伐卜見倣サザルモノトス

（ハ)濫伐＝個燕ノ森林ﾉ伐採＝開シ左ﾉ各號ノ事情ノ存スル場合ヲ嶽博
ス

（－）地況其他ヨリ見テ治水國土保安其他公続開係相當重大ナリト思惟

セラj咳ﾙ場所=於テ例へ(大面積ﾉ皆伐等保安其他=支障ｱﾙ伐採ノ
行ハルル場合

（=）治水國土保安其他公続開係重大ナラザルモ當該林地ノ崩壊或ハ頽

陵ヲ招来スルガ如キ伐採、搬出方法ヲ執ル場合

（二)過伐或ハ早伐ﾉ事蛮ガ濫伐卜認メラルル場合＝過伐或ハ早伐ノ欣態

雀シク或ハ累年之ｦ繼績シ爲二近キ將來＝殻ｸ『ル営該地方ノ出材量ｦ箸

シク低下セシムル虞アル場合ヲ指稻ス

三、基礎調査要綱

伐採状況調査寳料トシテ各府縣主要林業地方二於テ用材林薪炭林別二次,ノ

諸項ニツキ基礎調査ヲ行フモノトス

但シ謝斗トシテ概活的数字ヲモ捕促シ難キ場合二於テハ概念的二本調査所

要ノ伐採關係ヲ判定スルニ足ル賓料ヲ把握スル様努ムルモノトス

（イ）林カニ關スル事項

（一）齢級別ﾉ面積及蓄積＝薪炭林=於テハ齢級別ヲ省略スルコト

（=）標準伐期及其標準木ノ大サー営該地方＝於テ林業經誉上安當卜

認ムルモノヲ標準伐期トシ平均ノ地位ノ林地＝於テ此伐期二達シタル

時ノ平均木ｦ標準木卜見徹スコト

（三）平堵生長逓

（四）伐採面積及材積ノ標準

（ロ）伐採三關スル事項

（－）年伐面積及材積＝最近三ケ年ノ毎年主伐及間偽ノ面積及材職ヲ

調査スルコト但シ主伐ニツイテハ面積伐積共皆伐及樺伐二依ルモゾ、

割合ヲ併セ調査ノコト

（二）最近＝殻ケル伐期ノ伸縮

ロ

、

ロ
宮
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（三）伐採搬出方法＝之五實行＝開シ特＝注意スペキ事情ニツキ調査

ス.ルコト

（四）主伐木ノ大サー平均卜見微スペキ箇所ノ樹高及直径ノ腕園及平

均ヲ調査スルコト

（五）主伐ノ程度＝伐採ケ所ﾉ配置､保安調係､地況（傾斜及基岩）

等ヨリ見ダル側采面積トシラ箒適當ナル程度ヲ超エザルヤ否ヤヲ調査ス

ノレョト・

(ハ）迩林＝開スル事項↑

（－）無立木地造林ノ進捗状況

（二）伐採跡地造林ノ遂行朕混＝搬出絡了後植栽遅延ノ程度及植栽見

込立クザルモノ、有無竝＝芝等ﾉ要植栽面積=對スル馴合ヲ調盗スル

コト

（三）人工及天然造林ノ面積＝最近三ケ年二實行セルモノニ付調査ス
ノレコト

（四）叢林方法ノ良否＝樹種苗木ﾉ選定及植栽撫育ノ方法竝＝生育炊

況＝付調査スルコト

◎全國主要地方出材状況

前記森林伐採欣況調査ノ参考＝費スル爲主要各地方＝殻ケル剛材欣況ヲ最近六

ケ年二付比較表示セルモノ次ノ如シ但シ十三年度分ﾊ未發表ノモノナルヲ以テ

精査ﾉ拮果増減スルモノトス
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